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			アラフォー社畜のゴーレムマスター③

			高見梁川

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・小久江厚＋アオキテツヤ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			第六十五話　望みは儚く

			第六十六話　宿場町ランカスター

			第六十七話　善意の破壊人

			第六十八話　やはり銃殺するべきなのか

			第六十九話　宿屋にて

			第七十話　対処要領

			第七十一話　放たれた地雷

			第七十二話　デファイアント大山脈を越えて

			第七十三話　山人の襲撃

			第七十四話　ステラ無双

			第七十五話　彼女は終末の杖(アポカリプス・コーン)

			第七十六話　新たな因果

			第七十七話　国境での勧誘

			第七十八話　アリスの説得

			第七十九話　ディアナの記憶

			第八十話　スキャパフロー王国

			第八十一話　ランクテスト

			第八十二話　老雄の実力

			第八十三話　解けぬ因縁

			第八十四話　フェイドルの迷宮

			第八十五話　策動の迷宮

			第八十六話　その名はクスコ

			第八十七話　新たなスキル

			第八十八話　交錯する運命

			第八十九話　返ってきた因果

			閑話　彼女の事情

		

	
		
			　

			第六十五話　望みは儚(はかな)く

			　

			　マクンバから北に延びる街道から松田は後ろを振り返る。

			　ドルロイには急いで事の成り行きを認(したた)めた手紙を渡すように、ハーレプストへと託した。

			　本当なら緋(ひ)緋(ひ)色(いろ)鉄(かね)の解明に協力するはずであったのに悪いことをした。いずれ帰ったときにはそれなりの土産を渡したいと思う。

			「――一刻も早く、国に負けないだけの力を持ちなさい」

			　別れの間際にハーレプストはそう松田に言った。

			　それは探索者でいえば金級とそのうえの宝石級を通り越し、最上級の伝説級と呼ばれることを意味していた。

			　彼らは一人で一国に匹敵する戦力と政治的影響力を所有している。

			　松田が自由を確保するためには、少なくとも伝説級に近い戦闘力を備えなくてはならなかった。

			「――必ず。私もまた誰かに人生を押しつけられるのは御免ですから」

			　この世界では誓って思うがままに生きてみせる。

			　そのためには力が必要だということを、松田は改めて思い知った。

			　いまだ松田の力は国家を相手にするには及ばない。

			　今回のような集団対集団の戦闘では領主軍にも勝るであろうし、金級探索者であるリンダにも勝てるであろう。

			　しかし一対一で戦った場合、松田がリンダに勝てる可能性は低かった。

			　規格外、と思われる松田のスキルであるが、決して万能なわけではないのだ。

			　もう一度レベルアップすれば、おそらくはリンダ以上になるかもしれないが、伝説級と呼ばれる領域までどれほどレベルアップすればよいのか見当もつかない。

			　だからといって立ち止まっていたら、永久に松田が望む自由も手に入らないのである。

			「待っていてください。必ず俺は帰ってきます！」

			　鍛(か)冶(じ)師として、錬金術師として、ドルロイとハーレプストにはまだまだ学ぶべきことがたくさんある。

			　そして新たなゴーレムの可能性の扉を開くためにも、もっともっと強くなろう。松田は強くそう決心するのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ううっ……ぐすっ……えぐぅ」

			　格好良く感慨にふけっていたつもりの松田であるが、しゃくりあげるような嗚(お)咽(えつ)にシリアスな雰囲気を続けるのを諦める。

			「そんなに落ち込まなくてもいいじゃないか、ディアナ」

			「あんまりですお父様。恩をあだで返されたのです……ううっ」

			　ディアナがもう小一時間以上すすり泣いているのには理由がある。

			　それは００６の魔核を取り込み、彼女の身体にディアナが移植された形となった後のことであった。

			　

			「――よほど強い思念だったんだろうね。というか魔核が魔核を取り込むとか、僕も初めて見るんだけど……」

			　半ば呆れてハーレプストは天を仰ぐ。

			「これは私たち知性ある秘宝だけができることですから」

			「普通の魔核も錬金素材として新たな魔核と合成することは可能だけどね。意思が意思を呑み込むという現象が驚きなのさ」

			　人間が人間の意思を呑み込めばどうなるのだろうか？

			　二重人格になるのか、それともまったく異なる存在になるのか？

			　知性ある秘宝では、より魔力と情報量の大きい存在が小さい存在を統合するらしい。

			　一人の錬金術師としてハーレプストの興味は尽きなかった。

			「それで分離は可能なのかい？」

			「いえ、一度統合された意思を分離することは不可能です。少なくとも、そうする術式を私は知りません」

			「――なるほど。となると……」

			　次の言葉が致命傷であった。

			「ディアナの身体はこのまま固定かな？」

			「な――なんですって??」

			「一(いち)目(もく)瞭(りよう)然(ぜん)だと思うけど、魔核の情報が身体に影響を与えて定着してしまっているからね。だから、よほど強い思念だったんだろうね、と言ったんだ。普通の魔核は、あくまでも心臓部だというだけで身体にまで影響を与えたりはしないよ」

			　わなわなと震えて、ディアナの顔色が蒼白になっていく。

			　それは約束されていた栄光の未来、巨乳への道が閉ざされたことを意味しているからだ。

			「ご冗談でしょう？　まさか私はこのまま……」

			「あの少女の残留思念が影響している間は無理だろうねえ。あるいは魔核を切り離すことができればいいんでしょうが……」

			「ハーレプスト様！　お願いします！　私からあの娘の魔核を切り離して！」

			「うん、無理かなって」

			　

			　結局どうあがいても、現状ではディアナと少女は切り離せないことが明らかになった。

			　当然ディアナのＤカップも、解決するまではお預けだ。

			　もはやこれは悪戯の神がディアナを弄(もてあそ)んでいるとしか思えない。

			「せっかく可愛いんだから高望みしなくても……」

			「わふ、ディアナ可愛い可愛いです！」

			「悪意を感じますわああああ！」

			　超然とした硬質の美少女だった頃に比べ、少女と同化したディアナは類まれな美少女であるのは相変わらずでも、どこか年相応の幼さを感じさせる。

			　精神年齢相応になったと言いたいところだが、大人なできる女を自認しているらしいディアナに、それを言えばさらに泣くだろう。

			　今はその可愛らしさを褒め、悲嘆にくれるディアナを慰める以外の方法を、松田は思いつけずにいた。

			「こんなことならっ！　こんなことならっ！　あの大人(００５)のほうを助けておけばよかった！」

			　と嘆きながらも、ディアナは松田に抱き着くようにして頬をぐりぐりと擦りつけている。

			　その様子は子供がわがままを言って親に甘えている姿そのものであった。

			「諦めません！　私は絶対にＤカップを諦めない！　だからお父様も諦めないでくださいね！」

			「お、おう………」

			「それじゃ、それまでは慰めてください！」

			「わふぅ……ずるいです。ディアナが開き直ったのです」

			　どうやらディアナの心のなかも複雑なようである。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　松田がマクンバを人知れず旅立った翌日である。

			「はああああああああっ？　いなくなったあああああ？」

			　マクンバ伯爵ノリスは部下からの思いもよらぬ報告に、つい周りを顧(かえり)みずに叫んだ。

			　それほどに予想外の出来事だった。

			　松田は控えめに言っても今回の氾濫からマクンバを守った英雄である。

			　リンダやドルロイも英雄のひとりではあるが、その功績は松田一人に到底及ばない。

			　氾濫の震源たる迷宮を攻略したのみならず、帰還したついでとばかりに殺人蜂をまとめて殲(せん)滅(めつ)した。

			　もしあそこで松田が間に合わなければ、騎士団にも探索者にも甚大な被害が出ていたのは確実であった。

			　さらにあのとき使用した魔法は、ノリスの配下の魔法士が一人たりとも知らないという未知の魔法だというから驚きである。

			　なんとしても伯爵家に仕えさせたい。

			　それができなくとも、最低限探索者のパトロンとしてパイプを作っておきたいとノリスは考えていた。

			　為政者としてはごく当然の判断である。

			　あれほどの探索者、いずれ宝石級、いや、伝説級に達したとしても不思議ではない。

			　将来そうなったときに、階級が低い頃から面倒を見ていたという実績は役に立つ。

			「理由は？　行き先はわからんのか？」

			「それが鍛(か)冶(じ)師の師匠から与えられた課題を達成するためだとか」

			「――はあ？」

			　ますます松田の意図がわからなくなるノリスであった。

			「やむを得ないな――ドルロイに遣いを出せ。主役がいなくては話にならん。すぐに呼び戻させろ！」

			「それが……ドルロイではなく兄のハーレプストの課題らしく、『とある素材の収集だが、どこに探しに行ったかまでは知らない』、と」

			「そんな話が通るかああああああああ！」

			　確かに、ドワーフには独特の文化と伝統があることをノリスは知っている。

			　だがそこまで世間の常識からかけ離れているかと言えば、そうではないはずであった。

			　それはすなわち、常識的ではないことをしなければならない、何らかの理由があるのではないか？

			　ノリスの抱いた疑惑は新たに到着した騎士によって確信に変わった。

			　

			「――ただいま偵察から戻りました」

			「どうした？　顔色が悪いが」

			「それが……」

			　冷たい汗を滴らせながら、騎士は今でも自分の見たものが信じられずにいた。

			「迷宮への途上、大規模な戦闘が行われたらしき形跡があり、三千以上の魔物の死骸を確認しました」

			「三千以上？　そうか、第二波が来なかったのは、すでに殲(せん)滅(めつ)されていたからというわけか」

			「実はそれでひとつ腑に落ちぬことが」

			　自分の考えていることが現実であるとすれば、とんでもないことになる。

			　はたしてそれが本当なのかどうか、騎士にすぎぬ身には判断がつかなかった。

			「なんだ？」

			「どう見ても倒れた木々や大地の踏み荒らされ方が、集団対集団の戦いが行われたことを示しております。まさかとは思いますが、マツダという探索者が操れるゴーレムの数というのは……」

			　あるいは数百に達するのではないか？

			　正直、それは正気を疑われる妄想であると騎士は考えていた。

			　数体同時に操れるだけでも規格外。

			　まして百体を超えるとなれば、これは長い魔法の歴史にもなかった快挙である。

			　というよりも、倒されても痛くもかゆくもないゴーレムの軍団など、万が一敵となれば悪夢でしかない。

			「――ホルストナウマンを呼べ。一刻も早くマツダの居場所を掴むのだ。場合によっては我が娘をくれてやっても構わん！」

			　マクンバを治める領主として、戦乱が近いことを知る貴族として、松田を大人しく見逃す選択肢はノリスにはなかった。

		

	
		
			　

			第六十六話　宿場町ランカスター

			　

			「――とまあ、そんなことになってるだろうな」

			　松田はマクンバの反応を正確に洞察していた。

			　探索者を囲い込もうとする領主は、決して少なくはない。

			　むしろ騎士団の何割かは、確実に迷宮で成果を残した探索者である。

			　傭兵を兼ねる実戦経験の豊富な探索者も多く、即戦力を補充するならば探索者をというのは常識であった。

			　さすがに松田も、伯爵が自分の娘を与えて一族に迎えようとしているとまでは考えていなかったが、囲い込まれるのは十分に予想できることであった。

			「ドルロイ様たちは大丈夫でしょうか？」

			「リンダ強いから大丈夫！　わふ！」

			「確かにリンダさんとドルロイ師匠を敵に回すのはリスク高すぎるだろ……」

			　元金級探索者に稀代の名工、さらに多少マッドサイエンティストの気がある相手を敵にするなど考えただけでも悪夢である。

			　松田なら間違ってもその選択肢は選ばない。

			「ハーレプスト師匠は、そもそもマクンバの住民じゃないし……嫌味くらいは言われるかもしれないけどね」

			　そう言いつつも、もし松田の非常識なスキルがバレた場合、ハーレプストやドルロイに危害を加えられる可能性もゼロではなかった。

			　そうなったらスキャパフロー王国まで追手が来るかもしれないな、と松田は当然のように考えている。

			　ハーレプストやドルロイは確かにいい男ではあるが、家族と自分を天秤にかければ家族を取るのは至極当然のことだ。

			　そのあたり松田は過剰に期待をしていない。

			　松田のなかで、師匠として、人としてある程度の信用がおけるということと、妄信するのとはまったく別のことなのだった。

			　彼らが裏切る可能性というものを、松田は決して軽視はしていなかった。

			　ことが公になった場合、条件のいい国に庇護を求めて仕官することも、選択肢に入れる必要があるかもしれない。

			「――何もないといいですね」

			　そう言って目を伏せるディアナは、日を追うごとに人間らしく感情豊かになっていくように思われた。

			　ドルロイたちを気遣うような、やや俯き加減の眼差しや、軽く握られた拳を小ぶりの赤い唇に押し当てる仕草も愛らしい。

			　――だが彼女は、松田の命令さえあれば躊(ちゆう)躇(ちよ)することなく、たとえ相手がドルロイやリンダであっても殺すだろう。

			　それが主に従う悦びを刻み込まれた、知性ある秘宝というものである。

			　そんなディアナであるからこそ、裏切られることを想定しないで済むことがうれしい。

			　なんたる歪(ゆが)んだ性根であることか。松田は人知れず自(じ)嘲(ちよう)した。

			「本当に、何事もなければ――それが一番なのだがな」

			　優しく頭を撫でられたディアナは、猫のように気持ちよさそうに大きく伸びをした。

			「――ご主人様」

			　のどかな時間を終わらせる緊張した声が、ステラの唇から漏れたのはそのときだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　デファイアント大山脈、そこはリュッツォー王国の北に広がる山嶺で、もっとも標高の高いフェーリー山は四千メートル級の偉容を誇る。

			　四か国にまたがる東西に延びた山脈は大陸でも有数の広さを持ち、その峻厳な環境はいかなる国家の統制をも受け付けずにいた。

			　そのためか、山脈にはいまだ国家に服属せぬ共同体、あるいは追及を逃れてきた犯罪者などの巣窟と化していた。

			　スキャパフロー王国への最短コースとはいえ、十分な兵力を用意した隊商(キヤラバン)でもない限り、近づくことが躊躇(ためら)われる土地であった。

			　そのデファイアント大山脈の麓(ふもと)に、隊商の中継地として栄える宿場町がある。

			　山脈越えには大きなリスクがある反面、大幅に移動距離を短縮できるために、大規模な護衛を雇うことのできる隊商には利幅の大きな仕事として人気なのだ。

			　宿場町の名をランカスターという。

			　このランカスターの街を過ぎると、もはや山脈を越えて反対側のスキャパフロー王国に到達するまで補給できる宿場町は存在しない。

			　そのため街の規模以上に物資が集積されている。

			　隊商たちは、ここで山越えのための食料や物資を買い込み、互いに情報や商品を交換するのが常であった。

			　それは同時に、山賊にとってランカスターの街が肥え太った魅力的な獲物であることも意味していた。

			　

			「街道で山賊らしい人影を見ました！」

			　詰所に息せき切った商人風の男が駆け込んできたのは、山が赤く染まり始めた夕刻のことであった。

			「見たのはどこですか？　人数は？　服装は？」

			　山賊の場合は大抵どこかの街にいた頃の格好をしているため、雑多な寄せ集めの感がある。しかし山岳の先住民たちであれば革と麻を使った独特の衣装を身にまとっているため、容易に判別が可能なのだ。

			「そ、それが……急に矢で射かけられたんで……そいつともう一人くらいしか見てないんです」

			「衣装は？」

			「山人の格好ではなかったと思います」

			「――わかりました」

			　そう言うと騎士は颯(さつ)爽(そう)と立ち上がり、すぐさま現場に急行しようと部下に視線を向けた。

			「おいおい、もう交代の時間だぜ？　勘弁してくれよ」

			　投げやりに男はひらひらと片手を振る。

			「まだ勤務の時間です！」

			「向かっている途中で交代になるさ」

			　部下の男はやる気がなさそうに、どっかりと椅子に腰を下ろして早くも鎧(よろい)を脱ぎ始めた。

			　彼が騎士の言葉に従う気がないのは明らかであった。

			「貴様……それでもこの街を守る衛士か！」

			「生憎(あいにく)、騎士様と違って性根が卑しいもんでねえ。今からわざわざ街の外へ出るのは無理さね」

			　悔しそうに騎士は唇を嚙みしめる。

			　立場では上位にいる騎士の命令に不服従を度重ねる部下への苛立ちは、頂点に達しようとしていた。

			「もういいっ！　私が一人で行く！」

			「へえへえ、どうぞお気をつけなすって」

			　憤然として騎士は席を立った。

			　頭の上で雑然とまとめられたポニーテールが揺れる。

			　怒りに紅潮した頬が騎士の美しい肌の白さを弥(いや)が上(うえ)にもかきたてた。
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			　騎士の名をリノア・ヘイゼルバーンという。まだ二十になったばかりの乙女である。

			　リノアが騎士に任命されたのは、若くして死んだ父の跡を継ぐべき唯一の子供がリノアであったからであった。

			　家柄は古いが、出世コースから外れていたヘイゼルバーン家。しかもその跡継ぎが女性とあっては、まともな職がまわってくるはずもない。

			　結局リノアが任せられたのは、街の保安任務という雑用も同然の仕事であった。

			　肩身の狭い思いをしながらも、いつか見返してやろうとリノアは精力的に仕事に取り組んだ。

			　当初リノアの評判は上々であり、頭は固いが領民に誠実な騎士として部下たちも信頼を寄せつつあった。

			　いつの世もそうであるが、自分だけは安全なところで指揮をするという上司を尊敬する部下はいない。

			　最低限、リノアは危険を部下と共にする勇気があった。

			　だが、その頑張りが完全に徒(あだ)となった。

			　その日は唐突に、しかし、いつか訪れるべき必然としてやってきた。

			　

			「今日こそは、あの山人どもをやっつけてやる！」

			　手柄を立てるときは今、とばかりにリノアは立ち上がる。

			「おいおい大丈夫か？　俺たちは所詮街の衛士なんだ。本職の騎士とは違うんだぜ？」

			「山人に襲われている人を見すごして何が衛士なの？」

			　比較的小規模な隊商が山人の部隊に襲撃を受けていることを知ったリノアは、ただちに部下に集合を命じた。

			「騎士団に応援を頼もうぜ？　隊商の護衛と時間を稼ぐくらいならできるかもしれん」

			　当時の部下スターリングが独断で騎士団に応援要請を出していなければ、リノアは今頃墓の下であったろう。

			　リノアの想定を超えて山人の部隊は大規模であった。

			　現場に到着したときには、すでに隊商の護衛は全滅しており、隊商の荷馬車は略奪されている真っ最中であった。

			「おのれ！　よくも非道な真似を！」

			「あっ！　馬鹿！　一人で突っ込むな！」

			　すでに戦闘は終了しているのである。

			　隊商が全滅している以上、今さら山人と交戦しても得るものは何もない。

			　同じく、山人もあえて危険を冒してまで、リノアたちと戦うつもりはないはずであった。

			　だが、人数において圧倒的に劣るリノアたちから戦いを挑まれれば、話は別である。

			　目障りなランカスターの戦力を少しでも減らしておくのは、彼らにとって利がないわけではないのだから。

			　リノアの剣技は同年代のなかでは見事な部類であった。

			　たちまち三人ほどの山人を倒したリノアであったが、戦闘慣れした屈強な男たちに囲まれると、すぐに劣勢に追い込まれた。

			　幾度かの剣戟の後で、体勢を崩したリノアが槍に貫かれようとしたそのとき、身体を張ってスターリングはリノアを庇(かば)った。

			「ぐわあっ！」

			「そんな！　スターリング！」

			「スターリングの兄貴！　おいっ！　急いで逃げるぞ！　引きずってでも、兄貴を連れて帰るんだ！」

			　その後、どうやって山人の包囲を食い破ったのかリノアは覚えていない。

			　それでも死に物狂いで戦った結果、リノアたちは無事ランカスターの街に撤退することに成功した。

			　大至急、スターリングは医者のもとに運ばれ、かろうじて命を取りとめたものの、左足に障害が残り、衛士を引退することとなった。

			　スターリングはリノアを恨まなかった。

			　無茶はしないでくれ、と言い残して彼は飄(ひよう)々(ひよう)と衛士を去った。

			　しかし、それで収まらないのは彼の同僚であった仲間たちである。スターリングはリノアのせいで、とばっちりを食ったようなものだ。

			　部下たちのリノアに対する態度が多分に侮蔑を含んだものとなったことを、リノアはまったく気づかなかった。

			　確かにスターリングは気の毒だった。だが、衛士として正しい行為の結果である。

			　むしろ名誉の負傷ではないか、とリノアは自分に非があるとはまったく認めなかった。

			　それどころか、なまじ腕が立つせいか単純で無駄に行動力のあるリノアは、名誉挽回のため次々にさらなる問題を引き起こしていく。

			「――悪は滅びろ！」

			「ぷげらっ！」

			「ぎゃあああああっ！　手が！　手が降ってきたああああ！」

			　ひったくりの男の腕を容赦なく斬り落としたかと思うと――。

			　

			「ダメじゃないか！　君みたいな子供が犯罪に手を染めちゃいけない！　少しだけど、これを持っていきなさい」

			「ありがとうお姉ちゃん！（へへっ！　ちょろいぜ）」

			「あのぅ……今の子、常習犯なんですけど、うちの補償は？」

			「子供は国の宝です！　どうして更生のために力になってあげようと思わないんですか！」

			　

			　一事が万事この調子で、偏りすぎた独断と偏見で振り回されるために、部下どころか町の住民からも、衛士の評判は地の底まで落ちきっていた。

			　いくら鈍いと言っても、目線を逸らされたり、返事を返してもらえなかったりすれば、リノアでも嫌われていることくらいは気づく。

			　それでもなお、任務に対して忠実であろうとするのをやめることはできなかった。

			　もう頼るべき父親もなく、騎士である自分を除いたらリノアには何も残らないからだ。

			「私一人でも、絶対に守ってみせる……早く案内してちょうだい」

			　

			　――だからこそ、目撃者を名乗る男がいやらしく嗤(わら)ったことも、衛士の男が軽蔑したように、全てを察した目で彼女を見つめていたことも、リノアは知らなかった。

		

	
		
			　

			第六十七話　善意の破壊人

			　

			「お前が山賊を見たというのはこのあたりなの？」

			　男が案内した場所には確かに数本の矢が突き刺さり、男のものと思われる荷物が雑然と散乱していた。

			「……ええ、そこに大きな楢(なら)の木があるでしょう？　その陰からいきなり矢を打ってきたんですよ」

			「――下がっていなさい」

			　油断なく剣を引き抜いてリノアは気配を探った。

			　行動に問題の多すぎるリノアではあるが、ただひとつ剣の腕に優れていることだけは間違いない。

			　じりじりと近づきながら、皮膚感覚で数名の気配があることを察知した。

			（――本当に数名だけなの？　どうして逃げもしないでここに……）

			「危ないですよ？」

			「ふえ？」

			　限界まで緊張していたところに、不意に後ろから声をかけられて、リノアは思わず間の抜けた声を零した。

			　緊張の解けた瞬間ほど、注意力が失われるものはない。

			　この大事なときに何を、と怒るまもなく足元の土が突如崩れ、リノアは下半身を呑みこまれた。

			「くっ……貴様っ！」

			　こうなってようやくリノアも理解した。

			　目撃者と思っていた男は、最初から敵の仲間であったということに。

			　落とし穴からなんとか抜け出ようとリノアがもがくよりも早く、隠れていた三人の山賊たちがリノアの白い首筋に剣を突きつける。

			「ざまあねえな」

			「味方殺しの能無しにはお似合いじゃねえか？」

			　屈辱にワナワナと唇を震わせるリノアに、勝ち誇ったように目撃者を装っていた男が笑いかけた。

			「安心しな。あんた、見た目だけはいいからな。騎士より売女のほうが似合ってるぜ？」

			「無礼な！　騎士であることをやめるくらいなら死んでやる！」

			「ろくに領民を守りもしない騎士なんてお笑いだよ？　誰もあんたを騎士だなんて認めてないってことに気づきな」

			「何を言う！　私は身命を賭して領民の安全を守るために奉仕してきた！」

			　自信満々に言い放つリノアに、男は困ったように頭を掻いた。

			「いや、ね。こんな見え見えの罠(わな)に嵌(はま)るのはあんたくらいだし、俺もあんただから安心して罠(わな)にかけたんだよ？　普通騎士に手を出すなんてリスクのあることはしないから」

			「――どういうことだ？」

			　確かに下級とはいえ貴族である騎士を誘拐、ないし殺害することにはリスクがある。

			　領主にも面目というものがあり、騎士を害されて放置しておくことは、お世辞にも外聞がよいとは言えないからだ。

			「あんたがいなくなっても、誰も困らないからさ。むしろいなくなってほしいと思ってる。だからあんたの部下も、俺が山賊の仲間であると気づいてたのに何も言わなかったのさ」

			「そんな――！」

			　嫌われているとは思っていたが、まさかそれほどまでであったとは。

			　リノアの脳裏に、どこか呆れたように視線を逸らした部下の、不満そうな顔が蘇った。

			　彼はこうして自分が罠(わな)に落ちることを承知で見逃したというのか。いったい自分が何をしたというのだ、とリノアは内心で叫んだ。誠心誠意、この街のために尽くしてきたというのに！

			「ま、迷惑かけるしか能のないあんたでも、身体で男を悦ばせることくらいはできるだろうさ」

			　男のいやらしい視線が、自分のたわわな果実のように膨らんだ双丘に注がれていることを感じて、リノアは思わず剣から手を離して両腕で胸を覆い隠す。

			「あっ！」

			　かたり、と音を立てて倒れた剣を、山賊の男が手際よく回収してしまい、リノアは最後の抵抗をする手段さえ失ってしまった。

			　剣の技量があるからこそ、リノアは騎士たりえるのであり、素手になったリノアは到底男の膂(りよ)力(りよく)には敵わない。

			　己のよすがを失ったリノアは顔色を変えて、乙女のように震えあがった。

			　剣のないリノアは、もはやその辺の村娘となんら変わることがないのを本人自身が自覚していた。

			「まったく、最初からそう身の程を知っておけば、俺たちに捕まることもなかったろうに」

			「いやっ！」

			　ぐい、と男におとがいを持ち上げられ、臭い吐息を吐きかけられたリノアは絶望に身を浸しながら必死に男から遠ざかろうと身をよじる。

			　そんな形ばかりの弱々しい抵抗は、むしろ男の加虐心を燃え上がらせた。

			「ぐへへへへへへ」

			「いやっ！　近寄らないで！」

			　自分がこんな野外で凌辱されようとしていることを悟り、リノアは狂ったように泣き叫んだ。

			　しかし下半身が落とし穴に嵌(はま)り、武器もない乙女の抵抗など無いも同然。たちまちリノアの両腕は二人の男に拘(こう)束(そく)され、豊かな双丘へと男の手が伸びる。

			　

			「――さすがにこれは正当防衛が成立するよなあ」

			「誰だっ？」

			　

			　獣欲に我を失っていた男たちは、いつの間にか近づいていた松田たちの気配をまったく察することができなかった。

			　慌てて剣を引き抜こうとするも、すでにその瞬間には、一陣の風と化したステラが懐に飛びこんでいる。

			「この女の敵……滅びるです。わふ」

			　生々しい男と女の情交を感じさせる光景は、いささかステラには気恥ずかしいものであったらしい。

			　いつもの溌剌としたステラらしからぬ赤く上気した顔で放たれた拳は、最低限死なない程度の手加減こそされていたが、欠片(かけら)の容赦もないものでもあった。
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			　たちまち拳の連打を腹部に食らった男たちは、口々に胃の内容物を吐き出しながら転げまわって悶絶した。

			「く、くそっ！　こんなところで捕まってたまるか！」

			　胸を吐しゃ物塗れにしつつも、一人の男がもつれる足を懸命に動かして逃走を図る。

			「――甘い。雷撃(ライオツト)」

			「ぐげっ！」

			　全身を痺れさせた男は、一言もなく気を失って仰向けに倒れた。

			　あわや凌辱の危機を助けられたリノアは感謝の視線を松田に向け――たりはしなかった。

			　どうにか落とし穴を抜け出し下半身の土を払うと、開口一番にリノアは松田に食ってかかったのである。

			「こんな小さい子に戦わせるなんてどうかと思います！」

			　彼女にとって、ステラとディアナに戦わせて後ろで見ていただけの松田は、極悪非道の虐(ぎやく)待(たい)者のようであった。

			　

			「お前は何を言ってるんだ？」

			　松田が眉を顰(ひそ)めて唸るように言ってしまったのも無理はない。

			　明らかに男に凌辱されかけている美女を助けたら、逆に詰問されたのだ。

			　別にリノアの美貌に下心があったわけではないが、一言礼を言うのが筋というものだろう。

			　そんな松田を軽蔑するようにリノアは太い鼻息を漏らした。

			「大丈夫？　貴女みたいに可愛い女の子が……嫌なら嫌とはっきり断ってやりなさい！　私は貴女の味方よ？」

			「わふぅ……この人、怖いです」

			　言葉が通じない美女に迫られて、ステラは恐る恐る松田の背中に隠れた。敵対してくる人間には容赦はしないが、善意を振り撒く意味不明の人間に迫られるのは、ステラにとっても初めての経験であった。

			「私たちは自分自身の意思でマスターにお仕えしています。貴女にとやかく言われる筋合いはありません」

			「まさか……美少女の使用人を戦わせているというの？　なんてひどいことを……！」

			　何か途(と)轍(てつ)もない衝撃を受けたように顔色を青ざめさせるリノアに、松田は閃(ひらめ)くものを覚えた。

			　かつて社畜であった時代に、この手の人間を何度も見てきた覚えがあったからである。

			　すなわち善意の破壊人(ナチユラルクラツシヤー)だ。

			　

			　ワイマール共和国軍で上級大将を務めたハンス・フォン・ゼークトという人物がいる。

			　彼は軍事組織における人物評価を次の四タイプに分類した。

			　有能な怠け者は指揮官にすればよい。怠け者ゆえに的確に仕事を振り分けるであろう。

			　有能な働き者は参謀にすればよい。働き者ゆえ何事も自分でやらねば気が済まぬからである。

			　無能な怠け者は兵士にすればよい。生き延びるために必死で戦うだろう。

			　無能な働き者は勝手に判断を誤って事態を悪化させるから銃殺せよ。

			　というものである。

			　ところが日本の社畜風土というものは、往々にして無能な働き者を保護し、周囲の迷惑を増大させる傾向にある。

			　頑張るということが美徳とされる文化があるからだ。

			　その結果、まったくの善意ではあるのだが、勤務中に取引先の仕事を手伝い、逆に責任問題を押しつけられて会社の負担を増やしたり、二時間近くも早く出勤してサービスで清掃や雑務を引き受けるので、後任がひどく怠け者に見られたりしてしまう場合がある。

			　彼らは、自分の行為が結果的に問題を引き起こす、などとは決して疑わない。

			　なぜなら心から善意でしているからだ。

			　自分はこんなにも頑張っている、という確信があるからだ。

			　こういう意識高い系に「経営者の視点を持て」は効く。

			　しかし効きすぎて、負担を押しつけられるのは社内の同僚なのである。

			　なにせ善意でサービスしまくりなので、それで利益を得ている一部の人にはひどく受けが良いのが、また性質が悪い。

			　松田はこうした同僚や部下を数多く見ている。

			　そうして社畜を必要とするブラック企業においては、彼らのような無能な働き者が貴重な戦力であることも熟知していた。

			　この手の善意の破壊人に遭遇した場合のもっとも有効な手段はひとつであった。

			　すなわち、関わり合いにならない。

			　もっとも上司である場合にはそういうわけにもいかないので、さらなる悪夢が待ち受けているのは内緒である。

			「そこの貴方！　今すぐ彼女たちを解放しなさい！」

			　傲然と胸を張るリノアに、松田は一言だけ呟いた。

			「さようなら」

			「ちょっと、待ちなさい！　どこに行くうひゃああああ！」

			　土魔法で開けられた数メートルほどの穴へと吸い込まれたリノアを尻目に、松田はとっとと逃げ出すことにしたのであった。

		

	
		
			　

			第六十八話　やはり銃殺するべきなのか

			　

			「やれやれ、とんだ女に引っかかったもんだ」

			「あのまま山賊に攫(さら)わせておいたほうが良かったでしょうか」

			「……あの女の人、怖いです。わふ」

			　それぞれに不吉な思いを抱いて、三人はランカスターの門をくぐった。

			　デファイアント大山脈への出発点と言われるだけあって、ランカスターの街は松田の予想以上に活気にあふれていた。

			　飛び交う複数の言語、荷物を満載して行きかう人馬。誰もがどこか忙しそうに殺気立っている雰囲気は、マクンバの街にはなかったものである。

			　危険は伴うが利益も大きな山脈越えの販路をもつ商人たちは、どれも一筋縄ではいかない剛の者ばかりであった。

			　そのほとんどは傭兵を雇うか、自前で武装した者ばかりであり、そんな人間が多数存在するランカスターの街が、いささか殺伐としているのは当然のことであった。

			　

			「おおっ？　ずいぶん可愛い女(の)連れてるじゃねえか！」

			　ステラとディアナに目をつけたらしい中年の男が、馴れ馴れしく松田の肩を抱いた。

			　長い赤毛を無造作に後ろで束ねた三十代後半ほどの男で、妙に警戒心を鈍らせる人好きのしそうな男であった。
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			　が、男に抱かれて喜ぶ趣味のない松田は、たちまち鳥肌を立てて、振りほどくようにして距離を取った。

			「な、何をする？」

			「ノリが悪いなあ。商談だよ、商談。あんた、奴(ど)隷(れい)を売りに来たんだろう？」

			「なんでやねん」

			　自分のどこをどう見たら奴(ど)隷(れい)商人に見えるのか、思わずペタペタと顔をまさぐってしまう松田であった。

			　もしかしたら幼気な少女を食い物にする悪人に見えるのだろうか？

			　だとしたら嫌すぎる。

			「違うのか？　でも、それならどうしてエルフが人間の幼女を連れて、こんなところにいる？」

			「ああ、それには深い理由(わけ)があってだな……」

			　なるほど言われてみれば自分がエルフなのを忘れていた。

			　松田がエルフである以上、ステラやディアナと血縁であることはほぼありえない。

			　そんな松田が危険な大山脈を前にした宿場町に幼女を連れているのだ。奴(ど)隷(れい)商人に間違われるのも確かに不思議ではなかった。

			「実は師匠の命令でスキャパフロー王国へ行かなければならないんだ。彼女たちは、これでも銀級探索者だよ」

			　正確には銀級探索者なのはステラだけであるが、実力的にディアナがそれに劣るわけではない。というより条件さえそろえば金級探索者にも勝るであろう。

			「ほえええっ！　驚いた！　人は見かけによらないもんだな！」

			　目を丸くして、男はステラとディアナをまじまじと見つめた。

			　見るものが見れば、ディアナの隠しても隠しきれない秘められた魔力や、ステラの動物的な狩猟能力を察することもできたかもしれない。

			　しかし素人にそれを察しろというのは無理がある。

			　一見したところでは、松田は二十代（といってもエルフの外見年齢はあてにはならないが）そこそこの美青年であり、ステラとディアナは見目麗しい十いくつの美少女であるからだ。

			　エルフの奴(ど)隷(れい)商人というのも聞かぬ話だが、そのほうがよほど納得できるというものであった。

			「こんなちっこい娘が銀級探索者ねえ……」

			　無遠慮な男の視線に、ディアナは不機嫌そうに頬を膨らませた。

			「あまり女性を眺めるのは紳士のふるまいではありませんよ？」

			「こりゃ失礼した」

			　自分が紳士などという人種からはほど遠いことは自覚していたので、悪びれなく男は笑って、ディアナから視線を逸らした。

			「大変興味深いものを見せてもらった。俺の名はアラン・ヴァランタイン、奴(ど)隷(れい)から化粧品まで、金持ちの嗜(し)好(こう)品ならなんでも取りそろえるのが売りの商人だ。ちょうど護衛のなり手を探していたんだが、どうだい？」

			「……いつごろ出発のご予定で？」

			「まだ仕入れに二日はかかるかな？　その気があれば、この先のホテルタイランドまで訪ねてくれればわかるようにしておくぜ？」

			「ありがとうございます。では少々考えさせてください」

			「そうかい、楽しみにしてるぜ？」

			　ニヤリとやり手の商人らしい太い笑みを浮かべ、アランは軽く手を振ると現れたときと同じように人混みへと消えていった。

			　

			「――よろしいのですか？」

			　ディアナは松田があの怪しい男の誘いを断らなかったことに若干の驚きを覚えていた。

			　いつもの松田ならば、口調は柔らかくとも絶対に断っている胡(う)散(さん)臭(くさ)い相手であった。

			「まあ、胡(う)散(さん)臭(くさ)い奴であることは否定しないけどね」

			　平然と少女の奴(ど)隷(れい)を買おうとする男である。しかもディアナとステラを商品扱いしたのだ。到底許せるものではない。

			　だが松田の第六感は、今ここであの男と敵対するのは得策ではないと告げていた。

			　――おそらくはアランは相当やり手の商人であり、その能力に相応しい資金と権力を持っていると考えるべきであろう。

			　一般人と同じような格好をしていても、金持ちと一般人には歴然とした格差が存在することを、松田は経験的に知っている。

			　松田の見るところ、その差は例えばスーツではなく、ハンカチやベルト、靴下や装飾品に現れることが多い。

			　中流以上のサラリーマンともなれば、スーツや靴にはそれなりに気を遣うものだ。

			　特に役職者でお偉いさんと接触する機会を持つ営業職などは、相応に着るものにも金をかけている。

			　だが悲しいかな靴下は格安大衆ブランドの四足千円であったり、ハンカチはデパートで売っている一枚五百円から千円のものだったりというのが現実だった。

			　そんなところにまで潤沢な金を使えというのは、中流サラリーマンには酷というものであろう。

			　松田はアランに、そんな金持ちだけが持つ余裕を感じ取ったのである。

			「あれで悪意はないようでもあるし、俺たちには山越えのノウハウもないわけだしね」

			「なるほど、そういうことですか」

			　デファイアント大山脈は、商人の交易路となるだけあって、決して人(じん)跡(せき)未(み)踏(とう)の秘境ではないが、それなりに遭難者の出る難所でもある。

			　そのうえ山賊たちが襲ってくるため、いくつかの商人が協力して集団で移動するのが一般的であった。

			　松田たちの力を秘匿するのも必要であるが、ディアナやステラを連れて三人だけで山に登って大丈夫かどうかは考える余地がある。松田はそう言っているのだった。

			「まずは腹ごしらえしようか？」

			「わふぅ！　お肉！　お肉がいいです！」

			「私は食べられないですから、なんでも構いませんが……」

			「ゴーレムに味覚と食欲を覚えさせるというのも難題だよなあ」

			「私はこのままで何も不満はありませんよ？」

			「いや、俺が納得できないから却下だ」

			　それこそ可能な限り、松田はディアナを人間に近い存在にするつもりであった。

			　人間に近い人格があるのに食の楽しみを味わえないというのは拷(ごう)問(もん)である。

			　何より松田の歪(ゆが)んだ欲望を埋めるためには、ただの秘宝ではない、限りなく人間に近い仲間が必要なのだから。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ば、馬鹿にして！」

			　頭の先まですっぽりと埋まった落とし穴から這い上がったリノアは、髪にまとわりついた土を不快げに払った。

			「あんな可愛い子を洗脳するなんて、鬼畜の所業だわ！」

			　リノアの脳内ではディアナやステラが望んで松田に従っているという選択肢はないらしい。

			　それにしてもあの男、身体ぴったりの落とし穴に嵌(は)めるとは、いやらしい手を使う。おかげで手を伸ばすことも折り曲げることもできなかったので、脱出に時間を食ってしまった。

			　リノアとしては今すぐ追いかけたいが……。

			「う、う～～～～ん……」

			　リノアを襲った山賊を放置というわけにもいかない。これならいっそ殺しておいてくれれば良かったと思うリノアであった。

			「絶対に逃がさないんだからっ！」

			　可憐な少女を救うためには、いかなる犠牲も厭(いと)わない。

			　この山賊どもを牢にぶちこんだら、必ずやあの怪しい男を見つけ出してみせるという決意を胸に、善意の破壊人たるリノアの暴走が始まろうとしていた。

			　

			　無能な働き者にも内向きと外向きの二種類が存在する。

			　もっとも、無能ぶりを発揮するのは、必ずしも全方向というわけではない。

			　家庭人としては至極まともな男性が、サラリーマンとしては最低であったりするのが、そのよい例であろう。

			　なぜか仕事方面でその威力を発揮するのが、無能な働き者たる所以である。

			　内向きの無能な働き者の最たる例は、部下や同僚の手柄を横取りする人間だ。無能ゆえに成果をあげられないが、行動力だけはある人間が生き残るためには、それしかないとも言える。

			　こうした人間が上司になると、部下にとっては悪夢というほかはない。

			　九割九分まで決まった契約の最後にしゃしゃり出て挨拶だけして、俺のおかげで契約が決まった、松田は客にいいように相手に振り回されているだけだった、と言いきった常務のドヤ顔を、松田は一生忘れることはないだろう。

			　ところが往々にして、下手に逆らうより、手柄を献上してでも上司に引き立ててもらえばよい、と考えるのが社畜である。

			　松田にも、そんな記憶がないわけではなかった。

			　もちろんそれはあくまでも少数で、大概の部下はやる気を失い、結果的に会社の業績は悪化していくものだ。

			　だが、それでもそれは社内で済む話でもある。

			　問題が大きいのは、外向きの無能な働き者だった場合だ。

			　また、無能な働き者の傾向として、自分の非が認められないという点があげられる。

			　注意を受けると、逆に意固地になって指摘された問題を拡大させるのである。

			　松田の会社では、売上を達成するために、時給四百円で給与を払っても赤字になるような激安契約を三千万以上も結んできてドヤ顔をした男がいた。

			　営業ノルマでどやしつけられた翌日の出来事だった。

			　彼らの辞書に「自重」の文字はない。常識ではありえないと思っているところから、さらにニトロを持って歩道を走ってくるのが彼らである。

			　いくらなんでもそんなことはありえない、と甘く見てはいけない。

			「穴掘るの面倒くさいね～～、そうだ！　発破がわりに核兵器で吹き飛ばせば良くね？」で放射能被害を拡散させまくった旧ソ連と同じ、それが無能な働き者の正体であった。

			　――そんな恐ろしい生き物が、筋違いの怒りと方向違いの正義を胸に動き出そうとしている。

			　

			「この街に、少女誘拐犯が紛れ込んでいるわ！　関所を封鎖して、かたっぱしから臨(りん)検(けん)するのよ！」

			「はあああああああああああああああ？」

		

	
		
			　

			第六十九話　宿屋にて

			　

			「どこかお薦(すす)めの宿はあるかい？」

			　市場をめぐり、装備品と食料を調達した松田は、かさばる保存食や水を宝石に変えると、商人にお薦めの宿を尋ねた。

			「お客さん、宝石化が使えるのか。どこか大手の隊商に雇われてるんじゃないのかい？」

			「いや、本業は探索者のほうでね」

			「エルフが女の子連れて探索者ねえ……まあ、詮索はしねえが、せっかく良い能力を持ってるんだから、好条件の隊商を見つけるのをお薦めするよ」

			　買い物をしてもらったこともあるが、露天商の主人は純粋な親切心からそう言った。

			　デファイアント大山脈を小さな子供の足で越えさせるのは、さすがに気がとがめたのである。

			「隊商にも当てはあるが……そんなに山は険しいのかい？」

			「素人には緩やかに見える山道も、実は登ってみればびっくりするほど急なもんよ。足腰にかかる負担も、思うと感じるでは天と地ほども違う。無理はせんことだ」

			「なるほど……」

			　これは本気であのアランの申し出を考えてみてもよいかもしれない。

			　未知のものに対する備えというのは、念入りにしておくに越したことはないのだ。備えが無駄に終わればそれが一番良い。危険に対する安全保障とは、もとよりそういうものであった。

			「お父様、私は大丈夫ですよ？」

			「ステラは山なんかへっちゃらなのです。わふ」

			　もっとも女性陣としては、松田と気兼ねなく接することのできる時間が減ることに、抵抗を感じるらしい。

			　期せずしてディアナとステラは自分が平気であることをアピールするのだった。

			「こんな可愛い娘に山を歩かせたりするんじゃないよ。それが男の甲斐性ってもんだろう……んっ？　お父様？」

			　ディアナの言葉に反応した主人に、慌てて松田は言い訳した。

			「養子だよ、養子！　ちょいと複雑な事情があってね。それより早く宿を教えてくれないか？」

			「お、おう、そうかい。余計なことを聞いちまったね。ほれ、あの路地を右に曲がって三つほど辻を過ぎたところに、人魚の竪(たて)琴(ごと)って宿がある。料理の味と寝心地は保障するぞ？」

			「ありがとう。人魚の竪琴、ね」

			　これ以上ぼろが出ないうちに、と松田たちはそそくさと市場を後にしたのだった。

			　

			　人魚の竪琴は、思ったよりもすぐに見つけられた。

			　青く塗られた屋根は海をイメージしたものだろうか。竪琴の形をした看板には、見事な人魚のレリーフが彫り込まれていた。

			「――三人だが、空いているかい？」

			「いらっしゃいませ。これは可愛らしいお客様ですね。ごいっしょで？」

			　三十代になるかならないかほどの愛想のよい女将が笑顔で出迎えると、間髪おかずディアナとステラは断言した。

			「もちろんです！」

			「ご主人様といっしょです！　わふ」

			「あらあら……」

			　こころなしか女将が松田を見つめる目が冷たくなった気がする。

			　彼女に幼児愛好者の疑惑をかけられていることを察した松田は、わたわたと両手を振った。

			「断っておくが断じて俺は無実だ。信じろください」

			「その言葉が真実であることを祈っておりますわ……バレなければ犯罪じゃありませんものね（ボソッ）」

			「今聞き捨てならないことを言わなかったか？」

			「どうぞこちらへ。お嬢さんたちが小さいから、ダブルベッドで十分ですわね？」

			「スルーかよ！」

			　なかなか豪胆な女将である。

			「夕食は十九時までです。お風呂は二十一時を過ぎたら火を落としますからね」

			「お風呂があるのですか！」

			「お風呂っ！　お風呂っ！　ご主人様！　いっしょに入るです。わふ」

			「……やっぱり、通報したほうがいいのかしら？」

			「天地神明に誓って疚(やま)しいことはしていない！」

			　ステラの「いっしょにお風呂」発言で、女将の視線がさらに冷たく氷のような鋭さを帯びた。

			「女将、お父様を侮辱すると、ただではおきませんよ？」

			「お父様？　……まさか、貴方こんな小さい子にそんなプレイまで！」

			「誰が父娘プレイをさせたと言ったああああああ！」

			　濡れ衣どころか甚(はなは)だしい名誉棄損である。

			「わふぅ……いっしょに入ってくれないですか？」

			「まさかステラとだけ入るとか言いませんよね？　お父様」

			「お、おう……」

			　残念ながら、女将をも上回る二人の重圧に抵抗できる松田ではなかった。

			　いつの世も少数派は忍耐を強いられるのだ。

			　それでもおかげで、女将の疑惑の眼差しが緩和されたのは、怪我の功名というやつであろう。

			「苦労してるんですね……」

			「あんたが俺に苦労させてるんじゃ！」

			　姪のプレゼントを買うためにト○ザらスに連れて行っただけで、翌日社内でペド呼ばわりされた恨みを、松田は決して忘れない。

			　いつだって偏見は松田の敵であった。偏見で得をするのは、ごく一部のイケメンとセレブだけなのである。

			「エルフの貴方に、人間の女の子がお父様とか言ってたら、疑っても仕方ないと思うの」

			「おっしゃる通りですよねっ！」

			　

			　夕食は女将が自ら腕を振るった、素朴だが温かみを感じさせるものであった。

			　特に虹(にじ)鱒(ます)の塩焼きや山菜のお浸し、山芋の煮物は元が日本人な松田の舌をひどく喜ばせた。

			「どんどんおかわりしてくださいね？」

			　本当に良い宿を紹介してもらったものだ、と松田は喉に詰まる勢いで夕食を掻きこんだ。

			　この世界に転生してからというもの、これほど和食に近い味わいを堪能したことはなかった。味噌汁がないのが非常に残念でならない。

			　米はあるのに、味噌がないというのは、どういう異世界仕様であろうか。

			　いつか必ず味噌を錬金してくれる、と松田は心に誓うのであった。

			「――ところで、お嬢ちゃんはさっきからどうして一口も食べないのかしら？」

			　ゴフッ！

			　思わぬ攻撃に松田は口から噴き出すのをかろうじてこらえた。

			　先ほどから沈黙したまま松田とステラの暴食ぶりを見守り続けているディアナを、女将は気づかわし気に見つめていた。

			「ええ、私は食事の必よ……」

			「ここにくる途中で私の目を盗んで買い食いしてたからです！　串焼きを二十本も！」

			「まあ、二十本も……？」

			　小さなディアナにしては食べすぎだと思ってくれたのか。

			　女将は驚いたように目を見張る。楚々とした美少女であるディアナがそんな食いしん坊だったというのも意外だったのかもしれない。

			「私は食事の必要はありません。ゴーレムですから」

			「これはひどい。さすがのステラでも、これよりは空気を読むのです。わふ」

			　柔らかい鳥の蒸し揚げを貪り食っていたステラがドン引きするほどの暴言である。

			「ふふふ……お父様の魔力さえあれば、私は何も必要としません」

			「そうか、ならお風呂も必要ないな」

			「それとこれとは話が別……ふぎゃっ！」

			　脳天に拳を落とされて、ディアナは涙目になって悶絶した。完全な五感を再現できているわけではないが、視覚や聴覚と同様、痛覚もある程度は再現されているのだ。

			　これは松田の力ではなく、００６を生み出した天才ゴルディアス・フッケバインのなせる技であった。

			　がしっ、と女将の細い肩を掴んで松田は哀願するように女将の瞳を凝視した。

			「――察してください」

			　これ以上余計な工作は裏目に出る可能性が高い。

			　判断を相手に委ねてしまう。危険だが効果もある手段であった。なんとなれば人というのは己の目線でしか、ものを見られない生き物であるからである。

			　痛々しそうな松田の表情、あっけらかんと笑うディアナ。そしてディアナを可哀そうな子でも見るような目で見つめるステラ。

			　女将は慈愛に満ちた笑顔で優しく松田の頭を撫でた。

			「――苦労したのね」

			「こんなはずやなかったんや……！　新しい人生はもっと自由で、気ままなもんだと思ってたんや……！」

			「お父様可哀そう……」

			「ディアナ、いっぺん勝手口の外に来い。なのです。わふ」

			　だが幸いなことに、女将は松田の意図を誤解しなかった。

			　厳密には都合よい方向に誤解した。

			「強く生きるんですよ……」

			「私とお父様がいっしょにいる限り最強ですよ？　もう魔人でもどんとこいですね！」

			「うんうん、そうね……」

			　こんな可愛い娘が腕利きの傭兵も真っ青の実力を持っているなど誰が考えるだろうか。当然のように女将はディアナが頭の可哀そうな子であると信じたのだった。

			「でも、言ってくれたらいつでも食べるものを出してあげますからね？」

			「いえ、ですから私は……」

			「ありがとうございます！　女将さん！」

			　ディアナの口を強引にふさいで松田は深々と女将に一礼した。

			「しゃ、釈然としないです……」

			　その後黙り込んでしまったディアナをよそに、松田とステラは再び美食を堪能したのだった。

			　

			「――正座」

			「ど、どうしたのですか？　お父様。もしかして怒ってらっしゃいます？」

			「これが怒らずにいられるかあああああ！」

			「ステラの忍耐力を褒めてほしいのです。わふ」

			「あ、あら？　あら？」

			　ディアナは困惑したように頭を振った。

			　どうも先日に００６と融合してからというもの、どこか性格的に幼くなったように思われる。

			　だがそれでも許されないものは許されない。

			　断固として松田は宣言した。

			「……今日のお風呂はステラとだけ入るから、そこで反省していなさい」

			「そんな殺生なああああああああ！」

			「自業自得なのです。わふ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ちょうど松田とステラがゆっくりと湯船でくつろいでいる頃、関所ではときならぬ騒動が持ち上がっていた。

			「どうして守備隊が関所の審査に手を出すんだ？　越権行為だ！」

			「攫われた二人の幼女を助け出すためよ！　このランカスターの治安に関する限り、守備隊には優先権が認められているわ！」

			「優先権があるから何をやってもいいわけじゃないだろ！」

			「貴方は二人の可愛い子供がどうなっても構わないと言うの？」

			　正論のように見えて、実は理不尽なへ理屈を堂々とまくしたて、リノアは関所で審査を待っている隊商たちの列へと割り込んでいく。

			　彼女にはいささかの疑念も迷いもない。

			　なぜなら自分が正しいと、心から信じているからであった。

		

	
		
			　

			第七十話　対処要領

			　

			「いったいなんなんだ、この騒ぎは？」

			　翌朝、宿を出た松田は、関所のほうから怒声や罵声が飛び交っていることに気づいた。

			　よく見れば、関所に向かって延々と長蛇の列ができている。

			　その先から荒々しい商人たちの抗議の声が響き、女性と思われる金切り声が商人を罵(ば)倒(とう)している様子であった。

			「おい、ちょっと待ちな」

			　怪訝そうに喧(けん)騒(そう)を見つめていた松田を呼び止めたのは、昨日の商人アランである。

			「確か――」

			　松田がそう答える間もなく、アランは松田の腕を掴んで路地裏へと引きずり込む。

			　抵抗することもできたが、物言いたげだったアランの表情を見た松田は、大人しくそのまま引っ張られていった。

			「――リノア、という女に聞き覚えはないか？」

			　真剣そうな表情でアランに問われた松田が眉を顰めて首をひねると、ディアナが囁(ささや)くようにして補足した。

			「お父様、昨日の話の通じない騎士の女ですわ」

			「ああ、あの地雷女か」

			「やっぱりお前らだったか」

			　眉を顰(ひそ)めてアランはピシャリと自分の額を手のひらで叩いた。

			「あんた、騎士に暴力を振るったうえ、幼女を誘拐した犯人にされてるぞ？」

			「誰が幼女誘拐犯だ！」

			「山賊に辱められようとしていたところを、お父様に助けられたのになんてことを！　殲(せん)滅(めつ)しましょうお父様、お命令(リクエストオーダー)を！」

			「殲(せん)滅(めつ)したらいかんでしょ」

			　ごつん、とディアナの頭に拳を落として、松田はアランに頭を下げた。

			「知らせてくれてありがとう。と言っても濡れ衣なんだが、もしかしてこの騒ぎは俺のせいなのか？」

			「ああ、名物女(リノア)がエルフと子供二人連れを探して臨検してるんだが、横暴極まりないうえに見当違いな疑いをかけてくるから収拾がつかなくなってる」

			「なるほど、さすがは地雷だ」

			　自分が正しいと思うと見境のないところに、自主的な改善提案という名のサービス残業を強要する上司を思い出す松田であった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　関所は日ごろの何十倍もの人の群れが喧(けん)騒(そう)を響かせていた。

			　その中心でリノアは鼻息も荒く、バンと大きく馬車の荷台を叩いた。

			「どうしてご禁制のハナハがあるのかしら？」

			「だから輸出する分には構わないんだって何度言ったらわかるんだ！　おい、なんとか言ってくれよ！」

			　商人に促されて、関所の監督官である役人が怒りも露(あら)わにリノアに食ってかかった。

			「この臨検は誘拐犯の捜査のためであったはずだ。これ以上我々の職権に手を出さないでもらおうか」

			「法を犯しているのに、職権もなにもないわ！　それとも賄賂でも受け取っているのではないでしょうね！」

			「そ、そんなことはないっ！」

			　顔を真っ赤にして役人の男は叫んだ。

			　リノアの言葉にまったく身に覚えがないわけではなかったからだ。

			　輸送品のごく一部を付け届けとして渡されるのは厳密には賄賂かもしれないが、古くからの慣例であり、親しい商人とのコミュニケーションのひとつでもあった。

			　そんなお土産程度で役人が検査に手心を加えることなどないし、商人のほうでもそんなことは期待していないだろう。

			　当たり前のこととして世間が見逃していることを、わざわざ意味もなく声を大にして弾劾するのがリノアのような人間であることを、役人の男は経験的に知っていた。

			　建前としては正しいことを言っているから性質が悪い。

			　世の中は建前が通るほうが難しいのだが、それを理解していない、というより、都合よく解釈する人間は意外に多いのだ。

			　例えば道路交通法では歩道を横断する際、自動車は一時停止することとされているが、ガソリンスタンドやファミレスの駐車場に入る際に一時停止している車など皆無であろう。それをわざわざ通報してくる輩(やから)もいる。

			　だがそんな奴に限って建前を本気で信じているわけではない。ただ攻撃する材料として利用しているだけだ。

			　自分だけは安全なところから他人を批判したい人間は、確実にいるのである。

			　役人の男が感じているのはそれとまったく同じではないにせよ、反論の難しい理不尽さに対する怒りであった。

			「ハナハは我が国では禁制でも他国への輸出は禁止されておらん。素人が国法も知らずに出過ぎた真似をするでない！」

			「本当に輸出するかどうかわからないじゃないの！　大方賄賂でももらって、ここで売るのを見逃してるんじゃないの？」

			「貴様……侮辱するか！」

			　激高する役人の男を、リノアは冷ややかな目で嗤(わら)った。

			「何よ……相手になりましょうか？」

			　武力行使をほのめかされて、役人の男は明らかにひるんだ。

			　もとより関所の役人にすぎない彼が、純粋な武装集団である騎士に勝てるはずがなかったし、リノアは困ったことに腕前だけは人並みはずれていたのである。

			　何より実はハナハを少量だけ土産に受け取っていた、という負い目もあった。

			　こんないいがかりで、本当に公に捜査されてはまずい。

			「本当に信用できない人たちばかりね！」

			　誰一人信じていない目でリノアは嗤(わら)う。

			　ただの検査であるならともかく、最初から犯罪者のような扱いをされて面白い人間はいない。

			　それでもかろうじて暴動が起こらずに済んでいるのは、やはりリノアが戦闘の専門職である騎士ということが大きかった。

			　とはいえ、昨日から謂れのない罵(ば)倒(とう)を受けるストレスは限界に達しようとしていた。

			　

			「やれやれ、この街ではいつから守備隊にそこまでの権限が与えられたのだ？」

			　

			　大きく響くその声に、リノアは柳(りゆう)眉(び)を逆立てて視線を向け、そのまま口を開けて絶句した。

			　そこにはリノアが探し求めていた松田が、可愛らしい少女を二人引き連れて、あきれ顔で肩をすくめていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――引き返すというわけにはいかんよな」

			　下手に引き返してマクンバからの追手に捕まるわけにはいかない。

			　今頃は大掛かりな公開捜査が始まっていてもおかしくないので、近づくことすらしたくなかった。

			「殲(せん)滅(めつ)しましょう！」

			「だからいい加減お前は殲(せん)滅(めつ)から離れろ！」

			　ごつんとディアナのつむじに拳を落としておいて松田は考える。

			「……そういえば護衛の勧誘はまだ有効かな？　アランさん」

			「まあ有効といえば有効だけど、さすがにあんたを庇(かば)う心算はないよ？」

			　腕利きとはいえ、見ず知らずの男を庇(かば)うほどアランは慈善家ではない。もちろん損得次第ではいつでも態度を変える心算ではあるが。

			「地雷女が凹むところ、見てみたくないですか？」

			　松田はどこか遠い目をして不気味にくつくつと引き攣れるように嗤(わら)った。

			「ご主人様、また嫌なことを思い出したみたいです。わふ」

			「ステラ、それはわかっても黙っていてあげなさい」

			「うるさいなあ！　お前らっ！」

			　決め顔にダメ出しされるほど切ないことはない。松田はあっけなく恥ずかしそうに顔を伏せた。アランが呆れるほどの緊張感のなさであった。

			「……断っておくが、俺はそれほど大物じゃないぜ？」

			「ですがそれなりに名が知れた商人でしょう？」

			　アランの身なりや情報網は、平凡な商人の範(はん)疇(ちゆう)を大きく超えている。

			　ぱっと見はそれほど裕福には見えない格好をしているだけに、松田がそれを見抜く程度には目端が利くことに、アランは感心の目で見つめた。

			「と言うことは俺の役目は商売仲間の煽動か？」

			　権力のないアランに求めるとすればそれしかない。商人は敵か味方かはともかく顔が広いものであるからだ。

			「ああいう女がいると、商売の邪魔でしょう？」

			　ふっふっふっ、と悪い笑みを浮かべて二人はがっちりとお互いの手を握った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「現れたわね！　この女の敵！」

			　

			　憤然と肩を怒らせ、リノアは視線で斬るかのように松田を睨みつけた。

			　否、睨みつけるだけではなく、そのまま抜刀して松田に向かって突進した。さすがは地雷女である。期待を裏切らない。

			「この国の騎士は他国の使者にいきなり斬りかかる習慣でもあるのか？」

			　土壁によってリノアの突進を軽く弾き返すと松田は傲然と胸を張る。

			　半ば以上演技であるが、リノアに対する牽制として、腰を低くするわけにはいかなかった。

			　下(した)手(て)に出るのが逆効果にしかならない人間というのはいるものなのだ。

			　憎まれっ子世に憚(はばか)ると言うが、理不尽でも声の大きいほうが得をするというのは残念ながら事実であった。

			「何よ！　逆らう気？」

			「そちらこそ何様のつもりだ？　この五槌が一人、ドルロイの一番弟子松(まつ)田(だ)毅(たけし)が恩試のためスキャパフロー国王陛下に拝(はい)謁(えつ)を賜(たまわ)るのを邪魔する権利があるとでもいうのか？」

			　正直、ここで松田の足取りの痕(こん)跡(せき)を残してしまうのは気が進まないのだが、このままでは進めないのだから仕方がない。

			「まさかあの偏屈ドルロイが弟子を……？」

			「五槌だと？　ドワーフの工匠でも並ぶものがないという達人ではないか！」

			「確かに五槌なら、国王陛下に謁見を許された貴族も同然だからな」

			　瞬く間にざわめきは拡大した。

			　もちろんその仕込みはアランの手筈通りだが、それ以上に五槌の名声が高かった。

			　正直なところ手段を誤った、ドルロイの名声を甘く見ていた、と松田が背中で冷や汗をかくほどに、混乱は増幅していった。

			「冗談を言うんじゃないわ！　どこの世界にエルフを弟子にするドワーフがいるのよ！」

			　一般人の常識では、リノアの発言はまったく正しいのだが、ここには生き馬の目を抜く商売人が、検査を待って集まりすぎていた。

			　彼らの情報量は、市(し)井(せい)の一般人とは比較にならない。

			「……いや、マクンバのドルロイ工房にエルフの弟子がいるという話は聞いたことがあるぞ？」

			「そういえばその弟子、ゴーレムを操る探索者もやってなかったか？」

			「ああ、あの偏屈ドルロイが初めて弟子をとったというのは彼か？」

			「するとスキャパフローのドワーフ王に拝謁するというのも……」

			「十分にありえる話だぞ」

			「そんな人にいきなり斬りかかるとか……」

			「これ、もしかして処罰案件なんじゃ？　下手すると外交問題？」

			　どうやら松田という人物は、考えていた以上に重要な人物であるらしい。自分の思惑とは違った方向に事態が動いていることに、リノアは困惑しながらも半ば開き直った。

			　無能な働き者は銃殺にするのが最適解ではある。

			　しかし、この世の中そうそう理想通りになるはずもなく、無能な働き者を排除できないことのほうが多い。

			　そうした場合、松田の経験上、対処方法は二つあった。

			　まずひとつは逃げることであり、もうひとつは権威を利用することだ。いろいろと空気を読まない無能な働き者であるが、自分本位であるがゆえに自分を脅かす権威には従う傾向がある。

			　特に恥を嫌う日本では、権威を利用して満(まん)座(ざ)で恥をかかせるのは有効だ。

			　大抵の場合プライドが高い無能な働き者を萎縮させることができれば、それでもやらかしてしまうとはいえ、被害を許容範囲内に収めることは可能なのである。

			「け、権力と地位で人を好きにできるとは思わないことね！　私は可愛い女の子の味方なのよ！」

			「なんのことかな？」

			「そんな小さな子供を己の欲望でほしいままにしているような鬼畜を放置するわけにはいかないの！」

			「いろいろと誤解があるようだが……」

			　大仰に松田はため息を吐く。

			　上下の立場を理解できない、自分の立場がやばい、という危機感知能力すらない相手には、もうひとつの手段しかなかった。

			「残念だ。この手は使いたくなかった」

			「お父様、ものすごくいい笑顔なのはなぜですか？」

			「人はどうしようもなく哀しいときには笑ってしまうものなのだよ」

			　絶対に嘘だ、と思ったが、ディアナはリノアよりは空気の読める女の子であった（当社比）。

			「この子たちなら、同じ探索者パーティーのメンバーで従者だぞ？　師であるドルロイ様も認めておられるが、何か問題でも？」

			「ふざけないで！　こんな小さい子が探索者のわけないでしょう！」

			「いい加減にしろ。正式な探索者カードを否定する権利など、お前にはない」

			　悔しそうにリノアは唇を噛みしめる。探索者の手続きにまで介入する権限がないことくらいは理解していたからだ。

			「こんな子を戦わせるなんて！　あなたには羞恥心というものがないの？」

			　それでもなお、リノアは屈しなかった。

			　最初から彼女の行動基準は理屈ではなく感情によるものであった。

			　それに根拠もなく、自分の正しさは周囲にわかってもらえるものであると、彼女は疑っていなかった。

			「偉そうに言うけど、この子たちの足元にも及ばない、弱っちいお前では説得力ないね」

			「――なんですってぇ？」

			　松田の言葉は、リノアのもっとも大切な部分を見事に抉(えぐ)った。

			　リノアにとって強さというものは、騎士の家柄に生まれた自分を律する、もっとも大事な拠り所であった。

			　その拠り所を松田に穢(けが)されたと、リノアは感じたのである。

			「お前のように弱い女に、騎士など務まるのか？　ステラにも片手で倒されてしまう程度の雑魚(ざこ)にすぎないお前が」

			「いい度胸だ。騎士に対する侮辱、万死に値する」

			　リノアはキレた。松田がキレるようにしむけたのである。地雷女だけに、ちょろいことこのうえない。

			「ステラ、あの馬鹿に分際というものを教えてやれ」

			「お任せくださいです。わふ」

			　無能な働き者を矯正する最後の手段は、単純に身体に覚えさせることだ。

			　少なからず、松田が生きていた前世の世界でも、軍では命令に対する絶対的な服従を担保するため、過大な訓練が強制される。

			　なんといっても、命令によって人を殺さなければならない。場合によっては死を命じられることすらあるのが軍隊である。

			　旧軍が上官の命令に必ず「はい」と答えさせた（その後で否定するのはよい）のは、伊達ではなかった。

			　白い壁に向かって上官が「あの壁は黒いか？」と尋ねたら「はい、白であります」のように答える。

			　意識が朦(もう)朧(ろう)となるほどひたすらに走らせるのも、運動学的に意味はない。走るのをやめたら鉄拳制裁が待っている。痛い思いをしたくなければ命令を遂行する。それを無意識の領域まで刷りこませるというのが軍隊の訓練の在り方なのだ。

			　さすがに一般社会で大っぴらに体罰を行うことはできないが、嫌がらせのようにキツイ訓練を行うのは不可能ではない。

			　特に松田は職業柄護身術の訓練があるので、素人の身体を虐(いじ)めるのが効果的だと知っていた。

			　武道経験者やアスリートでもない限り、素人は玄人には敵わない。

			　さすがの無能な働き者でも、身体で実感として敵わないと知った人間に逆らうことは難しいのである。

			「あんな鬼畜の命令なんか聞く必要はないのよ？　安心して、手加減はしてあげるから」

			「行くです！　わふ」

			　リノアが無警戒に一歩足を踏み出した瞬間、ステラは一瞬にして五メートル近い距離を潰してリノアのどてっぱらに正拳を叩きこんだ。

			「げふうううっ！」

			　乙女があげてはならない悲鳴をあげてリノアは吹き飛ぶ。

			　かろうじて革鎧(よろい)が衝撃を吸収してくれたが、そうでなければ悶絶で反吐をぶちまけていたのは確実だった。

			　震える足を踏みしめて、リノアは虚勢を張って笑う。

			「な、なかなかやるようだけど、この私を本気で怒らせたわね！」

			「無駄口叩いている余裕があるですか？　わふ」

			「ええっ？」

			　音もなくリノアの足元に忍び寄ったステラはそのまま足払いをかけ、前のめりに倒れそうになるリノアに膝蹴りを叩きこんだ。

			「おろろろろろろろろろろ」

			　今度こそ乙女の尊厳にかかわるやばいものをまき散らして、リノアは腹を抱えて蹲(うずくま)る。

			「ちょ、調子に乗るんじゃ……」

			　――ドゲシ！

			「ま、待って。私はあなたの敵じゃない」

			　――バキバキバキ！

			「お願い。こんなの卑怯よ！」

			　――ゴスッ！

			「や、やめ……」

			　――ビシッ！　ビシッ！

			「もう助けて！　勘弁して！」

			　――（無言で）腹パン！　腹パン！

			「…………」

			「ご主人様、反応がないです。わふ」

			「俺が言っても説得力ないけど、ステラも大概容赦ないな」

			　ぼろ雑巾のようになり、鼻血を流して痙(けい)攣(れん)しているリノアを見ると、同情を禁じ得ない松田であった。

			　しかし、同時に自業自得だとも思っている。

			　家柄が良いことと実力があるために、腫(は)れ物(もの)のように扱われていたリノアであるが、子供にコテンパンにされたとなれば、もはや救いの道はないだろう。

			　騎士が子供に負けたという恥辱は、確実に進退問題になる。

			　というより越権行為で関所を混乱させた罪を合わせれば、本家に監禁、あるいは遠隔地に嫁入りという名の追放の可能性が高かった。

			「――さて、邪魔者もいなくなったことだし、速やかに出国の手続きをお願いしましょうか」

			「いやいやいやいや、見事なもんだね！　こりゃ護衛の心配はいらないみたいだ」

			　機嫌よくアランが松田の肩をバンバンと叩くのと、商人たちから一斉に歓声が上がるのは同時であった。

		

	
		
			　

			第七十一話　放たれた地雷

			　

			　リノアが意識を取り戻したのは、それから三時間ほど後のことであった。

			　ぼろくずのように哀れな姿をさらしていたのに、誰も助けようとしなかったのは、推して知るべし。

			　しかしようやく意識は取り戻したものの、肋骨にひびが入ったのか呼吸をするだけで胸は痛むし、下半身に力が入らず起き上がることもできない。

			　ふらふらと立ち上がったリノアを、侮蔑と嘲(あざけ)りの視線が包む。

			　自業自得というべきか。むしろ彼女の様子はさらし者にされ、これまで迷惑をかけられてきた住民たちの、格好の清涼剤となった。

			　それだけなら問題はなかったのだが、彼女は歴(れつき)とした騎士である。

			　ランカスターの街を守護するべき騎士が、子供にあしらわれたあげくさらし者にされた。それも隠(いん)蔽(ぺい)などできないほど長時間にわたって。

			　それなりの家柄であるがゆえに、こうした不名誉を放置するわけにはいかなかった。

			　リノア以外に子がいない以上、リノアが婿を取って子を産まなければ、ヘイゼルバーン家は断絶する。そう思えばこそ、これまで煙たがりながらもリノアの横暴は見過ごされてきた。

			　しかし、こうして騒動を引き起こしたあげく恥をさらすようでは、誰も擁(よう)護(ご)することは不可能であった。

			　即日リノアは騎士の地位を解任され、実家へと連れ戻された。

			　自分は悪くない、とリノアは必死で抵抗したのだが、怪我で満足に動けない状態では、されるがままである。

			「このヘイゼルバーン家の恥さらしめ。せめて我が家のために男の子を産みなさい」

			「こんなことなら最初から騎士などにするのではなかったわ」

			　

			「冗談じゃないわ！　悪いのはあいつらよ！」

			　唯一の味方であった母親にも見捨てられたリノアは、遠い親類から見(み)繕(つくろ)ってきた男と結婚して子孫を残すため、体のよい軟禁生活を送るはめとなった。

			　普通であれば、不幸な物語であるがあくまでも相対的なものであり、その程度の不幸はどこにでも転がっている。

			　リノアにしても子を産み、女の幸せを手にすることも、本人の努力次第では難しくなかったであろう。

			　だが、ステラに叩きのめされた程度では、リノアの性質を変えるにはいたらなかった。

			　身体に覚えこませる躾(しつけ)ともいうべき方法は、無意識下まで沁みとおるほどの反復が必要なのだ。

			　倒れたら鉄拳や竹刀(しない)が飛び、さらに過酷な訓練という苦痛を与えられる。それを身体が反射的に思い出すからこそ、兵士は限界を超えて戦うことができる。

			　そして上官の命令で敵を殺すということも。

			　半殺しとはいえ、ただの一回で無能な働き者を矯正できるのなら、誰も苦労はしない。

			　松田が本気でリノアを矯正するつもりなら、一か月以上は肉体と精神を極限まで苛め抜かなければならなかったであろうが、そんな暇があるわけもなかった。

			「――私は悪くないわ！　あの男が何か卑怯な手を使ったのよ！」

			　至極当然のように、リノアはそう信じた。

			　自分がステラのような子供に負けるはずがない。ということは、松田が見えないところで邪魔をしたか、あるいはステラは変装した大人であったのだ。

			　そしてそんな手段を使う男が、善良な人間であるはずがない。

			　恐るべき発想の飛躍で、リノアは自分を正当化した。

			「このままでは私は子供を産む道具で一生を終わってしまう。私の器はその程度のものなの？」

			　その程度なのである。

			　劇的で歴史に名を遺(のこ)すような運命を持つ人間が、その辺に転がっているわけがない。

			　夢を持つことは自由だが、そこに客観性が皆無となれば、誰にとっても悲劇しか生まないのである。

			　少なくともリノアにはこのとき、良き母となって人生を再構築するチャンスがあった。

			　日々の食事にさえ苦労する庶民に比べれば、遥かに恵まれた環境にいるということを、リノアは理解できずにいた。

			　自分の正しさを信じるがゆえに、その未来に対する認識も甘くなる。

			　なんとかなる。きっとわかってもらえる。わかってもらえないのは周りが悪い。

			　

			『私はここで朽ち果てるつもりはありません。過去より未来に知(ち)己(き)を求めて旅立ちます』

			　

			　一通の手紙とともにリノアが警護の兵を殴り倒し行方不明となったのは、拘(こう)束(そく)から一週間ほど後のことであった。

			「いやあああああああああああああああ！　あの馬鹿娘があああああ！」

			　やはり殺しておけばよかった。銃殺しておかなければならなかった。

			　母親がそう認識したかどうかはわからない。しかしそれに近い憤怒と絶望を感じたことだけは確実であった。

			　母親は連日、娘にせめてより良い未来を与えるべく、亡き夫の伝手を頼って東(とう)奔(ほん)西(せい)走(そう)して頭を下げまくって、より良い婿を見つけてきたばかりだったのである。

			　表には出せない不肖の娘ではあるが、少しでも幸せな人生を送らせるため、母親は自分のプライドを捨てて懇(こん)願(がん)した。

			　その結果、同じ騎士家から将来性のある青年を婿にもらうことが内定したというのに……恩を仇で返すという言葉があるが、これはそのなかでもとびきりであった。

			　面目と跡継ぎを同時に失ったヘイゼルバーン家は、その後どこともなく引っ越して、その消息は永久にわからなくなったという。

			　

			「……あのくそども……スキャパフロー王国に行くと言ってたわね……」

			　自分を特別扱いして自滅しがちな無能な働き者だが、ごく稀(まれ)に泥水をすすってでも生き残る、ごきぶりのような生命力を発揮する者がいる。

			　リノアはそうした性質の悪い例外であるようであった。

			　誤った方向に対してだけは、非常に勤勉で才能もあるのだから、もはや厄災としか言いようがあるまい。

			　ろくでもない人生を送るのが大半の彼らだが、ギリギリのところでは悪運が強い傾向がある。そのため一度彼らに狙われると、厄災から逃れるのは困難なのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――なんでやねん」

			　怪しい関西人になって松田が頭を抱えたのも無理はない。

			　ステラが意識不明になるまでリノアをしばいたら、なぜか松田がレベルアップしていた。

			　この世界のレベルアップシステムはどうなっているのか、無性に小一時間問い詰めたい松田であった。

			「――お父様？」

			「どうして俺は戦っていないのに、レベルアップするんだ？」

			「正確にはレベルアップは魂(たましい)の器の拡張ですから、戦闘以外でも上がることはありますよ？　もちろん、敵の生命を奪うことが、一番効率がいいのは確かですが」

			「よっぽどあの手のタイプが嫌いだったんだなあ……俺」

			　トラウマになりそうな部下を持ったことはある。

			　クライアントの父親を門前払いにするどころか不審者として通報してしまったり、警護するべき要人を無断撮影から庇(かば)うために突き飛ばしてしまったりした奴が。

			　あいつも自分が悪いとは認めない奴だったなあ。

			「……うっ……胃が……」

			「お腹痛いですか？　ご主人様。わふ」

			「いや、あの手のタイプを叩き潰せるというのは良いことだ」

			　そう考えれば実に良い世界であると言えなくもない。

			　改めて松田はしばらくぶりにレベルアップした自分の能力を確認した。

			　

			　松田毅　性別男　年齢十八歳　レベル５

			　種族　エルフ

			　称号　ゴーレムマスター

			　属性　土

			　スキル　ゴーレムマスター・表（ゴーレムを操る消費魔力が百分の一）　秘宝支配（あらゆる秘宝(アーテイフアクト)を使用可能）　並列思考レベル５（五百体のゴーレムを同時制御することができる）　ゴーレムマスター・裏（土魔法の習得速度三倍の代わりに土魔法以外の魔法が使用できなくなる）　錬金術レベル１（素材なしにの錬金にかかる消費魔力十分の一　錬金位階中級まで）錬金術レベル２（レシピ理解、レシピさえあればなんでも再現できる。ただし性能はワンランク落ちる。位階中級まで）

			　錬金術レベル３（錬金再現、一度見た錬金を理解し再現することができる）

			　錬金術レベル４（使い魔創造　触媒によって使い魔を創造することができる。使い魔の強さは触媒と魔力に依存する）　←今ココ

			　

			「……ゴーレムと違って、使い魔は一応生命体なんだな」

			　メリットとしては、ある程度の自立行動が可能であることと、目立ちにくいことくらいであろうか。

			　魔力がある限り、いくらでも修復できるゴーレムと違い、使い魔は攻撃を受ければ死ぬ。

			　もっともまた創造すればよいだけと言えなくもないが、自立性があり、ちゃんと成長もするので使い捨てにするのも心が痛む。

			　というより、これはもしかするとリアル○ケモ○マスターも目指せるのでは？

			「――使い魔ですって？」

			　形のよい眉を吊り上げてディアナがぐい、と松田の袖(そで)を握りしめた。

			「どうしたディアナ？」

			「使い魔は敵です！　思い出すのも汚らわしい奴らですわ！」

			「ええ……」

			「絢爛たる七つの秘宝(ブリリアント・セブンス・アーテイフアクツ)の私たちをいつまでも新参者扱いして！　戦ったら絶対にこちらの勝ちですのに！」

			「要するに昔の縄張り争いなのね……」

			「乙女には退くことのできない事情があるのです！」

			　憤然とディアナは頬を膨らます。

			　その様子が実に小さな女の子らしくて、松田は思わず噴き出した。やはり精神年齢は外見に依存するのだろうか。
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			「何がおかしいのですか、お父様！」

			「いいじゃないか。今度はディアナが先輩になるのだし」

			　そもそも使い魔はゴーレムと違って消すことができないから、迂(う)闊(かつ)に創造するつもりもない。

			「はっ！　そうよ、今度は私のほうが先輩！　あのとき受けた屈辱の数々を、何倍にもして返してやるわ！」

			「使い魔は無実だからやめろください」

			　くつくつと俯(うつむ)きながら黒い瘴気を発しながら不気味に笑うディアナが過去のわだかまりを捨てるには、まだまだ時間がかかりそうであった。

		

	
		
			　

			第七十二話　デファイアント大山脈を越えて

			　

			「しばらくの間よろしくお願いします」

			　関所で協力してもらった借りを返すため、松田はアランの隊商に護衛として協力することとなった。

			　このところ山賊の動きが活発化しており、護衛戦力の向上は急務であったのだという。

			　いろいろと秘密の多い松田たちではあるが、山越えの経験はないし知識もない。アランに同行させてもらうのも、メリットがないわけではなかった。

			「しっかしこんなこまい嬢ちゃんがなあ……」

			「ステラはこまくないのです！　わふ」

			　鼻息も荒く堂々と胸を張るステラだが、やはり外見はどう見ても子供である。

			「娘より小さな子にそう言われてもなあ……」

			　苦笑して頭を掻く男の名をパリス・ファルデインという。

			　赤毛の短髪で額に大きな傷がある。性格は陽性で無残な傷を気にさせない人好きのする雰囲気を持っていた。

			　探索者あがりの護衛隊長で、アランに専属で雇われてから、もう十年ほどになるという。

			　ちなみに探索者を止めた理由は娘ができたからで、ということは娘の年齢は十歳前後なはずなのだが、あえて突っ込むべきではないだろう。

			　そろそろ四十路に足を突っ込む年齢だが、隆々とした体格と実戦慣れした鋭い眼光は、さすがは元銀級探索者というところであった。

			　もし探索者を続けていれば、とうの昔に金級に昇格していたに違いない。

			　パリスが漂わせる隙のない強者の雰囲気を感じ取った松田は、笑顔ではあるが警戒の度合いをあげた。

			　これほどの手練れを護衛として雇っているのに、さらに松田を雇わなくてはならない理由がわからなかったからだ。

			　アラン商隊の護衛部隊は、パリスを筆頭に八名。

			　みな探索者あがりの精鋭である。迷宮ではなかなか少ない弓士(アーチヤー)がいるのは、商隊の護衛が野外戦闘をメインとするからだろう。

			　全員男所帯なところは、やはり対人戦闘を仕事とするのは女性にはきついからだろうか？

			　そう考えると、松田も人のことはいえないのだが、気の良いように見えてもパリスたちもまた大量殺戮者なのだ。

			　十年となれば、殺した山賊の数も三桁に乗るのは確実である。

			「これでも少ないほうなんだぜ？　アラン様ぐらいの商隊なら、普通は二十から三十人近い護衛がつく」

			「そんなに山賊の規模は大きいのですか？」

			「東で内乱があったせいか、兵隊くずれが入りこんでる。それに元からデファイアント大山脈は一種の治外法権というか、特殊な山人が跋(ばつ)扈(こ)する土地でもあるからな」

			　多いときには、稀(まれ)にではあるが百を超える山人の襲撃がある。大抵の場合は十や二十の山賊がメインであるようだ。

			　そんななかを、金目のものを大量に輸送する商隊が狙われぬはずがない。

			　なるほどアランの護衛部隊は少数精鋭というわけだ。

			「それにしても、あの会(かい)頭(とう)が見込んだんだから、よほど強いんだろうなあんた」

			「会頭というのはアランのことか？」

			「気安く話してはくれるが、やり手の商人で一目置かれている人だよ。それに人を見る目と金の匂いを嗅ぎとる力には定評がある」

			　松田を選んだのは、どちらかというと金の匂いのほうではないかな、と松田は思う。

			　アランの反応を思い出すと、ステラがあそこまで強いことを最初から知っていたとは思えないのである。

			　というか二人の戦闘力を察していたら、出会ったときに奴(ど)隷(れい)と勘違いはしなかっただろう。

			「それで、ご主人様はどれほどの腕なんだい？」

			　からむように上から見下ろしてきたのは護衛隊の剣士でナルガクである。

			　二メートル近い長身で、横幅も広いその体は軽く百キロは超えているに違いない。

			　護衛隊でも最重量の巨(きよ)躯(く)の彼は、常に最前線を務める、いわば特攻隊長のような存在だった。

			　勇気に不足のない彼は、小さなステラに戦わせて自分は戦わなかった松田の態度が気に入らないのである。

			　ナルガクの背後にいる残りの護衛隊からも、鋭い視線が飛んでいた。

			　アランといっしょにステラの戦いを目撃させてしまったのは失敗だったかな、と松田は頭を掻いて苦笑した。

			「私はあまり戦いには向いていなくてねえ」

			「だから嬢ちゃんたちを戦わせてるのか？　とんだ主人もあったもんだな！」

			　自分たちのために腹を立てているとはいえ、松田を罵(ば)倒(とう)されていることに、ステラとディアナは目の色を変えて色めき立った。

			　それを軽く肩を叩いて落ち着かせると、松田はおもむろに呟いた。

			「――召喚(サモン)ゴーレム」

			　光の粒子が瞬時にナルガクを挟み込むようにして巨大なゴーレムを形成する。

			　巨人の部類に入るであろうナルガクを優に上回る二メートル半の身長で、全身をドルロイ譲りの魔法銀(ミスリル)が覆っていた。

			　両手には禍(まが)々(まが)しい魔力が付与された戦斧が握られている。

			　ナルガクの持つ大盾でも防ぎきることは難しそうである。まともに食らえば身体が半分に千切れる程度では済むまい。

			「――二体同時召喚だとっ？」

			　護衛隊の魔法士――ケテルは驚愕に目を見開いた。

			　ゴーレムを維持する魔力消費量が半端ではないことを彼は知っている。

			　ほとんどの土魔法士はゴーレムを一体操ることすら難しいということも。

			　人並み外れた魔力量と稀有な操作力は、さすがはエルフと言うべきか。

			　自らの腕には絶対の自信があるナルガクも、ゴーレムの威容にはこめかみから冷たい汗が流れるのを抑えることができなかった。

			　彼とて決して自殺志願者ではない。勝てない相手に喧嘩を売る愚か者ではないのだ。

			　彼我の力関係を見極められない人間は、護衛隊として長生きはできない。

			「……こいつは驚いた。疑って悪かったよ」

			　悪びれずに頭を下げるナルガクに、松田も笑ってゴーレムを送還した。

			「及ばずながらお力になります」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　デファイアント大山脈は三千メートル級の山々の連なる神々の嶺である。

			　最高峰はフェーリー山の約四千六百メートルであるが、当然なかには二千メートルを下回る山もないわけではない。

			　リュッツォー王国からスキャパフロー王国へのルートは、そんな比較的標高の小さい山、ハルナ山を越えるものである。

			　それでも標高は千九百メートル近く、急斜面やすれ違いのできない細い道が続く。

			　一歩間違えれば死を免(まぬが)れない断崖絶壁がいたるところにあり、高所恐怖症だったらアウトだったと思う松田であった。

			　ぼんやりと木立を眺めながら、ぽつりと松田は呟いた。

			「――襲ってきませんね」

			「ほう、気づいていたか」

			「まあ、それなりに」

			　実のところはディアナが探知魔法を使っていただけなのだが、ステラも鋭い嗅覚で山賊の接近を感知していた。

			　二人の視線を追っていれば、どの程度の敵が接近しているのかは想像がつく。

			　先ほどから複数の気配が何度も商隊に接近しては離れていった。

			「どうやらみなさんはよほど恐れられているようですね」

			「はっはっはっ！　よくわかってるじゃないか！」

			　パリスは肩を揺らして豪快に笑った。

			　先ほどから山賊が接近しては離れていくのは、相手がアランの商隊であることに気づいたからである。

			　アランの商隊では赤い血の色の羊の旗が荷馬車のひとつひとつに掲げられていた。

			　松田は知らぬことだが、その旗は山賊たちの間で皆殺しの赤羊と忌み嫌われているのである。

			　こと対人戦に限り、パリスたちの戦闘力は恐ろしく強い。

			　並みの山賊では何十人いても相手にもならないどころか、ただの獲物でしかないのである。

			　

			「さあ、首狩り競争といくか！」

			「二十年もののナジェーナを一本でどうだ？」

			「俺はとっておきのワインを賭けるぜ！」

			「とりあえず斬首だあ！」

			　

			「「「「ひゃっはああああああ！」」」」

			　

			　そんな調子で「首おいてけ」された山賊の数は、ここ十年で千人はくだらないと噂されていた。

			　山賊の間では、さらに尾ひれがついて三千とも四千とも言われている。

			　羊の旗を見た彼らが慌てて逃げ去るのは当然の防衛行動といえよう。

			　これは案外楽をできるかもしれないな、と松田はほっと胸を撫でおろした。

			（……でもこれ、俺たちいらんよな）

			　パリスたちが見かけ以上に腕が立つのは、こうして眺めているだけでも明らかだ。

			　にぎやかに軽口を叩いてはいるが、弓士の視線は的確に敵の気配を捉えており、魔法士は油断なくいつでも防御結界を発動できるように身構えている。

			　迷宮で魔物を相手にする探索者にはない、どこか生々しい迫力に、松田は居心地の悪さを覚えていた。

			「……お父様」

			「ご主人様、今度は逃げないのです。わふ」

			　いつの間にかステラとディアナが松田の袖口を引いて見つめている。今度の山賊は逃げないって、まさか戦うつもりか？

			「ああ、やっぱりか。ちょいと騒がしくなるぜ？」

			　ディアナとステラの反応に、パリスはやれやれと重い腰をあげて、左手で尻についた埃を払った。

			　そしてぐるりと首を回すと仲間たちに向かって右手を振り上げて怒鳴る。

			「おい、てめーら！　出番だぞ！」

			「ようやくかよ。待ちくたびれたぜ」

			「油断しないでください。連中、割と本気ですよ？」

			　探査魔法を使った魔法士が、多少の緊張を滲ませた声で言う。

			　あれほど余裕を持っていたパリスたちが、にわかに警戒の度合いをあげたことに、松田は戸惑いを感じて尋ねる。

			「やばい相手なんですか？」

			「このあたりの縄張りは、もう山賊のもんじゃなくてな。できれば見逃してくれんかと思っていたが……」

			　運が悪かった。

			　今年は冷え込みが早くて奴らの冬ごもりも早まったということなのだろう。

			「――奴らは山人だ。言葉も通じない異種族みたいなもんさ。甘くみると火傷(やけど)するぜ？」

		

	
		
			　

			第七十三話　山人の襲撃

			　

			　松田の知る言語には訳しがたい雄たけびがあがる。

			　言葉の意味はわからなくとも、それが決して友好的なものでないのは明らかであった。

			　人数も百人は下らない。

			　まともな商隊であれば、交戦を諦めて身一つで逃げ出してもおかしくない数である。

			　だがアランの商隊の面々に浮かぶ表情は、むしろ歓喜のそれであった。

			（……戦闘狂かよ）

			　少なからず戦闘を好む人間でなければ、こんな商売をやっているわけはないか。

			　松田は一人で勝手に納得すると静かに詠(えい)唱(しよう)を始めた。

			「――召喚(サモン)ゴーレム」

			　二体の大盾持ち騎士ゴーレムを召喚する。

			　戦闘狂がいるのなら、攻撃は任せて防御に徹するのがいいだろう。

			　現にパリスやナルガクのような前衛戦士は、今にも飛び出したい衝動をかろうじて抑えているという様子であった。

			「――マツダさん、ゴーレムを召喚して魔法が使えますか？」

			　心配そうに尋ねてきたのは魔法士のケテルである。

			　護衛隊ではただ一人の魔法士で、脳筋集団っぽい護衛隊のなかでは数少ない知的な容姿をしている。

			　金髪碧(へき)眼(がん)でやや吊り目がちだが、全体的には温和な雰囲気を漂わせているので、松田としても話しやすい相手だった。

			「土魔法なら問題ありません」

			「……すごい魔力量ですね。二体もゴーレムを召喚してまだそんな余力が……」

			　人間の魔法士なら一体の維持ですら困難。

			　さすがはエルフと言うべきなのか、それとも松田が規格外なのか。

			「助かりますよ。この護衛隊では、私の他に魔法支援がいませんので」

			　と、同時にブンと空気の震える音がして、荷台の上から光の軌跡が流れて山人の額に突き立った。

			「……無駄口を叩いている暇はないぞ」

			　不愛想な弓士のロビンが目線を合わそうともせず、次の矢を放つ。それにしても弓士で名がロビンとはお似合いすぎる。

			「さて、私たちも働くとしますか」

			「そうですね」

			　後方から矢と魔法が飛ぶまでもなく、パリスたち六人の前衛は突撃した。

			「うおおおおっしゃあああああ！」

			　後衛の防御は松田のゴーレムがいれば大丈夫、と自分たちに都合よく解釈したのである。

			　地味な守備よりも、敵を蹂(じゆう)躙(りん)することに悦びを感じる人種らしい判断であった。

			「行きます！　わふ」

			「お父様に逆らう愚か者、一人たりとも生かして帰しません」

			　そしてステラもパリスを追い越す勢いで突撃し、ディアナはそれを支援するべく、大量の氷槍を射出する。

			　何かと張り合う二人だが、実に息の合った連携であった。いつの間にか互いの呼吸を知る仲にはなっていたらしい。
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			　山人のリーダーらしき男が荒々しく何かを叫んだ。

			　その瞬間、ディアナの魔法が見えない壁に弾かれたかのように無効化される。松田とケテルの魔法も同様であった。

			「……まずい。敵に精霊士がいますね」

			「もしかして無効化(あれ)はその精霊士が？」

			「ええ、土地の精霊と契約するものらしいのですが、その土地で戦う場合に限り、ああして魔法を無効化してくる厄(やつ)介(かい)な相手ですよ」

			　拠点特化すぎて探索者の間では聞いたことのない職種である。

			　契約した土地を出てしまえばほぼ無害になるので、一気に通り抜けてしまうのが上策なのだが、山人もさるもの。数で進路を完全に塞いでいた。

			「面白え！　俺と勝負だ！」

			「待て！　俺にやらせろ！　リーダー命令だぞ！」

			「臨機応変、先手必勝ってやつさ！」

			　ダッシュ力でわずかにパリスを上回ったナルガクが山人のリーダーに斬りかかる。

			　ともに二メートル近い巨体と百キロを軽く上回る重量の肉体を持つ前衛戦士である――が、激しいつばぜり合いの力比べは山人のリーダーに軍配があがった。

			　振り下ろした剣を力で弾かれたナルガクは、踏鞴(たたら)を踏んで後方に飛びずさった。

			「ちっ！　やるじゃねえか！」

			　正直、力負けしたのはまだ若き日、探索者であった頃以来のことである。

			　悔しさに顔を歪(ゆが)ませるナルガクを尻目に、今度はパリスが気炎をあげて打ちかかった。

			「ナルガクを力負けさせるとはやるじゃねえか！」

			　剣と剣がぶつかりあった瞬間、パリスは背筋に冷たいものが走るのを感じた。

			　それは実戦に継ぐ実戦を生き抜いてきた戦士が感じる本能のようなものであった。

			（この男――強い！）

			　戦士であると同時に指揮官でもあるパリスは、すぐさま味方の不利を直感した。

			　護衛隊の最大戦力である自分とナルガクが、山人のリーダーを抑えるのにかかりきりになってしまっている。

			　魔法は無効化されていて、実質魔法士が戦力にならない。

			　こうなると松田のゴーレムがいてくれることが、本当に心強かった。

			　残る四人の前衛だけでは、百人を超える山人を商隊に近づけず守ることは至難の業であっただろう。

			「があああああああっ！」

			　何か怒鳴っているようにしか聞こえない雄たけびなのに、山人たちは整然と隊伍を整え、護衛隊を牽(けん)制(せい)する部隊と商隊攻撃の部隊とに分かれた。

			　思った以上に統制が取れている。その統率は山賊の比ではない。

			「ど、どうしよう……やばいかも」

			　魔法を封じられたことで弱気になったケテルが不安そうに後ずさった。

			「心配しなくても近づけやしないよ」

			　そういえば、どうしてゴーレムは無効化されないのだろう？

			　そんな疑問が顔に出たのか、ケテルはおかしそうに解説してくれた。

			「ゴーレムは魔力で術者と繋がっていますからね。だから放出系の魔法じゃなくて、例えば自分の剣に魔力付与するのは無効化されないんです」

			「……なるほど」

			「そんなすごいゴーレムを操るのに、意外と基本的なことを知らないんですね」

			　実はど素人ですから、とは言えずに松田は曖(あい)昧(まい)に苦笑するに留めた。

			「悠長に解説している場合か？」

			　不機嫌そうなロビンの言葉に視線をあげれば、左手に盾を掲げた山人たちの一団が恐るべき速さで迫りつつあった。

			「あわわわ……」

			　ケテルがペタンと尻から崩れ落ちる。

			　ロビンは速射で雨あられのように矢を浴びせかけるが、急所を守った山人の突進を防ぐには至らない。

			「くっ……」

			　無表情なロビンにも遂に焦燥の色が浮かび始めると、松田はさらなるゴーレムの召喚を考えざるを得なかった。

			（できればやりたくないんだよな……）

			　この戦闘をアランは間違いなく見ているであろうし、あの抜け目のない男が松田の真の能力を知って利用しないはずがない。

			　最悪十体ほど召喚して急場をしのごうかと松田が考えていると、白銀の閃(せん)光(こう)が山人の列をなぎ倒した。

			「白牙の猛進(ホワイトフアング・チヤージ)です！　わふ」

			「馬鹿！　気を抜くな！」

			　どうだ、と言わんばかりに松田を振り返って胸を張るステラを、後方から精霊士の魔法攻撃が襲う。

			　完全に背を向けていたステラは、一瞬反応が遅れた。

			「――錬金！　岩壁(ロツクウオール)！」

			　魔力が繋がっていればいいのなら、物質化のために魔力を供給し続ける錬金も無効化されないはずだ。

			　松田の予想は当たっていた。

			　たちまち出現した巨大な岩が壁となって、ステラを狙っていた炎の矢をその質量で完全に受け止めた。

			　二体のゴーレムたちも巨大な戦槌を振るって、統率を乱した山人の集団を物理的に叩き潰していく。

			　哀れにも正面から戦槌を食らった山人は、肉塊とも言えぬ赤黒い染みを大地に刻印して永久にこの地上から消失した。

			「ぐおおおおおおおおおっ！」

			　再び山人のリーダーからの指示が飛ぶ。

			　いや、本当に指示なのかどうかは、叫んでるだけにしか聞こえないのでわからないのだが。

			「ちっ！　指揮する余裕ありますってかぁ？」

			「熱くなるな！　こいつを倒さんとじり貧だぞ！」

			「わかってる！」

			　一旦は押し戻したと思われたものの、さらに五十ほどの援軍がやってきて、戦況はむしろ悪化していた。

			　なんと言ってもあちらの土俵で戦っているのと、魔法が無効化されているのが痛い。

			（……お父様）

			（なんだ？　ディアナ）

			　自分の声で話せるようになってからはほとんどなかったディアナからの念話に、松田は内心で緊張する。

			（……あのパリスという人、魔剣の力を使っていません）

			（なるほど、そういうことか）

			　あえて苦戦を装うことで、隠している松田の力の引き出しを探っているのだろう。

			　本気でやばくなればいつでも山人のリーダーを倒せるという自信がなければ、到底できることではない。

			　そうだとすると、パリスの技量はもう一ランク上に考えておく必要がある。

			（まったく、油断も隙もありゃしない……）

			　ドルロイの弟子でドワーフの国王に面会できるだけでも松田という存在は貴重だが、アランの商人としての嗅覚はもっと金になる匂いを嗅ぎつけたのか。

			　儲ける機会を逃さない飽くなき執念に関しては、松田も心当たりがあるだけに他人事とは思えないのであった。

			　営業ノルマを達成したにもかかわらず、目の色を変えて新たな契約を追い求める同期の友人がいた。

			　数字でしか達成感や人事評価を得られないという環境は存在する。

			　その競争を勝ち抜いた人間が出世していくのを松田は否定する気はないが、自分はそんな生き方はしたくないと思う。

			　ただひとつわかっているのは、彼らの数字に対する執着は平凡な庶民の常識を甚(はなは)だしく逸脱しているということだ。

			　儲けに目がくらめば現場にどんな無茶も押しつけてくるのが彼らである。

			　それでどれほど理不尽な苦労を強いられたことか。

			　思わず過去の黒歴史に行き場のない怒りを感じてしまった松田であったが、同時に扱いやすいとも感じていた。

			　基本的に彼らは儲けさせてくれる取引相手を怒らせるようなことはしない。

			（あるいは高く売りつけるという手もありか）

			　そんなことを松田が考えていたのもつかの間、すでにノリノリのステラが松田に良いところを見せようと咆(ほう)哮(こう)した。

			　

			「――銀狼の乱舞(シルバーウルフ・ダンス)」

			　

			　松田と時を同じくしてレベルアップしたステラの新たなスキルであった。

			　その瞬間、パリスが軽く目を見張ったことに、ステラも松田も気づかずにいた。

		

	
		
			　

			第七十四話　ステラ無双

			　

			　獣が飛びかかる前のような前傾姿勢から、ステラは新たに現れた山人の群れへと飛んだ。

			「ぐふぉ？」

			　そのあまりの速さに、何が起こったのかわからぬままに山人の首が飛ぶ。

			　もともとステラの速さは素人には反応すらできないほどだった。が、今や長年の実戦に鍛えられた玄人でも反応できない。

			（――これほどか！）

			　思わずパリスが唸ってしまうほど、ステラの動きは速すぎた。

			　それはもはや山人の兵士とはいえ、一般兵に敵うようなものではなかった。

			「わふわふわふわふ！」

			　解放された圧倒的な暴力を楽しむように、縦横無尽にステラは飛び回る。

			　松田もかろうじてステラが着地した瞬間を確認できる程度で、空中を紫電の速さで飛び回る彼女をまったく捉えることができない。

			　あっという間に十人近い輩(やから)を殺され、山人の集団は恐慌状態に陥った。

			　無理もない。彼らが王国正規軍であったとしても、今のステラはまともに戦闘することさえできないであろう。

			「わおおおおおおおおん！」

			　山人のリーダーの雄たけびを合図に、山人たちは負傷者を収容し、まるで溶けるように森の中へと消えた。

			　それでも数十を超える無残な遺体が残された。

			「――ほう！　ほう！　ほう！」

			　山人のリーダーが何かステラに向かって言っている。

			　意味はわからないが、おそらくは覚えていろ、とか定番の台詞を吐いているに違いない。

			　それにしても、パリスは最後まで本気を出さないつもりか。

			　倒そうと思えば倒せたであろうに、そのままパリスとナルガクは、山人のリーダーが逃げるのを無理に追おうとはしなかった。

			　

			「――被害は？」

			　剣を鞘(さや)に納めたパリスは油断なく周囲を探りながらロビンに尋ねた。

			「傷ひとつない。エルフの旦那がいてくれて助かったぜ」

			　ロビンの言葉に相変わらず座ったままだったケテルがうんうん、と無言で頷く。

			　それは嘘偽らざるロビンの本音であった。

			　ケテルが早々に使い物にならなくなったこともあって、商隊の守備を一手に引き受けていたロビンの負担を軽減してくれたのは、間違いなく松田のゴーレムであった。

			　この巨体を生かした防御力があればこそ、商隊は被害を出さずに済んだのである。

			　もちろん敵をなぎ倒したステラの活躍も特筆に値するのは言うまでもない。

			　少数精鋭で腕には絶対の自信があった護衛隊としては、まさに面目丸つぶれというところであった。

			「さすがはアラン様。人を見る目がある、ということかな」

			　太々しく渋い笑みを浮かべて、パリスは親し気に松田の肩を叩いた。

			「おかげで助かったよ。さすがにこの規模の襲撃はうちも初めての経験だったんでね」

			　よく言うよ、この狸が、とは言わずに松田は肩を竦めて苦笑するに留めた。

			「ご主人様！　ステラ頑張ったです！　わふ」

			　高速戦闘のため返り血から免れたのか、ほとんど衣服を汚さぬままのステラが松田の腰に抱き着いた。

			「すごかったぞステラ。よく頑張ったな」

			「ご主人様のためならお任せなのです！　わふぅぅ」

			　頭を撫でられるとご満悦の表情で、ステラは目を閉じて松田の腰に額を擦りつけた。

			「嬢ちゃんも見直したぜ。あの地雷(リノア)と戦ったときから、かなりできると思ってはいたが……」

			　あの戦闘力とスキルはパリスの想像を超えていた。

			　それも無理はない。

			　パリスの想像が正しければあのスキルは――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「素晴らしい！　実に見事だね！」

			　アランは松田の力量を手放しで褒めたたえた。

			「これで今回は商品の損耗を考えなくて済みそうだよ」

			「いつもはどのくらいの損害が出るんですか？」

			「一概には言えないが、今日ほどの戦闘を考えるなら二割程度は覚悟しなくてはならないだろうね」

			　全滅ではなく二割、ね。

			　おそらくは商品の被害を回避できて、思わず本音が零れたのだろう。

			　パリスが実力を隠したままだと、松田がいない場合、全滅していてもおかしくはなかった。

			　逆にいえば、パリスが本気を出しても二割の損害を覚悟しなければならないほどの強敵であったということか。

			　いや、それすらもミスディレクションで、パリスの実力を低く見させるつもりなのかもしれないな。

			　あえて隙を見せて相手の油断を誘うのは、営業の常(じよう)套(とう)手段であるからだ。

			「今上司に許可を取りますので」と目の前で上司に電話をかけ、必死に嘆願する小芝居や、客の目の前で電話をかけさせ、「忙しいから」と依頼を断る小芝居を、松田は日常的に見てきた。

			　見積もりでも、一段底ではなく、二段底、三段底にしておくのは当たり前であり、それが当たり前でないなら、もはや社畜ではない。

			（――て、いかん。また昔の癖が）

			　アランが信頼できるかどうかは別として、常に相手の裏を読む癖は、あまり褒められたものではないな、と松田は苦笑した。

			「できればこのままずっとうちの商隊の護衛をお願いしたいものだね」

			「残念ながら師匠との約束があるのでね」

			「そうかい？　でも師匠との約束が果たされたら、いつでも声をかけておくれ」

			「機会があればそうさせてもらうよ」

			　その機会は永久にないだろうが、そう答えておくのは礼儀のようなものだ。行けたら行くよと言われて、相手が来たためしがないのといっしょである。

			「まあ、お前らなら探索者としてすぐに金級に上がれるだろうけどな」

			　パリスは松田とステラを本心からそう評価していた。

			　これほどの探索者は自分が現役であった頃もそう出会った覚えはない。下手をすると同僚の金級よりも手ごわいかもしれなかった。

			「ではとっとと山人の縄張りを抜けてしまおう。ここさえ抜ければそれほどの危険はもうないからね」

			　アランに促されて、一行は慌ただしく山人の縄張りを駆け抜けていった。

			　幸いなことに、その後、山人からの襲撃はなかった。

			　

			「本日の勇者に乾杯！」

			「い、いいんですか？　まだ奴らの襲撃があるんじゃ？」

			　見晴らしのよい山頂からやや下った窪地で、野営の準備を始めた商隊はささやかながら宴席を用意した。

			　山人の撃退にアランが奮発してくれたということらしい。

			　とはいえ、まだ山越えの途中での宴席というのはやりすぎではないか？

			　松田の困惑をよそに、ナルガクはすでにひと際大きなマイカップで豪快にエールを喉に流し込んでいる。

			「こらっ！　ナルガク！　みんなの準備ができるまで待ちなさい！」

			「へっへっ！　不(ふ)寝(しん)番(ばん)にならずに済んで、こんなにめでてえことはねえ……」

			　ケテルの叱責もどこ吹く風、ナルガクは早くも二杯目を注ぎ始める。

			「こりゃいかん！　ナルガクに飲み干される前に我々も飲むぞ！　不寝番の者には悪いがつかの間の祝いだ！」

			「おおおおおおおおおおっ！」

			　護衛隊は三人が不寝番として、残り五人は宴席に参加するようであった。

			　その他にも商隊の御者や手代など、非戦闘員数十人が明るい笑みを浮かべてはしゃいでいる。

			　彼らもあれほどの数の山人の襲撃には、心底肝を冷やしていたのだ。

			　戦いに敗れたときの非戦闘員は悲惨である。街と違ってこの山中で一度捕まれば、まず救出は期待できない。

			　アランは決して無情な雇い主ではないが、捕まった使用人のために救出隊を編成するほどおひとよしではないのである。

			　また重傷を負った場合、商隊に治癒魔法を使える者がいないと、山を下りるまで治療を受けられないことになる。

			　即死するだけでなく、重傷を負っても、捕虜となっても、死とほとんど変わらないという過酷な現実を、彼らはよく承知していた。

			　だからこそこうして誰一人欠けることなく危機を免れたことがうれしいのだ。

			「乾杯！」

			「乾杯！」

			「乾杯！」

			　そこかしこで木製のカップをぶつけ合う鈍い音が響いた。

			「さあ本日の勇者(ヒーロー)もぐっといこうか！」

			　パリスは陽気に笑うとその野太い腕でがっしりと松田の肩を抱いた。

			　手の中には松田の分のエールが握られている。

			　背後にケテルとロビンの気配を感じた松田は、これがすでに予定されていた罠(わな)であることを察した。

			　――すなわち、出る杭は打たれる飲み会Ｖｅｒ！

			　たまたまゴルフコンペでホールインワンを出したとき、松田では杯を断ることのできないお偉いさんから次々と嫌がらせのように飲まされたことを彼は覚えていた。

			　活躍した人間にお祝いといいつつ、潰れるまで飲ませるアルコールハラスメント！

			　場の空気を読む日本人にこの罠(わな)を突破する術はない。

			　しかし社畜人生数十年に及ぶ数々の理不尽を耐え抜いてきた松田に隙はなかった。

			「いただきますっ！」

			　味わおうとしてはいけない。喉に流し込むようにして一気にエールを呷(あお)る。意図的にテンションを上げて酔っているフリをするのである。

			　基本的にコミュニケーションが取れなくなるほど酔った人間に酒を勧める人間はいない。

			　後は、いかに無理なくそれを演じられる状態に自分を持っていくかということだ。

			　次から次に差し出されるカップを飲み干し、喉を焼くアルコールの感覚がゆっくりと心地良く酔いを広げるのを自覚する。

			　ここで気を抜くと、酔うのを演じる余裕がなくなるので要注意だ。

			　あくまでも場を乱さぬ制御された醜態だからこそ、社畜の醜態は笑って許されるのである。

			　本気で記憶がなくなるほど飲んで暴れる奴に、社畜は務まらない。

			（――俺ってやつぁ、いったいどこまで……）

			　魂(たましい)にまでこびりついた社畜の残(ざん)滓(し)に思わず心で涙する松田であった。

			　

			　したたか酔った松田は二十以上の杯を飲み干したところで呂(ろ)律(れつ)が怪しくなり、ほどなくして眠りに落ちた。

			　果実酒を与えられていたステラはそれよりも早くすやすやと眠っている。

			　宴席の主役である二人が寝込むと、三々五々宴は終了し、各々もまた眠りについた。

			　ただ一人ディアナだけは一滴も酒を飲んでいなかったが、松田とともにテントに入るとすぐに寝息を立て始めた。

			　戦いの疲れもあっただろう。たちまち商隊の面々は、野営とは思えぬほどに深い深い眠りに落ちていった。

			　

			「――あれほど飲ませて起きるとは思えんが……」

			「念には念を、だよ。貴方もあの力を見たでしょう？」

			「ああ、ありゃ正直まともに戦うのは骨だぜ」

			　それでもパリスは骨だとは言っても勝てないとは言わなかった。

			　その静かな自負をアランは頼もしく思う。パリスの実力と本性を知るからこそ、アランは彼を部下にしたのだ。

			「……それにしても、あの娘が人狼ってのは本当なのか？」

			「以前ちょいと戦ったことがあってな。仲間を見殺しにして逃げるしかなかった。俺がだぜ？」

			「そりゃいったいどんな化け物だよ……」

			「ま、あの娘(ステラ)はそいつの足元にも及ばんがな」

			　そう話しながらもアランとその護衛隊の人間は、慣れた手つきで魔様紋の刻まれたマスクを口に装着した。

			「無味無臭、本来なら王侯貴族を相手に使うようなとっておきなんだがな」

			「人狼を捕獲するためにはやむを得ないよ」

			　アランが用意したのは睡夢の魔香、そのなかでもとびきりの逸品であった。

			　要人の誘拐や暗殺のための切り札として取っておいたもので、そんなものを持っているアラン自身も後ろ暗い闇を持っていることを窺わせた。

			「――これで朝まで腹を切り裂かれても起きやしねえ」

			　これまで何度も実際に使用してきたパリスには、その確信があった。

			　強力無比にして無味無臭の魔香は、どれほど強い剣士も魔法士も抵抗することができない。それこそ伝説級(レジエンド)の探索者ですら。

			　ましてあれほど泥酔していた松田が抵抗できる可能性は限りなく低かった。

			　ステラにいたっては最初から問題にもされていない。

			「悪く思うなよ？　人狼なんてお宝を連れてるお前が悪い」

			　それでもパリスは油断なくテントの中を窺う。

			　思った通り、松田もステラもぐっすりと夢の中で身じろぎ一つしなかった。が――。

			　

			「残念でしたね。生憎(あいにく)私はお父様と違って呼吸も食事も必要としない者。酒も毒も私には効きません」

			　

			　ただひとつの誤算は、ディアナが意地の悪そうな笑みを浮かべてこちらを見つめていたということであった。

		

	
		
			　

			第七十五話　彼女は終末の杖(アポカリプス・コーン)

			　

			「――どうして……」

			　アランが思わず呟いたのも無理はない。

			　最初から状態異常の防御結界を張り巡らせた王宮ならともかく、こんな山深い場所のテントで睡夢の魔香が通じないなど夢にも思わなかったからだ。

			　あれはこうした非常時のための切り札で、少なくない、いや、かなり大きな金額を積んで手に入れたものなのである。

			　商人としてアランが納得いかなかったのも当然であった。

			「簡単なことですわ。私が呼吸をしていなかったからです」

			「そんな馬鹿な話があるかっ！」

			　納得がいかずに怒鳴りつけるアランをパリスは無言で護衛隊の後ろへと下がらせた。

			　今、問題なのはそんなことではない。

			「その様子じゃ用件はわかっているようだな」

			「はい。ステラが人狼であると知って捕えようとしたのでしょう？　参考までに聞きますが、どうしてわかりました？」

			「俺はとある場所で人狼と戦ったことがあってな。そこであのスキルを見たことがある」

			「ああ、なるほど。それは迂(う)闊(かつ)でしたね」

			　うんうん、と小さな顔を上下させるディアナは、事の深刻さを理解していないように思われた。

			　あるいはもう敵わぬものと諦めているのだろうか。

			「そんなわけで大人しく捕まってもらえるか？　嬢ちゃんもその歳で魔法が使えるなら、良いご主人に会えるかもしれん」

			「――主人？　主人ですって？」

			　ピクリとディアナは形の良い眉を跳ね上げた。

			　はっきりと怒気の混じったディアナの表情に、油断なくパリスは身構える。

			「あんまり馬鹿な真似はお薦めしないな。そっちがヤル気なら手荒いことになる」

			　ディアナが優秀な魔法士であることは昼間の戦闘でわかっていた。

			　パリスの優秀な装備をもってしても魔法の直撃を受ければ無傷というわけにはいかないだろう。

			　魔法耐久力の少ないナルガクあたりが食らったら……まあ、あの体力なら死にはしないだろうが被害は甚大だ。

			　甘く見て油断するなど思いもよらない。

			「ええ、もちろん手荒いことになりますとも。これが手荒いことにしないでいられるでしょうか？　否(ノー)！　ありえません！」

			　ディアナは戦う気だ。どうやら説得は聞きそうもないと考えたパリスは瞬時に抜刀して飛びかかった。

			　――が、それよりも早く不可視の衝撃波が護衛隊の面々を吹き飛ばした。

			「がっ！」

			「ま、まさかこれは……魔力解放？」

			　魔法士のケテルが驚愕に顔を青ざめさせる。

			　ディアナは何一つ術など使っていない。ただ体内に閉じ込めていた魔力を解放しただけで、人を吹き飛ばすほどの衝撃波を作り出したのだ。

			「ありえない……」

			　そう、本来ならありえない。ケテルの師匠は宮廷魔法士を務めるほどの優秀な魔法士であったが、その師匠が魔力を解放したとしても、せいぜいそよ風程度である。

			　パリスやナルガクのような巨漢を吹き飛ばすほどの魔力が、いったいどれほどのものか想像もつかない。

			「お父様が眠っていてくださって本当に良かったわ。だって、いつも殲(せん)滅(めつ)しようとすると止められるのですもの」

			「――お前、いったい何者だ？」

			　先ほどまでは隠していた魔剣に魔力をこめて、パリスは同格の敵としてディアナを認識した。

			　しかし必要以上に恐れてはいない。

			　松田のゴーレムやステラのように近接戦闘に特化した存在ならともかく、ディアナはか弱い魔法士にすぎない。

			　火力だけは本当に恐るべきものでも、防御力が貧弱すぎる。

			　それにパリスはかつて傭兵をしていた頃に、対魔法士の実戦経験を積んでいた。

			　実はパリスが探索者でいた期間は短い。

			　だからこそパリスが銀級の探索者であったというのは嘘ではないが、その実力は優に金級に匹敵した。

			「ディアスヴィクティナ、と言っても貴方にはわからないでしょう」

			　あるいは終末の杖(アポカリプス・コーン)の忌み名であれば、ケテルあたりは知っているかもしれないが。

			　ディアスヴィクティナという真名は造物主たるライドッグと松田、それと同じ絢(けん)爛(らん)たる七つの秘宝の仲間しか知らない。

			「――アラン様、悪いが殺すぞ」

			　先ほどからパリスの第六感にピリピリとひりつくような違和感が走っていた。

			　この少女は絶対に見た目通りの存在ではない。もしかしたら松田やステラを大きく上回るような化け物だ。

			　強敵と命のやりとりをしたときには、いつも同じような危機感を覚えていた。

			　ディアナを所詮は魔法士であると無意識に侮(あなど)っていた自分を、パリスは内心で罵(ののし)った。

			「パリス、それは――」

			　ディアナの容姿も能力も類(たぐい)まれであることは誰の目にも明らかである。

			　売ればステラには及ばずとも、とんでもない高値がつくだろう。

			　アランはパリスを止めようと右手を伸ばしたが、パリスはもうアランに続きを言わせなかった。

			「閃移(アクセル)！」

			　この速度なら、いかなる魔法の行使も間に合わない。

			　まさに魔法士の弱点はたとえ詠(えい)唱(しよう)破棄しようとも、発動まで時間が必要であることにある。

			　可哀そうだがこのままディアナの小さな首を撥(は)ね、二度と詠(えい)唱(しよう)できないようにすれば万事は解決だ。

			　パリスは自らの魔剣が爆発的に加速した体とともに、血のような赤い魔力を纏(まと)い始めたのを確認すると思い切り横に振りぬいた。

			　――いや、正確には振りぬこうとした。

			　ザワリとまるで氷柱を背中に差し込まれたような悪寒がパリスを貫く。

			　このままディアナの首を断ち切ってはいけない。理由はわからないが本能に従ってパリスは強引に身体と剣の方向を捻じ曲げた。

			「くっ……！」

			「あら？　思ったより勘が働きますね」

			　くすり、とディアナは妖艶に微笑んだ。残酷な愉悦を知る、修羅場を潜り抜けた人間だけが持つ笑みであった。

			「おい、何をやってるんだよ、パリス！」

			「迂(う)闊(かつ)に近づくなナルガク！　ロビン！　こいつを撃て！」

			　ナルガクの巨体を押しのけると、ロビンが目にも留まらぬ速さで三本の矢を放つ。

			　半瞬で放たれた矢は、三本の閃(せん)光(こう)となってディアナの身体を直撃した。

			　

			　バチィ！

			　

			　矢がディアナの身体を貫くよりも早く、矢は一瞬の放電とともに塵(ちり)となった。

			「電離結界(プラズマ・サンクチユアリ)！　初めて見た！」

			　再びケテルが驚愕の悲鳴をあげる。

			　またしても、師匠にすら不可能な高等魔法であったからである。

			「さっきの不吉な予感はこれか……」

			　パリスは苦々しく唇を噛む。下手をすれば塵となった矢は、自分の未来の姿であったかもしれないのだ。

			「おい、ケテル。あの結界、魔法抵抗はどうなってる？」

			「電離結界は物理結界だから魔法には効果はないよ？」

			「ならとっととぶっ放せ！」

			「で、でも、人狼が死んだら元も子もないだろう？」

			「そこをなんとかしろって言ってんだよ！」

			　護衛隊には手練れがそろっているが、いささか近接戦闘に偏りすぎている。

			　山賊や山人を相手にしている分にはそれでも十分だったのだが、こうなると手詰まりであった。

			「お前ら、四方を囲め。あの厄(やつ)介(かい)な結界が解かれたら同時に仕掛ける」

			「しくじるんじゃねえぞ？」

			「誰にものを言っている？」

			「もちろんナルガクに言ってるのさ」

			「心配すんな。息が残るようなへまをしねえさ」

			　同時に仕掛けるということは、同士討ちの危険が増すということだ。

			　彼らはその危険を十分にわかっていながら不敵に嗤(わら)った。

			　もちろん手加減などしない。仲間を斬り捨てる覚悟で攻撃すると彼らは言っているのである。

			「氷槍(アイスランス)！」

			　範囲魔法でステラごと焼き払うわけにもいかないケテルは、五本ほどの氷槍をディアナへと放った。

			　氷槍が魔法障壁によって霧散するのを確かめて、パリスたちは一斉に飛びかかる。

			　だが――、

			「だ、ダメだ！」

			　つい先ほどに感じたのと同じ第六感。

			　命の危険を感じてパリスは攻撃を諦めて後ろに飛ぶ。

			　しかし他の仲間たちはパリスほどに危機に敏感ではなかったし、俊敏でもなかった。

			　もう止められぬ勢いのままに彼らはディアナへと斬りかかり、接触したかと思った瞬間数千度に達するであろう炎に焼かれて消し炭と化した。

			「う、嘘だ……物理結界と魔法結界を同時に展開するなんて……」

			　先ほどから信じられないことばかりが起こる。

			　ケテルは腰を抜かしたようにヘナヘナと膝から崩れ落ちた。

			「……この程度で驚くなんて、魔法も衰退したものですね。まあ、お父様の魔力のおかげですけど」

			　さすがにディアナの魔力でこれほど高出力の結界を同時に展開することは難しい。

			　無尽蔵ともいえる松田の魔力を好き放題に使えるからこその力技であった。

			「た、助けて……」

			「ふふふ……お父様を眠らせてしまったことを恨むのですね。私はお父様ほどに慈悲深くありませんので」

			　腰を抜かしたケテルとは対照的に、パリスは唯一ともいえる活路を見出した。

			　松田さえ人質にとれれば形勢は逆転する。

			　そんなパリスの思惑が伝わったのだろうか。ディアナは能面のように無表情になるとルルルル、と虫の鳴き声のような奇怪な声を発した。

			「こ、高速詠(えい)唱(しよう)？」

			　再びケテルは驚愕する。それは詠(えい)唱(しよう)時間をほぼ十分の一以下に圧縮する超高等技術であったからだ。

			　もはやパリスは迷わなかった。

			　最初から敵対などするのではなかった。

			　こんな化け物の相手をまともにすれば、馬鹿を見るだけだ。

			　すがりつかんばかりのケテルとロビンには見向きもせず、パリスは高速移動のスキルを発動して一目散に逃げた。

			　かつて恐るべき人狼と戦ったときのように、仲間を見捨て、主人を見捨ててひたすらに逃げた。

			　自分が生き残るために惜しいものなど何にもなかった。

			　

			「――逃がすわけがないでしょう？　見敵必殺(サーチ・アンド・デストロイ)、運命が貴方を相応しい場所へお連れしますように」

			　

			　白光が走る。

			　熱風と閃(せん)光(こう)は、たちまち暗い夜空を焦がしてアランの商隊全てを呑みこんだ。

			　大地が硝子(ガラス)化するほどの熱量は、恐れも嘆きも祈りもまとめて、この悪しき世界から永遠に解放した。

			　パリスはその人生の最後で悪魔の唱えた絶望に追いつかれた。

			　

			「……残念ですね、ここに赤ワインがあれば完璧だったのですが――飲めないけど」

		

	
		
			　

			第七十六話　新たな因果

			　

			　翌朝、松田が目覚めると、そこには荒野が広がっていた。

			　赤茶けた大地は今なお焼けた余熱を放ち続けており、むっとする熱い空気に思わず松田はむせった。

			「ごほっごほっ！　なんなんだいったい……」

			「お目覚めですか？　お父様」

			　すまし顔でこちらを見つめているディアナの姿に、松田はある程度の事情を察する。

			「眠らされたのか……」

			「はい」

			　考えてみれば、こんな眠りづらいテントで一度も目覚めることなく熟睡していること自体がおかしいのだ。

			　ましてこんな真夏の熱帯夜のような暑さで、寝苦しさを感じることさえなかった。

			　もともと前世の職業柄、眠りが深くない松田からしてみれば、異常以外の何物でもない。

			　アランの悪意によって眠らされたと考えるべきであった。

			　後頭部のあたりに冷たい氷柱を押し当てられたような、冷えた感覚が全身に染みわたり、しばし松田は瞑目した。

			　危うく自分は、この異世界で何もなさぬままに死ぬところであったのだ。

			「――助かったよ、ディアナ」

			「い、いえ、私は当たり前のことをしただけですから」

			　そう言いながらも、松田に頭を撫でられてまんざらでもなさそうに、ディアナは頬を染めてはにかむ。

			「で、でも、ぎゅっとしてくれるとうれしいです……」

			　ディアナ自身も、今となってはディアナに取り込まれた００６も、松田に褒められ、認められることに飢えているのだ。

			　しばしの間、恍惚としてディアナは松田の胸に顔を埋めた。

			「あの連中ですが、ステラが人狼であることに気づいたようです。どうやらパリスという男が人狼と交戦した経験があるらしく」

			「そりゃまた運の悪いことだな」

			　これほど人狼に稀少価値があるのだから、人狼の姿を見た人間すら少ないであろうに、まさか実際に交戦した人間がいようとは。

			　いつの時代も信じられないような不幸なめぐりあわせというのはあるものだ。

			　これからはステラの戦い方にも注意をさせなければなるまい。

			　まだまだ自分は甘かった、と松田は思う。

			　ディアナが人ではなかったから助かったものの、もしそうでなかったら自分はここで命を落としていたのである。

			　規格外のゴーレムの力に、知らず知らずに自惚(うぬぼ)れていた。

			　悪意から身を守るには松田の力は弱く、常に警戒していなければ危険を避けることもできない。

			　もっと強くならなければ。この世界を生き残るための根本原則を松田は思い出した。

			　それにしても――。

			「暑い！　なんでゆっくり寝てられるんだ、こいつは！」

			「わふ？」

			　松田にこつんと額を小突かれたステラは、それでも寝返りを打つと松田に抱き着くようにしてスヤスヤと眠り続けた。

			「――大物だな」

			「凍らせますか？」

			　氷魔法を使おうか、と真剣に言うディアナに、松田は苦笑して答えた。

			「涼しい風を吹かせてくれるだけでいい」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「な、なんですか、これは」

			　見たこともない赤く焼けた大地。

			　ところどころが毒々しい色をした硝子(がらす)に覆われている光景は、とらえどころのない悪夢を思い起こさせる。

			　松田を追っていて、思わぬ光景に出くわしたリノアはふと寒々しい不吉さを覚えて身を震わせた。

			「まさかとは思うけど、あの疫病神の仕業？」

			　――そのとき、リノアの視界から外れた窪地で何かが蠢(うごめ)くような気配があった。

			「誰？　誰かいるの？」

			　恐る恐る覗き込むと、そこには高価そうな魔道具を頭から被った男が苦しそうに呻(うめ)いていた。

			　よほどの高熱にさらされたのか、傍目にも瀕死の重傷であることが窺える。

			　これほどの装備をしていながら重傷を負うとは、いったいどんな攻撃にさらされたというのだろうか。

			「……運が良かったわね。虎の子だけど、人の命には代えられないわ」

			　リノアは実家からくすねてきた最高級の秘薬を水とともに男の喉へと流し込む。

			　奇蹟的な偶然とまったくの善意から、リノアは死すべき運命であったアランを救ったのである。

			　少なくともリノアは、自分の正義に関する限り、物惜しみをしない女であった。

			　

			　リノアが現場に通りかかったのは、松田たちが出発してからおよそ数時間後のことである。

			　アランがディアナのサーチ魔法に引っかからなかったのは、まったくの僥(ぎよう)倖(こう)であった。

			　瀕死で生命反応が小さかったことと、所有していた高価な魔道具による隠蔽が、運よくアランの生存を隠し通したのだ。

			　もしアランが軽傷で済んでいたら、間違いなくその命はなかったであろう。

			　さすがのディアナも油断した、と言えなくもないが、これほどの偶然をあらかじめ予測しておくのは不可能である。

			　結局のところ、アランか、あるいはリノアの悪運が運命を捻じ曲げた結果であった。

			「ううっ……」

			　貴族であるリノアでも、滅多には使うことのできない秘薬。瀕死に陥った当主を助けるための命綱として実家に大切に保存されていた秘薬は期待を裏ぎらなかった。

			「あら、貴方……」

			　秘薬の力で焼け爛(ただ)れていた皮膚が回復してくると、リノアもアランの顔に見覚えがあることに気づく。

			　忘れもしない。リノアを今の悲惨な境遇に追いやった元凶、松田の隣にいた商人ではないか！

			「こ、ここは――」

			　意識を取り戻して怪訝そうに首を振るアランに、リノアは一切容赦しなかった。

			　その胸倉に掴みかかり、怒涛の勢いでアランの上半身をシェイクし始めたのである。

			「貴方！　いっしょにいた男はどこ？　あの松田って疫病神と可愛い女の子二人はどこに行ったのよおおおおお！」

			「そそそそそんんんんななななな、やめやめやめてえええええ！」
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			　シェイクされすぎて一時的に貧血状態に陥ったアランはたまらず失神する。

			　リノアが口元からよだれを垂らして白目を剥いたアランに気づくまでに、なお一分ほどの時間を必要とした。

			 

			「ぜえ、はあ、ぜええ、はああ」

			「わ、悪かったわね。すぐに答えない貴方も悪いのよ？」

			「どこに答える余裕があったというんですかっ！」

			「な、何よ！　それが命の恩人に対する言葉なのっ？」

			「……そういえば私はどうして助かったんですかね？」

			「私が家宝にも等しい貴重な秘薬を使ってあげたからよ！」

			　この女、何を考えているのだろう？

			　助けてもらっておいてなんだが、アランはリノアの正気を疑った。

			　ほとんど瀕死であったアランをここまで回復させるということは、その秘薬とやらは豊富な資金力を持つアランですらなかなか手に入らぬ貴重品であろう。

			　まず間違いなくリノアが今後の一生を懸けても手に入らない逸品であることは確実である。

			　それを見ず知らずの行き倒れに使う？

			　ある意味、自分の正義に忠実に生きているリノアだからこそできる所業であった。

			　往々にして明後日の方向に努力が空回りする女だが、そのおかげでこうして生きていられるのだから自分の運も捨てたものではない、とアランは密かにほくそ笑んだ。

			「それはまことにありがとうございます。この御恩は必ずお返しいたしますので」

			「期待しておくわ。うちの先代が偶然手に入れた貴重品らしいから、安いもんじゃないわよ」

			「もちろん、十分承知しております」

			　アランが予測するその金額を言ったら、この女はどう思うだろう？　もしかしたら大きな屋敷が買えたかもしれないと言えば。

			「――そんなことより！」

			　リノアはいともあっさり秘薬の値段交渉を打ち切り、ずい、とアランに詰め寄った。

			「あの男(マツダ)はどこへ行ったの？」

			　明らかに狂気を孕(はら)んだ瞳に、アランは冷や汗をかきつつ答えた。

			「そ、それが聞いてください！　あの男は私を脅し、無理やり同行させたあげく、人目のない山深くまで到着した途端、攻撃してきたのですよ！」

			「なんですって？」

			「見てください。この惨状を！　私以外一人も残さず全滅です。あの男は真実を知る目撃者を一人も生かして帰すつもりはなかったのです」

			　いろいろと穴のありすぎるアランの言葉を、リノアはあっさりと信じた。

			　大地も人も木々も何もかも焼け焦げた、現実離れした荒野の光景が、何よりもリノアにそれを信じさせたのである。

			　アランもまた、改めて自分が生き延びたのが奇蹟であることを再認識して、背中に冷たい汗をかいた。

			「やっぱり……私の目に狂いはなかったわ！」

			　きっとステラとディアナもなんらかの事情で脅迫、あるいは洗脳されているのだろう。

			　あれほどこっぴどくステラに嬲(なぶ)られたにもかかわらず、リノアは相変わらずステラが本意で戦ったわけではないと考えていた。

			　自分の都合でものを考えるのも、ここまで来るといっそ立派である。

			「貴方もそう言ってくれれば私が騎士の地位を失うこともなかったのに！」

			「無理を言わないでください。これほどの殲(せん)滅(めつ)魔法を使う男ですよ？　私には逆らうことなどできなかったのです」

			「結局やられてりゃ世話ないじゃない！」

			「ま、まあ結果を見れば、その通りなのですが……」

			　身も蓋もない言われようであるがアランとしても反論できない。

			　まさかステラを誘拐するために松田を暗殺しようとして返り討ちにあったなど言えるわけもないのである。

			「あいつを放っておいたら、どれだけ犠牲が出るかわかったもんじゃないわ。早く捕まえて抹殺しないと」

			「とてもではありませんが個人の手には余ります。ご領主様の軍勢でもなければ……」

			　ディアナの魔法だけでもあの威力である。はたして地方の小領主程度で相手になるかは甚(はなは)だ疑問であった。

			　率直に言えば国軍が数千の兵を動員してようやく勝負になるだろうとアランは考えている。

			　手下を全滅させられたとはいえ、絶対に正面から敵には回したくない相手だ。

			　だからといって松田に対する恨みがなくなるわけではない。

			　復讐するなら搦(から)め手(て)から。まず手始めには目の前の地雷女からである。

			「リノア様、助けていただいたお礼にこれを」

			　そう言ってアランは懐から宝石をひとつ取り出した。

			「宝石？　あまり質の良いものではないようだけど」

			「これは商人が為替代わりに使う魔宝石でして、街の両替商に持ち込めば金貨百枚と交換してくれます」

			「――百枚！」

			　軽くリノアの年収を超える金額であった。

			「私の命の対価としては安いものですが、今は持ち合わせがそれしかありませんで」

			「ありがとう。大事に使わせてもらうわ」

			「ええ、リノア様が本懐を遂げますよう、陰ながらお祈りさせていただきます」

			　如才なくアランはリノアに言う。

			　金貨百枚は人生を買えるほどではないが、リノアのような女性が人を雇ったり装備を整えたりするには十分な額だ。

			　その金を有効に使って松田を追い詰めろ。言外にアランはそうけしかけているのである。

			　必ずしも成功する必要はない。

			　要するに割のいい嫌がらせであった。

			　リノアが死んだところでアランは良心ひとつ痛まないのだから。

			　それにアランの見るところ、リノアという女は自分が意図せずに最悪のタイミングで最悪の判断をする女であった。

			　こういう女は一人で自滅すればよいのに、なぜか決まって誰かを道連れにする。

			　その道連れに、松田がなってくれれば万々歳だ。

			「気前が良いわね。安心しなさい！　貴方の仇は私がとってあげるわ！」

			　計画性は皆無でも、路銀については心細く思っていたリノアは、愁(しゆう)眉(び)を開いた思いであった。

			「時間が惜しいでしょう。私はまだ本調子ではありませんので後からゆっくり参ります。リノア様は先をお急ぎください」

			「そんなわけにはいかないわ。山賊や山人が出てきたらおしまいよ？」

			「このあたりはもう山賊の勢力圏ではありません。もう少し歩けば山人の領域も出ますから心配はいりませんよ」

			　自信満々で答えるアランに、リノアもすぐに納得したようであった。

			　なんといってもアランはこの山脈越えの専門家であり、リノアは素人である。それに今はこれほどの殺戮をやらかした松田のほうが気にかかる。

			「……気をつけなさい。無理するんじゃないわよ」

			「ええ、わかっています」

			　意気揚々と松田を追うリノアの姿が遠ざかり、視界から消えるとアランは大きくため息を吐いて呟いた。

			「やれやれ、ようやく疫病神が離れてくれたか」

			　リノアが傍にいる間は、あの地雷女がどんな斜め上の反応をするか気が気ではなかった。

			　次の行動が読めない。損得勘定で計算できないところが地雷たる所以である。

			　これでようやく次の仕事に移ることができる。

			　アランは心の底から胸を撫でおろした。

			　

			「さて、しがない商人の私は、あんな化け物からは逃げさせてもらうか」

			　

			　嫌がらせをするくらいは許されるだろうが。

			　商人として名が売れてきたアランにとって、次に狙うのはステイタス、大貴族や王族とのパイプである。

			　人狼という存在はそのパイプを保障するものであるが命には代えられない。

			　アランは懐から魔法を封じこめた宝石を取り出すと、それを口元に近づけて呟いた。

			「腕の立つやつを五人ほどよこしてくれ。当座の軍資金もな」

			　すると宝石の向こうから呆れたような声で返事がある。

			「やれやれ、山人の領域を通過するのは骨なんですがね」

			「山人なら痛い目にあわせてやったから、そう簡単には出てこないさ」

			「わかりました。それにしてもあの連中(パリスたち)を雇ってから、こんな連絡を受けるのはずいぶんと久しぶりで」

			　アランは皮肉気に低い声でくつくつと嗤(わら)う。

			「――仕方あるまい。万が一にも商人アランが、実は山賊の親玉だと知られるわけにはいかないのだから」

		

	
		
			　

			第七十七話　国境での勧誘

			　

			　デファイアント大山脈を降りると、そこはスキャパフロー王国側の関所を擁(よう)した宿場町メッシナの街である。

			　やはり中継貿易の基地として様々な商人が多数滞在していて、その活気はむしろランカスターの街より盛んであるように思われた。

			　関所の入り口であるにもかかわらず、左右には交易の商人や旅人のための屋台が所狭しと並んでいる。

			「わふう……良い匂いです」

			　くんくんと鼻を鳴らしてステラはうっとりした視線を屋台に向けた。

			　肉の焼ける刺激的な音や、ソースの香ばしい香りが漂っていて、少なからず健康な若者の食欲に訴えかける。

			　放っておくとふらふらと屋台へ歩いていきそうなので、松田はステラの腕をがっちりと握りしめて苦笑した。

			「まったく……せめて入国審査が終わるまで待て」

			「わふう……残念です」

			　がっくりとステラは肩を落とす。

			　山中では保存食しか食べていないから気持ちはわからなくもないのだが。

			　四列に並んだ入国審査の列の最後尾に並ぶと、松田はステラの銀髪を優しく撫でた。

			「すぐに終わるから、そしたら食べに行こうな」

			「はいです！　わふ」

			（甘いです。とろ甘ですお父様）

			　なんだかんだと松田はステラに甘い。

			　それはステラがまだ子供であることと無縁ではないことをディアナは知っている。ステラが世間の悪意を知る大人になったとき、松田はステラをどんな目で見るのだろうか。

			　正直、大人になったステラというのも今一つ想像ができないのだが。

			（――私はお父様に従う知性ある秘宝。どこまでもお父様のために尽くすのみ）

			　秘宝という存在理由はそれだけであったはずだ。

			　かつてはそれで満足していたし、ライドッグもまたそれ以上を求めたりはしなかった。

			　しかしこうして自分の身体を得た今、ディアナには新たな欲望がある。

			　それは主の壊れた心を癒(いや)してあげたいという欲望であり、そしてもうひとつは秘宝として許される範囲を超えていた。

			　秘宝としての立場を逸脱する以上、ディアナはその欲望を肯定する気はなかった。

			　――秘宝とはただ主のためだけに存在すれば良いのだから。

			「……銀級探索者？」

			　流れ作業的に松田のギルドカードを確認していた女騎士が、ギラリと瞳を輝かせる。

			　そのあまりに切羽詰まった表情に、のけぞるようにして松田は後ずさった。

			「我が国にはなんの御用で？　ああ、わかっています！　迷宮に入りたいのですね？　探索者なら迷宮に入るのがお仕事ですものね？」

			　せっかく可愛い顔をしているのに、とあるヤンデレを思い出させる迫力である。

			「ああ、心配いりません。最速で許可が下りるよう紹介状を用意いたします。貴方のご活躍を心よりお祈り申し上げます！」

			「――紹介状？」

			　それなら自分にはすでに師からの紹介状がある、と松田が言いかけたそのとき――。

			「こんな女騎士では不安なのも無理はありません！　私なら勤続二十年、十人長として部下をまとめる地位でもありますし、ぜひこの紹介状をお持ちください」

			「そ、そんな！　横からずるいですよ十人長！」

			　やけに愛想のいい笑顔で、三十代後半の騎士が女騎士を押しのけた。

			　その光景に一種の既視感(デジヤヴ)に襲われた松田は、涙目で抗議の視線を十人長に向ける女騎士を見つめる。

			（なんだろう？　この光景には見覚えがある……）

			　松田の脳裏に、やたらと肩書を強調して、土壇場で客との交渉役を乗っ取った当時の常務の顔が浮かんだ。

			　自分の手柄は自分の手柄だが、部下の手柄も自分の手柄にしてしまう。

			　そんな上司を思い出す。

			　

			「今までの私の苦労は？」

			「仕事なんだから苦労するのは当然だろう？　私も君のためを思えばこそ、こうして出張ってきたのだよ？」

			（お前なんかいなくても、もう契約は決まってたんだよ！）

			「いやあ、わざわざ出張ったかいがあった。私でなくてはこれほどの条件は得られなかっただろうからな」

			（殺してえ……四勤二休で月給四十万もらっておきながら働きすぎでつらいとか言ってるイタリア人なみに殺してえ）

			　

			　彼女の視線はあのときの自分と同じものだ。

			　社畜の魂(たましい)でそれを松田は理解した。

			　そんな松田の葛(かつ)藤(とう)には気づかず、女騎士はすがりついた。

			「お願い！　私の紹介状受け取って！　でないと今月の生活が、もう……これ以上減給されたらやっていけない！」

			「ＮＯ(ノ)ＲＵ(ル)ＭＡ(マ)……だと？」

			　社畜の背負った巨大すぎる業のひとつの頂点がサビ残であるとすれば、もうひとつの頂点はこのＮＯＲＵＭＡであろう。

			　明らかに達成が不可能なＮＯＲＵＭＡ。

			　それは社畜の鋼鉄の精神すら容易く浸食する。

			　奇蹟でも起こらぬ限り減給されることが確定した月給。そして減った給料に容赦なく上乗せされるサビ残。

			　往々にして会社は減給の責任を、ＮＯＲＵＭＡ未達という形で本来負う必要のない社員へと押しつける。

			　数年に一度、偶然にＮＯＲＵＭＡを達成して減給のない月があると、それだけで満足してご褒美に赤ちょうちんをくぐってしまうのは、社畜ならではの性(さが)であった。

			　もはや理不尽に対する怒りという感情が擦り切れてしまった哀しい性(さが)……。

			　そういえばデパートに勤めた結果、売れ残りの総菜を自腹で購入することを義務づけられ、二年で三十キロも太ってしまった友人は、今どこで何をしているだろうか？

			　社畜の哀しみはどこまで続くのだろうか？

			　たとえ世界は違えども、松田は彼女に同じ道をたどってほしくはなかった。

			　十人長の騎士に軽く手を振り、松田は女騎士の紹介状を手に取った。

			「――先約、というのもなんですが、彼女が声をかけてきたのが先ですから」

			「あ、ありがとうございます！」

			　パッと喜色を露わにする女騎士に、松田は問いかける。

			「と言っても、どうしてこんなＮＯＲＵＭＡが課されたのかについては納得のいく説明が欲しいですけどね」

			「そ、それは……」

			　決まり悪そうに女騎士は視線を逸らす。

			　ＮＯＲＵＭＡを課してでも探索者が欲しいというからには、それ相応の理由があるはずであった。

			「気にするようなことは何もありません！　ですから私の紹介状を……」

			「あんたはもうええっちゅうねん」

			　部下の手柄をかすめ取ろうという人間に限って、勢いと押しだけはあるが案外底は浅いものだ。しかも決して自分がリスクを背負う気はない。

			「――紹介状は受け取ります。それだけはお約束しますから、まずは事情の説明を」

			　松田の態度に真(しん)摯(し)な決意を感じ取ったのか、女騎士は軽く頭を下げて答えた。

			「それではもうじき私の勤務時間が終わりますので、その後お時間をいただけますでしょうか？」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「おいひいっ！　おいひいですっ！　わふっ！」

			「……なかなかいける。こっちの屋台も捨てたもんじゃないな」

			　ステラとともに、松田は屋台の鳥串をほおばって舌鼓を打った。柔らかくもしっかりとした歯ごたえのある鶏肉が、まさに肉汁滴る絶妙に絶妙な焼き加減である。

			　ここだけの話、松田の最大の好物は砂肝の刺身なのだが、この世界の食中毒を見極めるまでは、生で食べるリスクは冒せない。やむなく焼いた砂肝のコリコリした食感を、松田は存分に味わうのだった。

			「お父様、私も早く飲食ができるように改造いたしましょう」

			　うらめしそうにディアナは松田を上目遣いに見つめた。ひとりだけ仲間外れにされたようでひどく居心地が悪かったのだ。

			「そのあたりもスキャパフロー王国で調べられるといいな」

			　そうそうハーレプストのような人形師がいるとも思えないが、この国にはドルロイを除く残り四人の五槌がいる。

			　彼らの技術も、松田の大きな目的のひとつだった。

			　何より松田には、バランスブレイカー極まりない、一度見れば技術を模倣できるというスキルがある。

			　錬金技術が向上すれば松田が操るゴーレムも格段に性能が上がり、さらにうまくいけばディアナの身体を食事できるよう改造することもできるはずであった。

			　それにドワーフが管理する迷宮に封印されている可能性のある、ディアナ以外の絢(けん)爛(らん)たる七つの秘宝も見逃せなかった。

			　現状でも規格外と言ってよい戦力を保有している松田ではあるが、一国の介入を撥(は)ね退(の)けられるほどではない。

			　ゆえにこそ、松田はこうしてスキャパフロー王国へと身一つで逃れてきたのである。

			　国家がなんと言おうと自分の意志を貫き通せるだけの戦力を得るためには、新たな絢(けん)爛(らん)たる七つの秘宝の存在が欠かせなかった。

			「わふぅぅっ！　ご主人様！　次はあれ！　あのお団子が食べたいです！」

			　いかにも和風そうなみたらし団子である。

			　食文化というものは異世界でも共通なのだろうか？　それとも他にも地球からの転生者がいるということなのか？

			「ああしてると、ステラも普通の可愛い女の子ですね」

			「……こんな話を知っているか、ディアナ？」

			「なんでしょう？　お父様」

			「犬の味(み)蕾(らい)は甘さに敏感に反応する性質があってな。そのせいか大概の犬は甘党だと言われている。まあ、女性は男性に比べて甘党なのも確かだが」

			「わふわふ！　美味しいです！　ご主人様もひとつ食べるのです！」

			「……確かにどちらか疑いたくなる気持ちはわかります」

			「わふ？」

			　色気より食い気と言うべきか、花より団子か。

			　ステラが屋台の食べ歩きに満足するまで、さらに一時間近く必要であった。

			　そろそろあの女騎士の仕事も終わっただろう。

			　松田はなおも未練の視線を屋台に向けるステラの手を引き、女騎士との待ち合わせの『茶房フォーション』へ向かった。

		

	
		
			　

			第七十八話　アリスの説得

			　

			『茶房フォーション』はメッシナの街でも人気の軽食店で、国境の交易都市らしく様々な茶葉を取りそろえている。

			　茶葉の種類もさることながら、酒や料理も充実しており、店内の内装も上品で客層もなかなか悪くない。

			　こんな店なら日本にいたときでも常連になったかもしれないな、と松田は思う。

			　ひとまず冷えた麦酒(ビール)でも注文したいところではあるが、人待ちするのにアルコールが入っているのは社会人としてのマナーが許さなかった。

			「お茶とこの娘に果実水を」

			「こちらのお嬢様はいかがなさいますか？」

			　品の良い笑みを浮かべるウェイトレスに、ディアナは冷たい声で答えた。

			「私は結構です」

			　そう言いながらも視線は松田を容赦なく捕えている。早く食事ができるように改造を、と訴えているのは明らかだった。

			　そんな微妙な二人の空気を察したのか、厄(やつ)介(かい)ごとから離れるようにウェイトレスは慌てて踵(きびす)を返した。

			　店の扉が開き、ようやく待ち人が現れたのは、松田がおかわりのお茶を飲み干した頃だった。

			「――お待たせしました」

			「いえ、こちらもゆっくりしていましたからお気になさらず」

			　軽く会釈を交わしながらも、松田は鎧(よろい)を脱いだ女騎士の姿を眩しく見つめた。

			　青を基調にしたゆったりとした身体のラインが見えにくい平服であるが、それでもなお女騎士の巨大な胸を隠すには不十分である。

			　会釈するのに前かがみになることで否応なく強調された深い谷間から、かろうじて松田は意識を外した。

			　女性は男が考える以上に周囲の視線に敏感であることは、すでに身に染みて知っていた。

			　イケメンにはほど遠かった松田は、髪を切ったことやウェストが細くなったことに気づいて、褒めるつもりで女性社員に声をかけただけで、セクハラ認定されたことがある。

			　化粧っ気が出て、彼氏でもできたのかと微笑ましく思っていたところをセクハラ親父扱いされた苦痛は、筆舌に尽くしがたい。

			　なんと理不尽なことだろうか。イケメンならいくらでも見てもよい、というか見てほしいが、おっさんに見られたらセクハラ！　キモい！

			　ブサメン社畜には、自由に美しいものを見る権利すらないというのだろうか。

			　電車のなかで偶然視線が合っただけなのに、親の仇のような目で睨むのはやめてくれ女子高生！　おっさんのライフはもうゼロよ！

			　呪われろイケメン！　断固反対顔面差別！　格差があるのは会社のなかだけではないのだ！　救われなければならないのは決して社畜だけではない！

			「あ、あの、ご気分でも？」

			　心配そうに女騎士が顔を近づけてくる。彼女の体臭なのか、あるいは身だしなみの香水か。どこか百合に似た香りが、松田の鼻(び)腔(こう)をくすぐった。

			「お気になさらず。お父様はたまにちょっと現実を認められなくなるのです」

			「ご主人様？　よしよしなのです。わふ」

			「……ありがとう。俺はセクハラ野郎じゃないよね？」

			「セクハラが何かはわかりませんが、お父様はなにひとつ恥じることのない素敵なディアナのお父様ですわ」

			　ディアナに優しく慰められて、ようやく松田は愁眉を開いた。

			「お見苦しいところをお見せした」

			「い、いえ……きっとマツダ様もおつらい思いをされたのですね」

			　松田が正気に戻ったので、女騎士は対面に座りなおすと本題を語り始めた。

			「まずは――まだ名乗ってもおりませんでしたね。私はアリス・ヴァットマンと申します。メッシナに駐屯する国境派遣隊の騎士です」

			　アリスが頭を下げると同時に、下ろされた見事な金髪がサラサラと流れるようにテーブルに落ちていく。

			　騎士姿とはうって変わって女性らしい色香を感じさせる仕草であった。

			「ご丁寧にどうも……それで、アリス様のような騎士まで駆り出されるような何があったというのですか？」

			「……これから話すことはどうかご内密にお願いします。人の口に戸は立てられませんが、本国ではまだ情報が規制されておりますので……」

			　そう言ってアリスは話し始めた。

			　

			「ご承知の通り、我が国では探索者ギルドではなく王家が直接迷宮を管理しています。もちろん、それは王宮の後背にあるフェイドルの迷宮に限ってのことです。これは王家の初代が迷宮と関わりがあるからだと言われています」

			「なるほど」

			　ハーレプストが言っていたライドッグと同世代のドワーフ王は何代目になるのだろうか？

			　いずれにしろ迷宮と王家には何らかの繋がりがあるということらしい。

			「フェイドルの迷宮は国王の許可を得た探索者しか探索することができません。これは噂ですが、探索者に持ち出されては困るものが迷宮内にあるからだと言われています」

			　アリスの説明では、フェイドルの迷宮で得た秘宝(アーテイフアクト)は、一応スキャパフロー王国が買い上げることになっているらしい。もっともそれほど珍しくないものについては探索者が引き取るようだが。

			　これはハーレプスト師匠の予測が当たりっぽい、と松田は内心密かにほくそ笑んだ。

			　それほどに流出を警戒しなければならない秘宝が、フェイドルの迷宮に眠っていると言っているも同然であるからだ。

			　だが同時に問題もあった。

			　仮に絢(けん)爛(らん)たる七つの秘宝を発見したとしても、スキャパフロー王国に所有権を奪われる可能性が高い。

			　そんな松田の葛(かつ)藤(とう)には気づかず、アリスは先に話を進めた。

			「ところがです。ちょうど二(ふた)月(つき)ほど前に、迷宮で異変が発生しました。地鳴りと振動が止まらず迷宮への立ち入りが禁止されました。ようやく収まったのは三日後だそうです」

			「迷宮が崩落でもしたのかい？」

			「いえ、迷宮はいくら損傷しても自己修復するものですし、特に変わった様子は見られなかったようです。ただひとつだけ問題がありました。今まで存在しなかった魔物が大量に増殖していたのです」

			　魔物の増殖と聞いて、松田はマクンバでの暴走(スタンピード)を思い出した。仮にも王都であるスパルキアとなれば、金級や宝石級の探索者がいるだろう。

			　そのレベルで対処できないほどであるとは、松田には思えなかった。

			「増殖していたのは灰色狼(グレイウルフ)の亜種です。亜種だけあって多少は強いですが、上級の探索者の相手ではありません。駆(く)逐(ちく)するまで、それほど時間はかからないと思われたのですが……」

			　苦虫を噛み潰したように、アリスは渋面で呟いた。

			「いくら駆除しても駆除しても、彼らの数は一向に減りませんでした。いかに高レベルの上級探索者といえど、休みなしに戦い続けられるわけではありません。物量に押し切られるようにして、中層を前に駆除は停止しました」

			　倒した数は優に数万を超えるとアリスは言う。

			　確かにそれは松田が経験した暴走を遥かに上回るものだ。

			　――だがそれでも、対応するのは可能だと松田は考えていた。そんな松田の心を読んだかのようにアリスは頷く。

			「時間と予備さえあれば、あるいは迷宮を解放することもできたかもしれません。事実、私たち騎士団の一部も迷宮に投入され、駆(く)逐(ちく)作業は順調であるかに見えました」

			　アリスも動員された騎士のなかの一人だった。

			「ですが探索者の一部がストライキを起こし、スパルキアを去る者が出始めたことで、迷宮の攻略は停止を余儀なくされます」

			「そんなにやばい相手でも出たの？」

			　探索者は迷宮でしか糧(かて)を得ることのできない職種である。

			　その彼らが迷宮での活動を放棄するなど、よほど危険な魔物が出たとしか考えられない。マクンバがそうであったように、死ぬとわかって戦う探索者もまたいないのだ。

			「いえ、戦闘に限ってはそれほど危険があったわけではありません。ただ雲(うん)霞(か)のごとく群がる灰色狼が死んでも、魔石ひとつ得られない――ただ働きになるのが唯一最大の問題でした」

			　迷宮というものは魔物からドロップされる魔石を収入とすることで成り立っている。一切魔石も何もドロップしないということは、探索者というビジネスモデルの崩壊を意味していた。

			　戦って得られるものがないとなれば、探索者が迷宮を放棄するのも当然だった。

			　彼らも生活のためには収入が必要であり、ボランティアをするために迷宮で命を懸ける酔狂はいないのである。

			「もちろん王国も予算を組みました。今もその手当をもらって戦ってくれる探索者はいます。でも、さすがに宝石級の探索者を長期間満足させられる予算は組めず……なにせ収入がない以上、全部こちらの持ち出しですので……」

			「……うん、うん、わかるよ。予算は結局収入のなかでしかやり繰りできないからね」

			　受注金額が安ければ、仕出し弁当はおにぎりに化け、移動の貸し切りバスは安レンタカーのバンに替わる。

			　格安でレンタルした、エアコンが壊れたバンで遠征したときの灼熱の苦しみを、松田は一生忘れないだろう。全ては貧乏が悪いのだ。

			　そして貧乏のしわ寄せが真っ先に直撃するのが社畜であることは言うまでもない。ガソリン代どころかボールペン一本にすら自己負担を強いられたことを、松田は昨日のことのように思い出す。

			「あ、ありがとうございます……」

			　松田の意外にも寛容な台詞にアリスは一瞬面食らったようであった。

			　もしかしたら罵(ば)倒(とう)されるかもしれない、と覚悟していたのが嘘のようである。

			　松田ならばこの窮状を理解してくれる。アリスは言葉に力をこめた。

			「現在、銀級を中心にした探索者の大量投入と騎士団の支援で、再び攻略は動き始めています。しかし最上位の宝石級が抜けた穴は大きくて、一人でも多くの探索者の協力が必要です。その……日当はお支払いできるかどうかわかりませんが」

			　先ほどまでの同情はさておき、松田はにっこりと目だけは笑わずに言い放った。

			「気持ちはわかるけど、この話はなかったということで」

			　サビ残は認めない。絶対にだ。

			「あああっ！　お願い！　見捨てないでください！」

			　アリスは身体ごとぶつかるようにして、松田の腕にすがりついた。

			「先月も減給で、今月も減給になったら、おかずがもやしでかさ増しとかじゃなくて純粋にもやしだけになっちゃうのおおおお！」

			　もやしは貧乏人の味方として心強い食材である。

			　松田も若い頃は、もやしと卵のマヨネーズ炒めとか、天かすとキャベツにソースをかけただけごはんとか食べたものだ。

			「同情はするが、ただ働きは認められない。それと泣き落としは社畜には通じないから止めなさい」

			「あ、はい」

			「はい、じゃないが……」

			　女性の涙は強力な交渉手段である。

			　しかし女性の涙で動かされるようなら、まだその人の心には余裕がある。

			　本当に追い込まれた社畜は、女性の涙という理不尽なまでの暴力にすら注意を払う余裕がない。

			「泣いたって納期は延びないんだよ」

			「すいませんでした！　徹夜してでも終わらせます！」

			　我ながら人としてそれはどうなのよ、と思ってしまう松田である。

			　

			「――それで今の攻略状況はどうなのかな？」

			　まだ松田の腕を胸の谷間に抱え込んだままのアリスを片手で牽制して、松田は苦笑しながら言った。

			「そうですね……およそ三分の一の攻略を完了したところでしょうか。言い伝えではフェイドルの迷宮は三百層とされていますが、ようやく百階層に到達したところですから」

			「思ったより進んでいないな」

			　途中で退場したとはいえ宝石級までいたのだ。もう少し進んでいてもおかしくないはずだが。

			「はあ……本来なら百五十階層くらいまではいける予定だったのです。ところが百階層で接触した一匹の白狐のために戦線を押し戻されてしまいまして。ただでさえ金にならないのに、それで心が折れてしまった探索者も多いのです」

			「白狐、ですって？」

			　それまで黙ってアリスと松田の会話を聞いていたディアナが血相を変えて声を張り上げた。

			「お父様！　この国の迷宮は諦めて、どこか別の場所に行きましょう！」

			「はあああああああっ？」

		

	
		
			　

			第七十九話　ディアナの記憶

			　

			　ディアナがこれほど好悪の情を露わにするのは珍しいことである。

			　基本的に秘宝(アーテイフアクト)であるディアナは、松田と関わり合いのあること以外には関心が少ない。

			　さらに秘宝として松田の役に立つことを優先するはずのディアナが、迷宮に入りたくないというのだからただごとではなかった。

			「もしかして白狐と昔何かあった？」

			「奴らは敵です。私たちより弱いくせに主に媚びて、あまつさえ秘宝にはない主従の絆があるなどとほざく出来損ないなのです！」

			　そのあまりの剣幕にステラですら呆気にとられた。

			「要するにご主人様の取り合いをしたですか？　わふ」

			「違うもん！　私のほうがお父様の役に立てるもん！　だからお父様、使い魔なんか放っておきましょう？」

			「……使い魔？　その白狐は使い魔なのか？」

			「そんなっ！　あんな化け物みたいな使い魔を使役するなんて、聞いたことがありません！」

			　アリスは思わず叫ぶ。

			　あの白狐には宝石級の探索者ですら手を焼いたのだ。

			　変幻自在でとらえどころがなく、戦えば勝てないこともないのだが、止めを刺すことができない。

			　白狐さえいなければ第一次討伐は成功して、今のように予算不足に嘆く必要はなかったのである。

			「ところで、どうしてディアナちゃんは白狐のことを？」

			　いかに探索者とはいえ、幼いディアナがあんな化け物を知っているのは不自然であった。

			　アリスの素朴な疑問を聞いた松田は、顔色を青くして笑みを引き攣(つ)らせた。

			「昔の知り合いに似たのがいたということですよ。ディアナはこの国に来るのは初めてですし」

			　さらに何かを続けようとしたディアナの喉を、ステラが目にも留まらぬ速さで撃ち抜いた。

			　ディアナの人工声帯が一時的に機能不全を起こして声が出せなくなる。

			　

			　――よくやった！　ステラ！

			　――わふっ！

			　

			　お互いにアイコンタクトを交わして、主従はぐっと親指を立てた。

			「そうですか……そうですよね」

			　常識的に考えて、ディアナが迷宮の白狐を知っていると考えるほうがどうかしている。

			　アリスはどこか釈然としないものを覚えながらも、それ以上に大事なことがあったのを思い出した。

			「お願いです！　可能な限りマツダさんの期待に添うよう交渉しますので、どうかお力を貸してください！」

			「ふむ……」

			　当然のようにただ働きを要求されれば、拒絶する以外の選択肢はないが、このままではハーレプストとの約束が果たせない。

			　何より松田には迷宮を攻略するためのはっきりとした目的がある。

			　その目的のためには、現在の状況は利用しがいのあるものであった。

			「協力してもいいけど、条件があります」

			「な、なんですか!?」

			　目を輝かせてアリスは身を乗り出した。

			　その拍子にたゆんと胸の双丘が揺れ、つい本能的に松田の視線が吸い寄せられると、アリスは顔を真っ赤にして胸を両手で隠すようにして後ずさった。
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			「ダメ！　ダメですよ！　私は子供の頃から気になっている人が……」

			「お父様、鬼畜です」

			「ご主人様、何をするつもりですか？　わふ」

			「人聞きの悪いことを言うな！　お前らは俺をどういう目で見ているんだ！」

			　そもそも社畜はそんな要求はしない。

			　なぜなら彼らが求めるとすれば、そんなことより待遇改善のほうが遥かに大事だからだ。

			　両手に圧迫されて、手のひらから零れんばかりの肉塊から目を逸らして松田は弱々しく頷いた。うん、本当だぞ。

			「条件というのは他でもない。無償でいいから迷宮で発見した秘宝(アーテイフアクト)に関しては発見者のものとする契約を結びたいのです」

			「はあ……今は魔石どころか秘宝もないありさまですが」

			「それに関しては目をつぶりましょう。なんなら期間を限定してくれても構いません」

			　アリスは小首を傾げて考える。

			　確かに王国は探索者による秘宝の持ち帰りを認めていないが――。

			「それでいいのでしたら、上司に上申してみます」

			「よろしく頼む。無償で働かせるためにはそれなりの対価がなくてはね。君だってこれ以上減給されたくないだろう？」

			「頑張ります！」

			　鼻息も荒く拳を握るアリスのお腹が可愛らしくキュウ、となった。

			「ははは、前祝いに、今日のところはこのまま食事も奢(おご)らせてもらうよ」

			「はう……あ、ありがとうございます」

			　羞恥に頬を染めながらも食欲には勝てないのか、アリスは松田に深く頭を下げた。

			『茶房フォーション』はお茶の美味しさもさることながら、ランチメニューにも定評があることを、地元のアリスはよく承知していた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　スキャパフロー王国の玉座に腰を下ろした国王ジョージ五世は、機嫌悪そうに眉を顰(ひそ)めた。

			「……それは真か？」

			「コパーゲン王国の国境が騒がしくなっております。展開された兵力はおよそ二個連隊ほどですが、騎兵が多く、決して侮(あなど)ることはできません」

			「愚かな！　またぞろ戦争を起こしたいのか！」

			　先代エドワード三世の時代に戦争で国力を疲弊させた記憶もまだ鮮明である。

			　ジョージは吐き捨てるようにそう言った。

			「我が国も国境警備隊を増強しておりますが、二個連隊を防ぎきるには不足です」

			　軍務卿のスペンサー伯も苦々しげである。

			　なぜなら今現在、迷宮にかなりの戦力を投入しており、戦争が始まる前にこれ以上疲弊することは避けたかった。

			　かと言って迷宮の異常を放置しておくことも難しい。なんと言っても迷宮から入る収益は国家予算の一割以上に達するのだ。

			　これを無くしたままでは軍事費に悪影響が出ることは避けられなかった。

			「いったいどうして今、何のためにコパーゲンの連中は兵を投入しているのだ？」

			「なんでも重要な国家犯罪者の捜索に当たっているということでして……」

			「馬鹿もやすみやすみ言え！　たかが犯罪者ごときに完全編成の正規軍二個連隊が必要あるものか！」

			　その返答があまりに人を食った戯(たわ)言(ごと)のように感じられて、ジョージは拳を震わせて立ち上がった。

			「お待ちください陛下」

			　宰相であるバッキンガム公は少しばかり首を捻ると、諫(いさ)めるようにジョージに向かって声をあげる。

			「コパーゲン王国で何か深刻な事態があったことは、どうも本当らしいですぞ？」

			「二個連隊の騎兵を国境に展開しなければならないほどか？」

			「我が国とてそれに匹敵する、いえ、それ以上の兵力を吸い取られているではありませんか？」

			　その言葉に含まれている意味をジョージは正しく察した。

			「――迷宮か？」

			「はい、あちらでも何か大きな動きがあったようで」

			「――探れ。内容次第では我が国の問題の突破口となるかもしれん」

			　そのためなら多少の荒事になっても構わん、とジョージは断言した。

			　スキャパフロー王国としても、現状の迷宮の異常は初めての経験なのだ。

			　もしかしたらこの異常はコパーゲン王国から波及したものではないのか？

			　その事実を知られたくないために、コパーゲン王国は危険を知りつつ軍隊を動員したのではないのか？

			　そうジョージが考えたのは無理からぬことであった。

			「しかし陛下、調査の報告を待つ余裕はありませんぞ？」

			　軍務卿のスペンサー伯がそう言うのも当然であった。

			　もしコパーゲン王国が本当に侵攻の機会を狙っていた場合、あらかじめ備えておかなければ下手をすれば国が亡ぶ。

			「無論、いつ攻められてもいいよう対応の準備はせねばならぬ。宰相、なんとか宝石級の探索者を呼び戻せぬか？」

			　こうなっては悠長に迷宮の討伐に正規軍を投入している余裕はない。

			　たとえ費用はかさむとしても、迷宮は探索者に任せるべきであった。

			　しかしながら、あまり浪費ばかりもしてられない。今なお迷宮からの収入は実質ゼロのままなのだから。

			「難しいですな。一度離れた探索者を呼び戻すには、よほど魅力的な条件を提示しなくては」

			「そこをなんとかせよ！　このままではじり貧だぞ」

			　都合の良いことを言っている自覚はあるが、ジョージは意見を曲げるつもりはなかった。

			　国防と経済の復旧は、どちらかだけを優先するわけにはいかない問題であった。

			「……困ったものです。国家予算はいくらでも湧き出る魔法のツボではないのですが」

			　ただでさえ迷宮の収入が落ち込み、軍事費の増加が見込まれるのに、さらなる出費は負担が大きすぎる。

			　すでに毎日三百名近い探索者と千人近い騎士を交替で投入しているため、莫大な経費がかかっていた。

			「スペンサー伯、今現状の迷宮攻略は、いかほどお進みなのですか？」

			　宰相の問いに、スペンサー伯は気まずげに視線を逸らせた。

			「面目ないが百階層を過ぎたあたりの白狐が突破できん。押し戻されて最初からやり直しというのが続いている」

			「歴戦の探索者や正規軍の騎士を退けるとは、いったいいかなる存在なのでしょう？　迷宮の歴史を紐解いても、そんなフロアマスターがいたという記録はないはずなのに」

			　おそらくは数を増やしただけでは埒があくまい。

			　宰相は厳しい顔でジョージに向き直った。

			「陛下、我が国はいまだ過日の戦争から完全に立ち直ってはおりません。特にドワーフの元老評議会は戦争に利用されるのを嫌がりますし」

			　優秀なドワーフを多く抱えることを強みとして、優秀な武器さえあれば戦争に勝てると思ったのが先代の王だった。

			　自分たちの作った武器で数知れぬ生命が奪われたことに対する彼らの警戒心は以前高いままであった。

			「そんなことは承知しておる。だから増税も徴収も控えておるではないか！」

			「ですがこのままでは彼らの協力がないと埒があきませんぞ？　軍務卿に短期間で迷宮を攻略する自信があるのなら別ですが」

			「もともと迷宮では、大規模な軍隊で一匹の化け物を狩るには向いておらん。かと言って、貴重な将軍を探索者のように支援もなしで送り出すわけにもいかん」

			　実力が宝石級探索者に匹敵するような将軍は、スキャパフロー王国でもわずかに五人。

			　戦争の危機が間近にある状況で、指揮能力にも長けた彼らを迷宮で失うなど、絶対に許容できることではなかった。

			「軍では早急な解決が不可能であり、財政の許容も限界となれば方法はひとつしかありません」

			　宰相は不本意極まることを隠そうともせず、憮(ぶ)然(ぜん)とした表情のまま続けた。

			「――秘宝の所有を解禁して、探索者を釣るほかありますまい」

			「なっ……！」

			　ジョージははっきりと狼狽(うろた)えた。

			　迷宮で発見される秘宝は、全て王国で管理するのが規則である。

			　それは迷宮で発見される秘宝を研究、模倣することによって鍛(か)冶(じ)の技術を向上させてきたドワーフたちにとっては死活問題ともいえる。

			「そんなことができるとでも……？」

			「あくまでも特例ですよ。少なくともこの国家的危機が回避できるまでのことです。それとも、軍も金も使わず、何か名案がございますか？」

			「むっ……」

			　年齢で二十近くも年長のバッキンガム公に言われて、ジョージは返す言葉に詰まる。

			　理性では宰相の提案が現実的であることはわかっている。だが、ドワーフとしての本能が素直に頷くことを拒否していた。

			「……所有の数に制限を加えるというのは？　例えば五品までとか」

			　スペンサー伯の言葉に、まるで釣り針にかかる魚のようにジョージは食いついた。

			「三品までだ！　三品以上は認めん！　そのように手配して、一刻も早く探索者たちを呼び集めよ！」

			「御意」

		

	
		
			　

			第八十話　スキャパフロー王国

			　

			　スキャパフロー王国とコパーゲン王国の間に横たわるマルカリの森。

			　シェルダン丘陵を越えた先にあるこの森で、騎士たちはまさに血眼になって一人の男を探していた。

			「ええ～～いいっ！　まだ見つからんのか！」

			「まさかと思いますが、もうスキャパフロー王国に逃げ込んでいるのでは……」

			「ありえん！　奴がいかに優秀な魔法士であろうと、我が騎兵より早く国境を越えるなど！」

			　絶対にあってはならないことだ。

			　そう部下に言い聞かせながらも、連隊長であるピエリ・マギヌスは自分の言葉を信じられずにいた。

			　すでに捜索が開始されてから二日、動員された兵力は、このマルカリの森だけで二個連隊。

			　王都やその周辺を含めれば、軽く二個師団を上回る。

			　それは、傍目からみれば準軍事行動ともとれることを、ピエリは承知していた。

			　下手をすれば、ほんの偶発的なきっかけで両国の戦争の火種にもなりかねない。

			　だからと言って、見逃すという選択肢はピエリにはない。

			　あの男、探索者リアゴッド・モーフィアスを見つけることは、至上命題なのだから。

			　コパーゲン王国の迷宮が、王国の管理を離れて完全に無秩序と化してしまった原因は、リアゴッドの仕業であることははっきりしている。

			　なんとしても捕え、その原因の一端でも解明しなくてはならなかった。

			　迷宮は管理の難しいところではあるが、国家にとっては貴重な収入源であると同時に、国家にとって有益な秘宝(アーテイフアクト)をもたらしてくれるところでもある。

			　その迷宮が事実上使用不能となったということは、コパーゲン王国の格を問われる非常事態なのであった。

			「このことが他国に知れる前に、なんとしてもリアゴッドを捕えるのだ！」

			　国王にそう厳命された以上、騎士であるピエリに命令を果たす以外の選択肢はない。

			　しかしこれほどの大人数を動員しても発見できないとは、いったいリアゴッドはどこにいるというのか？

			　聞けばフラリとコパーゲンの王都に現れた探索者であったらしい。

			　はじめは鉄級探索者であったらしく、ほとんど見向きもされなかったが、恐ろしい秘宝の使い手で、たちまち金級探索者にまで駆け上がった。

			　不愛想で誰とも徒党を組まず、裏では彼の持つ秘宝を狙って、脅迫、買収、襲撃などが横行していたという。

			　宝石級探索者であるパイン・オーブリオンが行方不明になったのは、リアゴッドの仕業であるというのがもっぱらの噂であった。

			　リアゴッドの力量が宝石級探索者に匹敵するのであれば、彼を捕えるために二個連隊が動員されるのは決して過剰なこととは言えない。

			　まして宝石級をすら凌(しの)ぐ可能性があるのであれば、なおのことである。

			　あまりに急速な攻略ぶりに、「彼ならばついに王都の迷宮を攻略した第一号となるのではないか？」――そんな噂が王宮に到達するまで、それほど時間はかからなかった。

			　宝石級や伝説級の探索者は、国家にとっても無視できない存在となる。

			　王宮はリアゴッドを宮廷魔法士として雇用することを打診したが、リアゴッドはこれを一言のもとに断った。

			「我はあと六つの迷宮を攻略しなくてはならぬゆえ、仕官は断る」

			「あと六つとは？」

			「……さしあたりはこのフェイドルの迷宮であるな」

			　残る五つの迷宮の名をリアゴッドは話さなかった。

			　しかし探索者ギルドから情報を収集した限りでは、リアゴッドはスキャパフロー王国から重傷を負ってやってきたという。

			　彼ほどの探索者がなぜ、という疑問はあったが、それを詮索するのはタブーとされていた。

			　迷宮を渡り歩くボーダーレスな探索者には、過去に傷を持つ者も少なくないからだ。

			　今となってはそのあたりも深く探っておくべきであったとピエリは臍(ほぞ)を噛む。

			　もしかしたら、そこに謎を解くカギがあったような気がしてならないのである。

			　神ならぬ身のピエリは、今まさにスキャパフローでも迷宮に深刻な異変が生じていることを知らずにいた。

			「せめて手がかりのひとつも見つけなければ帰るに帰れん。陛下の勘(かん)気(き)を被(こうむ)るのは御免だぞ……」

			　そんなことになれば、最前線の消耗品扱いされることは目に見えている。

			　なんとしてもリアゴッドを見つけなければならない。しかしそのための手段は、ただ闇雲な国境付近の捜索しかなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　スキャパフロー王国王都スパルキア――ドワーフの元老評議会が本部を置く場所でもあるそこは、住民の大半をドワーフが占めている。

			　スキャパフロー王国全体でドワーフが占める割合は七割に満たないが、こと王都に関しては九割以上をドワーフが占める。

			「み、見分けがつかん……」

			　さすがに師匠であるドルロイやハーレプストはわかるが、王都を闊(かつ)歩(ぽ)するドワーフ男性たちが、みんな同じ顔に見えてしまう松田であった。

			「わふぅ……ドルロイさんがいっぱいです」

			「やはりリンダさんは特別であったようです、お父様」

			「そこに触れてやるな。敏感な問題だからな」

			　いつの世も女性の年齢は特にデリケートさを要求される話題である。

			　ただ、年齢より若く見える事務員にアンチエイジングの秘訣を聞いただけなのに、秘訣を教えろ派、そんなのはセクハラだ派、自意識過剰なんじゃないの派が入り乱れて、社内が混沌(カオス)と化した記憶が蘇る。

			　

			「減るもんじゃないし、教えてくれてもいいじゃない！　どこの製品使ってるの？」

			「別に大したことしてるわけじゃないのよ？　食事制限と運動するだけなの」

			「そんな見栄を張らなくたっていいじゃない！」

			　

			「努力もしないで痩(や)せようなんて甘いのよ！」

			「なんですって？」

			「もう喧嘩しないで！　本当に特別なことしてるわけじゃないから……」

			「ずるくない？　自分だけ痩(や)せて、少しは分かち合おうとか思わないの？」

			「痩(や)せた理由を根ほり葉ほり聞くなんてセクハラよ！」

			　

			「――おい、この混沌(カオス)な女の修羅場、男の俺にどうしろっていうの……？」

			　

			　理不尽な女の論理を前に、男は常に無力だ。

			　それ以来、松田は女性の年齢に関して極力関わり合うのを避けることにしている。

			「まあ、リンダさんが規格外であることは否定しないが」

			　もしかしたらドルロイ師匠に愛され続けるために、彼女も人知れず努力しているのだろうか？　だとすれば合法ロリ恐るべしと言わざるを得ない。

			　まあ、あのツンデレ具合から察するに、当たらずとも遠からずというところだろう。

			「マツダ様！　こちらです！」

			　まるで自分のもののように胸を張りアリスが指さした先には、『スキャパフロー王立迷宮管理所』の看板が、どうだと言わんばかりに屹立していた。

			　松田は巨大な看板広告には慣れているが、ステラとディアナはそうではない。

			「……馬鹿？」

			「すっごく大きいです。わふぅ」

			　どうやら彼女たちには、下手をすると建物より巨大な看板はいささか過剰に感じられたようであった。

			　

			「ようこそスキャパフロー王立迷宮管理所へ……あら、アリス？」

			「ご無沙汰してるわね、ミネルバ。紹介するわ、迷宮正常化に力を貸してくださる探索者タケシ・マツダ様よ」

			　入り口の分厚い扉を開けた瞬間、二人はすぐに息の合った挨拶を交わした。

			　受付嬢らしい凛(りん)としたショートカットの大人びた女性は、親し気な目でアリスを見、そして松田へと視線を移す。

			　どうやらアリスと長身の受付嬢は旧知の仲であるらしい。

			「これはこれはありがとうございます。我が王立迷宮管理所は、マツダ様の献身を心より感謝いたします」

			「ああ、いや、まだそれは条件次第というか……」

			　松田としては、わざわざただ働きをしてやる義理はない。迷宮に眠る可能性の高い絢(けん)爛(らん)たる七つの秘宝だけが問題なのだ。

			　その条件だけは譲るつもりはなかった。

			「そうそう、それで探索者の秘宝所有権について直訴したいんだけど、所長はいるかしら？」

			「秘宝所有権……？　ついさっき、王宮から通達があって、三つまでは所有を認めることになったらしいけど」

			「本当に？　やった――！　交渉の手間が省けるわあ！」

			　肩の荷が下りたとばかりにアリスは喜色満面に飛び跳ねる。思ったより、素のアリスは砕けているようである。

			「それで、迷宮の状況はどう？」

			「相変わらず一進一退よ。この通達で宝石級が戻ってきてくれればいいんだけど」

			「ほとんど国境を越えて他の迷宮に移動しているからねえ」

			　正直なところ王宮の決定は遅きに失したとミネルバは考えている。

			　貴重なフェイドルの迷宮の秘宝が手に入るとなれば食指が動くかもしれないが、わざわざ他国から攻略を中止してまでやってくるには弱い。なんとしても探索者が国内にとどまっているうちにつなぎとめておくべきであった。

			　残念ながら現在投入されている正規軍は、迷宮で実力を発揮できるようには訓練されていない。

			「失礼、このスキャパフロー王国へようこそ。エルフの探索者さん――マツダ様と言ったかしら？」

			「ああ、それから、この娘はステラ、こっちはディアナだ」

			「可愛らしい探索者さん。これからよろしく」

			　にこやかに微笑みながらも、ミネルバはあまり松田たちには期待できないと考えていた。

			　なにしろステラもディアナも明らかに十代前半の少女であるし、それを引き連れた松田もろくなものとも思われなかった。

			　むしろ幼女嗜(し)好(こう)家死ねとすら思っていた。

			「恐縮ですがマツダ様はフェイドルの迷宮は初めてでいらっしゃいますか？」

			「ええ？　はい。初めてですが」

			　一部の隙も無いミネルバの微笑みに、どこかうすら寒いものを覚えて松田はがっくりと項(うな)垂(だ)れた。

			　それはマクンバの街でシーリースに受けたものと同じ性質のものに思われたのである。

			　この手の誤解は、言い訳すればするほどドツボに嵌(はま)ることは経験上知っている。時間が解決してくれるのを待つしかない。

			「ご存知かもしれませんが、このスキャパフロー王国は探索者ギルドではなく王国が迷宮を直轄管理しております。ですので探索者ギルドでのランクはあくまでも暫定として、当方のランクテストを受けてもらうことになりますが、よろしいですか？」

			「もちろんです」

			　信用されてないな、と松田は思う。

			　猫の手も借りたい状況とはいえ、足手まといはいらないということか。

			　もっとも実力とランクが比例していない松田たちにとっては、むしろ正当な評価を得る機会であるともいえる。

			「それではお手数ですが管理所裏の判定所までご足労いただけますか？　担当が簡単な実技試験をさせていただきますので」

			「わかりました」

			「戦うですか？　ご主人様？　わふ」

			「銀級など、お父様には相応しくありません。少しお父様の実力というものを思い知らせておくべきですわ」

			「……ほどほどに頼む」

			　強さは力であるが、強すぎれば警戒を生む。マクンバから逃げてきた理由を綺麗さっぱり忘れきったような二人の少女に、松田は深々とため息を吐くのであった。

			　三人が判定所に続く廊下の奥へと消えていくのを見計らって、ミネルバはアリスに問いかけた。

			「使いものになるの？　あれ」

			「私の勘では、今までで一番期待できると思うけどな～～。なんか隠し事多そうだし」

			「ま、私は早く迷宮を正常化してくれれば文句ないけど」

			「そうなのよね。そろそろノルマを果たすのもきつくなってきたし、自分が迷宮に派遣されるなんて、考えるだけで寒気がするわ」

			「そう言いながら、いつもきっちり生贄を連れてきて報酬まで攫(さら)っていくんだから、あんたも大したもんよ」

			「そこはほら、か弱い乙女のささやかな抵抗ってやつ？」

			「――彼に同情するわ」

			　アリスが探索者を連れてこなければ減給されるというのは嘘ではない。

			　しかし逆に連れてくれば臨時報酬(ボーナス)が発生し、現在のところ獲得臨時報酬トップがアリスであることを、神ならぬ身の松田は知る由もなかった。

		

	
		
			　

			第八十一話　ランクテスト

			　

			「アリスさん、感じが変わりましたね？」

			「あれが素だろう。まだまだ彼女は甘い。俺に言わせれば演技力が足りないね」

			「ご主人様わかってたですか？　わふ」

			　松田がすっかりアリスを信用している、または同情していると思っていたステラは、驚いたように目を見開いた。

			「社畜に泣き落としは通じないと言っただろう。自分が不幸な人間は、相手の不幸に同情する余裕はないんだ」

			　もし同情できる余地があるとすれば、相手が自分よりも遥かに不幸であった場合である。

			　こう言ってはなんだが、アリスの不幸が松田のそれを上回るとは到底思えなかった。

			「何より演出が足りない。俺ならミネルバという彼女に頼んで今月の生活費は大丈夫なの？　とか心配する小芝居をさせるね」

			　営業において、仲間を関係ない第三者に見せかけ、仕込みをしておくのは、常(じよう)套(とう)手段である。

			　ビジネスマンであれば、さも客のために上司を説得するよう演技した人間も多いのではないだろうか。

			　

			「弊社に決めていただければ特別値引きで三万円サービスします！」

			「…………」

			「……私の一存では決めかねますが、あと二万！　値引きするよう上司にかけ合いますので！」

			「…………」

			「（上司と携帯で会話しつつ）遠距離転勤割引で、さらに五千円値引きすることが可能になりました！　本来ならこのサービス期間は過ぎているんですが、特別に！」

			　ふと、パントマイムのように一人芝居を進行していく引っ越し業者の某営業マンを思い出す松田であった。

			　

			「失礼ですがドン引きいたしますわ、お父様……」

			　社畜とは、いったいどこまで業の深い生き物なのか。

			　その闇の深さから松田を解放したいという思いをディアナは抱いている。しかし、その道のりは遥かに遠いと言わざるを得ない。

			「ま、利害が一致している限りは無駄に敵を作る必要もないさ」

			　アリスの利益と松田の利益が一致している限り、アリスが松田にとって障害とならない限り、彼女の思惑が本当はどうであるかなど大した問題ではなかった。

			　まったく顔色ひとつ変えずそう断言する松田を、ディアナはなぜか寂しいと感じた。

			　どうして秘宝である自分がそう感じるのかはわからなかったが。

			「さて、判定所ってのはあそこか？」

			　業深い話をしているうちに、ミネルバの言っていた判定所に到着したようであった。

			　

			「おお、新人か？　歓迎するぜ！」

			　もともとは軍で使用していたらしい営庭は、周囲二百メートルほどの広大な敷地である。

			　その入り口には、革鎧(よろい)に身を包んだひと際巨躯の男が、長椅子に寝そべるようにして腰を下ろしていた。

			「ここでランクテストを受けるよう言われたのですが」

			「任せておけ！　あんたギルドでのランクは？」

			「銀級探索者です。こちらの娘も」

			「あんたはともかく、こっちの嬢ちゃんもかい？」

			　ステラとディアナを交互に見比べて、男は不審そうに眉をしかめた。

			　まあ、普通の人間であればそう考えるだろう。二人の美少女が見た目通りの年齢であれば、まともな人間であれば銀級探索者であるとは考えない（実はディアナは探索者ですらないが）。

			「まあ、ここフェイドルの迷宮はダンジョンタイプでは非常に稀な構造をしているんでな。銀級以下の探索者だと最初は面食らうことになる。おかげでどの程度使えるか判定が必要になるってわけだ」

			　だから銀級探索者といっても特別扱いはしないぞ？　と男は不敵な笑みを浮かべた。

			「具体的にどう稀なんですか？」

			「うん？　そうだな。まず単純に広い」

			　通常ダンジョンタイプの迷宮は、広くても精々数百メートルほどの広さしかない。またほとんどが少人数で行動する狭いスペースが前提であることが多い。

			「広いだけなら軍の出番だが、ちゃんと狭い場所もあって、魔法罠(マジツクトラツプ)も少なくなくてな。お前さんたちも罠(わな)対策がないと長生きできんぞ？」

			　男は本気で心配しているらしい、と松田は好感を抱いた。

			　迷宮の正常化が求められている現在、探索者を消耗品扱いすることもありうると考えていたからだ。

			「失礼ですが、お名前を伺っても？」

			「おおっ！　すまんすまん、私は王立迷宮管理所筆頭管理官のデビット・アームストロングだ。これでも、元は探索者でな」

			　なるほど、道理で役人らしさが感じられなかったわけだ。おそらくはかなり腕の立つ探索者だったのだろうな。

			「ありがとうございます。私はタケシ・マツダ。見ての通りエルフで主にゴーレムを使います。罠(わな)はある程度無視していいかと」

			「こりゃ驚いた！　長いこと、この稼業をやってるが、ゴーレム使いを見るのは初めてだぞ！」

			　心底驚いたようにデビットはまじまじと松田を見つめた。

			　やはりゴーレムはコストパフォーマンスが悪いマイナー魔法であるという認識は、ここスキャパフロー王国でも変わらないようであった。

			「……なるほど、ゴーレムなら大抵の罠(わな)は無効というわけか。面白い！　テストには私も参加させてもらうとしよう！」

			　もともと好奇心が旺盛なのか、デビットは手首をポキポキと鳴らしながら子供のように目を輝かせていた。

			　ならば多少は期待に応えさせてもらうとしようか。

			「それではお手柔らかに」

			「よし！　まずはタケシ・マツダのテストを行う！　開始線まで進まれよ！」

			　

			　営庭の中央付近に足を進めた松田の正面に、デビットがブロードソードを構えて立つ。

			　身長二メートルを超す巨躯のデビットだが、決して筋骨隆々というわけではなく、むしろしなやかな猫科の動物を彷(ほう)彿(ふつ)とさせるたたずまいであった。

			　おそらくは巨躯に見合わぬ敏(びん)捷(しよう)性を備えているに違いない。

			　白兵戦ではステラにも大きく劣る松田にとっては嫌な相手であった。

			「迷宮は多数対一の戦闘となることが多い。特に探索者はな。そんなわけで、私の配下が隙を見て攻撃を仕掛ける。それで五分耐えられたら銀級、十分耐えられたら金級のランクを約束しよう」

			「もし倒してしまったら？」

			　松田の問いにデビットは心底楽しそうに嗤(わら)った。

			「……そのときは元宝石級探索者の私が、謹(つつし)んで君に宝石級の名を与えよう」

			　あかん、これ、その気にさせちゃあかん人や。

			　そう松田が思ったときには遅かった。実力には自信があるのに一線を引いたＯＢほど、うざい人間はいない。

			　しきりに最近の若いもんはなっていない、と、わざわざ衰えぬ肉体を誇示しに現れるＯＢには辟易したものだ。

			　だがこうしたリタイア組に頼りになる親父がいることもまた確かであった。

			　うざいがこういう親父は嫌いではない。うざいけど。

			「さあ！　君のゴーレムを見せてもらおうか！」

			「いいでしょう！　召喚(サモン)、ゴーレム！」

			「え、ちょ、まっ……」

			　デビットの表情が驚愕に固まった。

			　巨躯のデビットが遥か天を仰ぎ見るような、およそ八メートル近い鋼鉄のサイクロプス。

			　このサイズはさすがに予想していなかったようである。

			　しかも相手は痛覚も恐怖も感じないゴーレムで、鋼鉄製ときた。デビットでなくとも戸惑うのは無理からぬことだろう。

			「――行きます！」

			「どわあああああああああああ！」

			　サイクロプスゴーレムが振り下ろした巨大なメイスを、デビットは飛びのいて躱(かわ)した。

			「今本気で私を殺そうとしただろう？」

			「え……と、元宝石級に手加減するのは失礼かな？　と」

			「ほう……」

			　デビットの瞳に危険な色が宿るのを松田は察した。

			「では私も手加減無用というわけだな？」

			「いやいや、これランクテストですから。お互い落ち着きましょう、ね？」

			「問答無用！！！」

			　次の瞬間デビットは試験官であるという己の立場を捨て去った。かつて探索者として生死を懸けた日々のままに、全力で松田のゴーレムへと突進したのである。

			「雷撃突破(サンダーブレイク)！」

			　土煙をあげて、デビットの体が弾丸のように空中を疾走した。

			　まさに電光石火、並みの探索者なら反応すらできずに倒されているだろう。

			　だが、ステラの最高速度までは達していない。ゴーレムの巨体が、松田を守るようにデビットの軌道に立ち塞がった。

			「甘いな！　想定通りだ！」

			　そう言いながらもデビットはゴーレムの反応の素早さに内心で舌を巻いている。

			　これは操作などという範(はん)疇(ちゆう)を越えている。思考してから操作ということなら、デビットの加速に反応などできるはずがない。

			　松田のゴーレムがほぼ松田の思考通りに、まさに一心同体として動いている証左であった。

			「螺旋撃(トルネードストライク)！」

			　しかし想定通りというのも決して偽りではない。

			　最初からデビットの狙いはゴーレム。せっかくこれほどの強敵が現れてくれたのだから、一戦もせずに弱い術者を狙うつもりは毛頭なかった。

			　巨体の弱点である脚部を狙い、デビットは使い慣れたスキルを発動した。

			　たとえ鋼鉄であろうと容易く引き裂く、剣技としてはよく知られたスキルであるが、速度とタイミングが尋常ではなかった。

			　バターをナイフで切るがごとく、あっさりと鋼鉄のゴーレムは右足を切断され、大きく身体のバランスを崩す。

			「――再生(リバイブ)」

			　デビットにとって想定外であったのはゴーレムの再生速度だ。ほぼ切断と同じ速さで再生した。

			　ゴーレムがバランスを崩したのは、足を切断されたからではなく、むしろ打撃による衝撃のためだ。

			「まずは見事と言っておこう」

			　デビットの先制奇襲を防ぐことができた探索者は十人に一人もいない。

			　スキャパフロー王国が探索者ギルドよりランクの査定が厳しいのは、デビットのテストが厳しすぎるからだと言われている。

			　だが、逆に言えば十人に一人はこの攻撃を耐え凌(しの)ぎ、形はどうあれ十分以上耐えるものもいるのである。

			　さて、松田はどれほど楽しませてくれるかな？

			　デビットは隠蔽されていた弓手に、無言で攻撃を命じた。

			　迷彩スキルで営庭に溶け込んでいた二人の弓手が、松田の死角から同時に矢を放つ。

			「土壁(アースウオール)」

			　これを松田は高さ二メートルほどの壁を錬成することで避けた。

			　広さが特徴的なフェイドルの迷宮での適正を測るのであれば、一対複数を想定していることはすぐに察しがつく。

			　テスト開始から五人以上の人間が潜伏していることは、営庭に来てから使用した探知魔法で気づいていた。

			　いかに強力な隠蔽スキルでも決して隠すことのできない、大地にかかる体重を検知する土魔法である。

			　失われつつある古代の魔法を知る、ディアナから教えられた松田の切り札のひとつだ。

			「ほう、気づいていたか。しかし視界を塞いだのは悪手だぞ？」

			　土壁で視界が塞がれたのを奇貨として、三人のドワーフが隠蔽を解いて突貫する。

			　同時にデビットもまた再びゴーレムへと疾走した。

			　これで松田は単身で弓手とドワーフを相手にしなくてはならない。

			　――かに思われた。

			「――召喚(サモン)、ゴーレム」

			「な、なんだとおおっ？」

			　突如頭上から襲いかかるグリフォンのゴーレム。

			　サイクロプスゴーレムしか眼中になかった三人のドワーフは完全に不意を衝かれて薙(な)ぎ倒された。

			「三体同時召喚？　しかも大型のゴーレムを？　いったい彼はどれほどの魔力を所有しているというのだ？」

			　コストパフォーマンスが悪く、一体制御することすら至難というのがゴーレムの常識である。

			　それをあっさりと覆(くつがえ)されたデビットが驚くのは当然であった。まして彼の部下であるドワーフの弓手はほとんど惑乱した。

			「く、来るなああああ！」

			　発見されてしまった弓手など、グリフォンにとってはただの獲物だ。

			　グリフォンの鋭い爪が、弓手を横手から引っかけるようにして空中へと放り投げた。

			　明らかに殺さぬよう手加減をしている。三体のゴーレムを同時に、である。

			　こんな芸当は伝説のなかにすら存在しない、とデビットは胸が熱くなるのを感じた。

			「――下がれ。お前たちでは相手にならん」

			「で、ですが！」

			「お前たちが今生きているのは手加減してもらったからだ。それすらわからんというのか？」

			「う……承知しました」

			　その気になれば致命傷を負わせることも可能だった。彼らも実感としてそのことは理解していたのだろう。

			　悔しそうに顔を歪(ゆが)めつつも、大人しく彼らは松田とデビットから遠ざかるようにして武装を解いた。

			「面白い！　実に面白いな！」

			　願わくば、宝石級探索者としての全盛期に出会いたかった。いや、今でも負けるつもりは毛頭ないが、少なくとも自分の全力が出せないことは確かだ。

			　現役時代はフェイドルの迷宮攻略の最前線にいたデビットである。

			　エルフは見かけ通りの年齢ではないと聞くが、目の前の青年はいったいどこまで高みに登ろうとしているのか。

			「ここからはテスト抜きだ。一探索者、デビット・アームストロングとして相手になろう」

			　やっぱり実力ある年寄りというのは面倒だな、と松田は思う。

			　面倒ではあるが、どこか清々しい思いがある。

			　彼らが面倒であるのは、後ろ暗い思惑がなく己の欲望に忠実であるからだ。

			　その手の男が松田は嫌いではなかった。

			「謹(つつし)んでお相手いたしましょう」

		

	
		
			　

			第八十二話　老雄の実力

			　

			「参る！」

			　先ほどの雷撃突破(サンダーブレイク)も速かったが、今度のはそれ以上だ。

			「――召喚盾騎士(サモン・シールドナイト)」

			「四体目かっ！　まったく底が知れぬ！」

			　たちまちサイクロプスゴーレムを置き去りにしたデビットの前に、大きなタワーシールドを装備した騎士が現れた。

			　せっかくサイクロプスをすり抜けたというのに、これでは限りがない。

			　そればかりか左右からはグリフォンゴーレムが、背後からはサイクロプスゴーレムがデビットを追う。

			　完全に包囲されたというのに、デビットの口元はうれしそうに笑っていた。

			「たまらんなあ！　この緊張感、いつぶりのことだっ？」

			「……年寄りの冷や水は勘弁してくださいよ」

			　実力のほどは認めていても、実際に目を見張るものを備えていても、ロートルには本気を出しがたいものだ。

			　

			「どうしたどうした？　まだまだ鍛え方が足りんぞ！　うりゃああああ！」

			「爺さんやめとけって！」

			「俺の若い頃はこんなもんじゃなかった！」

			　

			　――ゴキリ。

			　

			「うおおおおおおおっ！　腰がっ！　腰がああああ！」

			「だからやめとけってあれほど……」

			　

			　若い者には負けない、とばかりにわざわざ大きな荷物を持ち上げる老人がいる。

			　確かに鍛えているのだろうし、本人にとっては大したことはないのかもしれない。だがそれを見た若者がどう思うかは別問題である。

			　本人の意思と実力とは関係なしに、心配してしまうのが一般的な人情ではないだろうか。

			　それは決して老人を軽んじているわけでもなく、見下しているわけでもない。経験則から弾き出したリスクを心配しているだけなのだ。

			　――うざいのは変わらないが。

			　

			　まさに松田が今感じているのは、そんな理不尽な思いであった。

			　元気な爺さんというのはどうにも戦いづらい。

			　ある意味尊敬できる実力者であるほど、その思いは強くなる。むしろクズのような爺さんのほうが容赦なく戦える。

			「二重影(ダブルシヤドウ)！」

			「やばっ！」

			　かつてシェリーが使用していた分身スキルを見て、松田は慌てた。

			　さすがにこの状況で二人のデビットを相手にするのは厳しい。それでもかろうじて対応が間に合ったのは、すでに見たことのあるスキルであったことが大きいだろう。

			　咄(とつ)嗟(さ)にグリフォンとサイクロプスを消し、松田の前に四体の騎士ゴーレムを召喚する。

			「うぬっ！」

			　松田の正面を守るのが盾騎士一体だったのに、さらに四体の騎士が現れたことで、デビットはやむなく左右へ分かれ仕切り直した。

			「――驚いたな。五体ものゴーレムを同時に制御するか」

			　デビットは心底驚嘆していた。

			　五体という数だけでも規格外。さらに松田はその五体を完全に制御下においている。

			　ただ操っているというだけではない。同調し、ほぼ一心同体として制御しているということが驚きなのだ。

			　かつてデビットの宝石級であった仲間でも同じことができる魔法士は一人としていない。

			「が、そのままでは私には勝てんぞ？」

			「困りましたね。そろそろ十分経つから終わりにはなりませんか？」

			「それでは私が面白くない！」

			　身も蓋もないことをデビットは堂々と言い放った。

			　探索者を引退してより、今日ほど心が震えたことはない。この興奮を、愉(ゆ)悦(えつ)を捨て去るつもりなど、デビットには毛頭なかった。

			「倒したら宝石級に認定すると言ったろう？　自分が言い出したことを悔やむんだな」

			「うわああああっ！　俺の馬鹿!!」

			　年寄りをやる気にさせてはいけないとわかっていたはずなのに。つい格好いいこと言ってみたくなった己が憎い！

			「五体ものゴーレムを操ってみせたのは見事！　だが、それだけで敗れるほど宝石級は甘くはないぞ！」

			　かつて迷宮攻略のトップチームに君臨したプライドにかけて、デビットは全力で松田を倒すつもりであった。

			「岩斬剣(ロツクブレイド)！」

			　盾騎士であろうと、デビットの剛剣を防ぐにはまだまだ防御力が足りない。

			　巨大なハンマーで潰されたかのように、二体の盾騎士はぺしゃんこにされた。

			「な、なんだああああっ？」

			　剣なのにハンマーのような圧壊力。おそらくはデビットのもつスキルの効果なのだろう。

			　まずい、と思った瞬間には続く第二撃でもう二体の盾騎士が倒されていた。

			「岩塔(ロツクタワー)！」

			　松田は高い岩の塔を錬金して、とっさに自分の身体を十メートル近く持ち上げた。

			　――間一髪、デビットの剣が、たった今、松田がいた場所にある岩の塔を切り倒す。

			　だが岩の塔から落ちるより早く、松田はグリフォンゴーレムを召喚して空の上へと避難した。

			「……驚いたな。岩を錬金して空に逃れるとは」

			　呆れたようにデビットは空を見上げる。

			　二重影からの岩斬剣は、一対一の戦闘においては、ほぼ無敵を誇っていた。

			　盾役の戦士をもってしても抑えきれない破壊力と、二重影による同時攻撃。白兵戦闘に慣れていない魔法士など鎧(がい)袖(しゆう)一(いつ)触(しよく)だと確信していた。

			　その攻撃が避けられたのである。しかもデビットが攻撃する手段の少ない空中へと逃げられた。

			　衝撃を飛ばすなどの中距離攻撃もないではないが、それだけでは松田には通じまい。

			「――召喚(サモン)、ゴーレム」

			　デビットの前後に新たなゴーレムが召喚された。

			　しかも生命力の高いキマイラ型のゴーレムである。もっともゴーレムの生命力が高いかどうかはわからないが。

			「いったい、いつまで魔力が続くのだ？」

			　先ほどから松田は何体のゴーレムを召喚しただろう？　そしてどれほど制御し続けていることか。

			　そもそもゴーレム魔法というのは燃費がひどく悪いことで知られている。

			　これほどポンポン召喚するものもないし、さらには十分以上も継続で複数を制御してるとか頭がおかしい。

			「まだ一割も使ってないんですがそれは」

			「なにそれ怖い」

			　デビットと松田では常識が違う。松田はあくまでも自分が軍団規模でゴーレム制御できるのを隠して手加減している。

			　たかが五体程度制御するのは遊びも同然、なんら負担となるものではない。

			　器用にキマイラの尻尾(しつぽ)と爪の攻撃を避けながら、デビットは反撃の機会を探った。

			「――まずい」

			　あと少しで二重影のスキルの効果が切れる。それに開始からいくつものスキルを連打して残る魔力も三割を切っていた。

			「もしかして時間切れですか？」

			「いやいやいやいや！　この程度、歴戦の私には危機のうちにも入らないぞ？」

			　と言いつつも事態を打開する手段を都合よく思いつけるはずもない。

			　ようやく余裕を無くし始めたデビットに、松田は意地の悪い笑みを浮かべた。

			「ちょっと本気出しますよ」

			「はああ？」

			　キマイラだけなら二重影が解除されてもなんとかなる。

			　しかしここに来て槍騎士ゴーレムの追加は厳しかった。もう一度二重影を発動するとしても、これではじり貧だ。

			「岩槍(ロツクランス)」

			「……やめてください。死んでしまいます」

			　二重影の時間切れまで一分を切ったところで、松田は数百本にも及ぶ岩の槍を空中に浮かべて待機する。

			　キマイラに騎士ゴーレム、そして味方ごと殲(せん)滅(めつ)するつもりで岩槍を雨のように降らされたら、さすがのデビットも無事にはすまない。

			　というより普通に死ぬだろう。

			「探索者タケシ・マツダを宝石級探索者と認める。……君の勝ちだ」

			　使い捨てにできる汎用性の高いゴーレムが、これほど実戦で手ごわいものだとは。

			　デビットは無意識に松田に感じていた重圧から、全身をぐっしょりと冷や汗に濡らしていたことにようやく気づいた。

			　だがそれは決して嫌な気分ではなかった。

			　

			　その後、松田に続きステラとディアナのランクテストも行われた。

			　どうやらデビットもディアナが人造人間であるとは気づいていないようなので、あえて指摘はしないでいる。

			　結果から言えば、松田と同じく本気を出せないといっても二人とデビットは相性が悪すぎた。

			　かろうじて善戦したのは速度(スピード)で対抗できたステラのほうである。

			　しかし人狼の力を解放できない以上、力負けしてしまうのはやむを得ない。

			　むしろ一矢報いるだけの戦闘センスがあることを喜ぶべきであった。

			　見事金級に認定されたステラに対し、ディアナは良いところがなかった。

			　完全な後衛型のディアナには、白(はく)兵(へい)戦闘に特化したデビットを防ぐ術がない。

			　松田とステラの前衛があれば、ディアナの火力は恐ろしい効果を発揮するのだが。

			「少し自分で自分を守る術を身につけておいたほうがいいぞ」

			　思わずデビットが心配してしまうほどあっさりと喉元に剣を突き付けられ、ディアナは屈辱に震えた。

			「く、屈辱です……」

			「わふぅ？　ディアナは銀級ですか？」

			「納得いきませんわっ！　かくなるうえは禁呪で一心不乱の大殲(せん)滅(めつ)を！」

			「――魔力供給カット」

			　そんな物騒な魔法をこんなところで使われてたまるか。

			「そんな……私の名誉がっ！　プライドが！」

			「これからレベル上げ頑張ろう、な？」

			　かつて世界を震撼させた絢(けん)爛(らん)たる七つの秘宝の首座、終末の杖の誇りは無惨な結果に終わったのである。

			「わふわふ？」

			「そんな目で私を見ないで！　同情なんていらないいいいいい！」

		

	
		
			　

			第八十三話　解けぬ因縁

			　

			「――宝石級の探索者が現れた？」

			　スキャパフローの王宮では、予期せぬ救世主の登場に歓喜したと言ってよい。

			　相変わらずコパーゲン王国は国境で不穏な行動を続けているし、一部は国境を越えてきたという報告もある。

			　デファイアント大山脈でも、何者かによる超高熱魔法が使用された形跡が発見されたらしい。

			　その威力は下手をすると伝説級に匹敵するようで、正体の確認が急がれていた。

			　この世界に伝説級の探索者はほんの一握りであって、そのほとんどは所在を知られている。

			　もし未知の伝説級が国内に入り込んだとすれば、その動向は国家の浮(ふ)沈(ちん)にかかわる問題であった。

			「このくそ忙しいときに……」

			　もっとも伝説級の探索者が協力してくれるなら、現在のフェイドルの迷宮で発生した混乱は、たちまち終息させてくれる可能性が高い。

			　ただし依頼料は莫大なものになるはずであった。

			「で？　見つかった宝石級の探索者とやらは使いものになりそうなのか？」

			　宰相のバッキンガム公は軽く首をかしげて答えた。

			「それがエルフと少女が二人ということで、いささか戦力としては疑問符がつくところです。しかしデビットが太鼓判を押すのですから、ある程度の期待はできるかと」

			「まさかその探索者がデファイアントの件に関係していないだろうな？」

			「ゴーレム使いということですし、少女二人は金級と銀級ですから、その可能性は低いでしょう」

			「気に入らんな。よりにもよってエルフとは」

			　現状スキャパフロー王国にとって、宝石級の探索者は喉から手が出るほど欲しい。

			　しかしエルフに助けられるというのは、どうしても種族的嫌悪感が拭(ぬぐ)えなかった。

			「エルフといえば、先日ドルロイの奴が弟子にした男がおったろう？」

			「そういえばそうでしたな……」

			　五槌でも筆頭格であるドルロイが弟子をとるのは極めて珍しいことだ。

			　その弟子というのがエルフであるということで、ドワーフ評議会は蜂の巣をつついたような騒ぎとなった。

			　王国としては優秀な鍛(か)冶(じ)師であるドルロイにはもっと多くの弟子を取り、その技術を次代に伝えてほしい。

			　どうしてエルフなどを弟子にする必要があるのか。

			　評議会どころかドワーフという種族全体を敵に回しても、ドルロイは敢然とエルフを弟子にすると主張した。

			　もしそれが受け入れられないならば、王国も五槌も捨て、一介の鍛(か)冶(じ)師として二度と戻らない、と。

			　過日の戦争以来、ドルロイが自分の技術を外部に伝えることに忌避感を覚えていることは知る人ならば知っている。

			　そもそも彼がマクンバの街で生活するようになったのも、より強力な武器を貴ぶスキャパフロー王国の気質に嫌気がさしたということが大きい。

			　下手をするとドルロイは本気で国外に亡命し帰ってこない可能性があった。

			「誓ってこれは我らドワーフのためとなることである」

			　どうしてエルフを弟子にすることがドワーフのためになるのか、ドルロイは黙して語らなかったが、ドルロイほどの男が鍛(か)冶(じ)神に誓った以上、その言葉を疑うことはできない。

			　条件つきでそのマツダというエルフの弟子入りは認められた。

			　その条件が、ハーレプストによる監視である。

			　実はハーレプストは刺客としての使命も帯びていたのである。「もしマツダがドルロイの弟子として相応しくなければ、殺すことも視野に入れる」――松田が彼と分野を同じくする心の病を患っていたのは幸いだった。

			　単純に松田の能力だけを知ったならば、ハーレプストは松田を危険視して殺していたかもしれなかった。

			　まさかハーレプストがそれほどの覚悟をもってマクンバを訪れていたとは、松田もドルロイも想像だにしないことであった。

			「ハーレプストから、その後連絡は？」

			「特にはありませんな。腕のよい弟子になりそうだとは言っておりましたが」

			「……まあ、よい。今はそのエルフに構っている余裕はない」

			　問題は国境の緊張への対策と迷宮の正常化だ。

			　どちらも一刻も早い対応が求められていた。

			　国境は一段と緊張が増し、コパーゲン王国がいつ越境してくるかしれないし、迷宮も噂が諸外国に広まり始めている。

			　正常化できたとしても、探索者が戻ってきてくれなくては迷宮の収益は回復してくれないのだ。

			　フェイドルの迷宮は十分に探索者にとって魅力的な迷宮である、ということを、諸外国にまで周知する必要があった。

			　そのためには、可能ならあと一週間のうちには正常化を成し遂げたい。

			　国外に出た探索者を呼び戻すには、あまり長い時間を経過しないほうがよいのである。

			「――陛下」

			「なんだ？」

			　侍従の一人が口を挟んできたことで、機嫌悪そうに国王ジョージは眉をひそめた。

			　何もかもがうまくいかないこの現状で、さらに問題が増えるような嫌な予感がしたのだ。

			「それが、マクンバを治めるノリス伯爵より問い合わせがまいりまして、なんでも迷宮の氾濫から街を救った英雄がそちらに向かった可能性があるゆえ確認を願いたい、そして願わくば英雄をマクンバで顕(けん)彰(しよう)するため、お引き渡しいただきたい、と」

			「迷宮が氾濫した？　そのような報告は受けておらんぞ？」

			　迷宮の氾濫となれば国際的な関心事であり、大災害とみなすべきであった。

			　その割にはマクンバからの通商が停止したという噂も報告もない。

			　もっとも大規模な氾濫が起きた際には、一国そのものが滅亡したケースもあるのである。

			　そんな一大事が周囲に漏れないはずがなかった。

			「どうも短期間に終息したらしく、マクンバではほとんど人的被害も出ていないとのことでして」

			「人的被害がない？　迷宮の氾濫で？」

			　侍従の言葉に激しく反応したのは宰相バッキンガム公のほうであった。

			「その迷宮氾濫の規模は小さかったのではないのか？」

			「いえ、ノリス伯爵の言葉が真実であれば、その規模はパラザードの氾濫に匹敵した、と」

			「馬鹿な？　あの氾濫は一万人以上の被害を出した大災害なはずだぞ？」

			　三つの街と八つの村を壊滅させたパラザードの氾濫は、ちょうど戦後復興から間もないこともあって、バッキンガム公の記憶に鮮明に残されていた。

			　それがたかが地方領主にすぎぬノリスが単独で短期に鎮圧するなどありえない。

			　あれは国家が総力を挙げて対応すべき脅威なのである。

			「その英雄というのは……？」

			　我知らず、ごくりと生唾を飲み込む音が、静寂に満ちた室内に響き渡った。

			　その音を誰が発したのか、気にする余裕さえなかった。

			「それが……にわかには信じられぬことですが――見た目は二十代ほどの、優男のエルフである、と」

			「なんだとっっ？」

			　偶然が二つ重なることはある。しかし偶然が三つ重なったらそれは必然だ。

			　長く権力の座にある国王と宰相は一瞬で視線を交わし、互いに頷きあった。

			「ただちに宝石級に認定したというエルフを連れてまいれ！　くれぐれも丁重に、だ！」

			「御意！」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　リノアがスキャパフローに到着したのは、松田に遅れること一日ほどであった。

			　それでもろくな準備もなく、たった一日の遅れで到着できたのは、リノアが体力と悪運に恵まれていた証であろう。

			「確かこの宝石を両替商に持ち込めと言ってたわよね……」

			　リノアの手に握られているのは、デファイアント大山脈で偶然助けた商人アランから手渡されたものだ。

			　虎の子のポーションを使用して救われた命の対価として、金貨百枚が多いのか少ないのかはわからない。

			　しかしほとんど身一つで故国を脱走してきたリノアにとっては、宝石より遥かに貴重なものであった。

			「本当はすぐにでもあの疫病神をぶち殺しに行きたいけど……」

			　いつの間にか松田への名称が疫病神に決定したようである。

			　彼女にとって、松田という存在こそが今の苦境をもたらした元凶だということなのだろう。

			「あ、あった！　あれね！」

			　慣れぬ街をさまよい、ようやく両替商を見つけたリノアのお腹が、可愛らしくクウ、と音を立てて鳴った。

			　思わず赤面してリノアは周囲をきょろきょろと見回す。最後の二日は食糧が尽き、ろくなものを口にしていない。

			　ようやく腹いっぱい食事がとれると思えば、お腹の一つも鳴ろうというものだ。

			「これも全部あいつのせい……！」

			　理屈ではなく感情によって、リノアは松田に対する理不尽な怒りを募(つの)らせていった。

			　もっとも、身体は正直で本人も無意識のうちに、両替商へと向かう足は小走りに近くなっていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――間違いない。アランの宝石為替だ」

			「当たり前よ！　私が偽物を出すはずがないでしょう！」

			「そう言うな。金貨百枚なんて大金を渡すんだ。念入りに確認するのは当然だろう」

			　白い石灰をふんだんに塗り、眩しいほどに光り輝く両替商のなかでは、頭頂部の禿げ上がった初老の男が苦虫をかみ潰したような渋面をしている。

			「何よ！　私に限って疑いなんてあるはずがないでしょう？」

			　一事が万事この調子というか、リノアは正義である自分が疑われるということにひどくプライドを傷つけられたらしく、先ほどからずっと文句をつけていたのである。

			　ようやく鑑定が終わった男は金貨百枚の入った袋を乱暴にリノアの前の卓に叩きつけた。

			「お目当てのものはこれだろう？　間違いなく金貨百枚ある。しっかり確認してくれ」

			「私はあなたと違って疑い深くないから別に必要ないわ。それじゃ、いただいていくわよ？」

			「とっとと持っていってくれ！」

			　うんざりしたように男は肩をすくめた。これが最近やり手として名の通り始めたアランの客でなければ、少々手荒いことになったかもしれなかった。

			（あのアランがどうしてこんな女に関わったのかは気になるところだがな）

			　アランはいろいろと後ろ暗い噂のある男でもある。

			　もしかしたら目の前の女は、そんなアランの隠された一面を暴き出すことができる可能性があった。

			　――ほんの数瞬、男は考えたがすぐに頭を振ってその可能性を打ち消した。

			（地雷に手を出すのは愚か者のすることだ。こっちが利用するつもりでも、必ず災厄の巻き添えにする。あれはそういう性質の女だ）

			　伊達に長い人生経験は積んでいない。

			　男は正確にリノアの本質を察知し、近い将来における危機から遠ざかることに成功した。

			　

			「さて、まずは……」

			　どこで腹ごしらえをするべきか、飲食店を物色するリノアに近づく影がある。

			「失礼、リノア様でいらっしゃいますか？」

			「誰よあなた？」

			　胡乱な目でリノアは男を睨みつけた。

			　年の頃は四十代も半ばというところだろうか。品のよい服を身に着け、雰囲気は温厚そうな紳士である。

			　しかしこのスキャパフロー王国に知り合いがいないばかりか、リュッツォー王国から逃亡してきたリノアにとって、突然話しかけてくる男など警戒の対象でしかない。

			「これはお気を悪くさせてしまいましたか。私の名はモルガン。アランの番頭を務める者です。主人より貴女の手助けをするよう仰せつかっております」

			　正確には松田への嫌がらせに手を貸せという伝達を受けたのだが、もちろんそんな真実をリノアに話す気はない。

			　精々道化役を演じてもらって、松田の邪魔をしてくれればよいだけなのだから。

			「あら、気が利くじゃないの。さっそく役に立ってもらおうかしら」

			　どんな思惑があるにせよ、リノアの態度は何ひとつ変わるものではなかった。

			　それが当然のものであるように受け入れると、リノアは愉快そうに笑った。

			「私のできることでございましたら」

			「簡単なことよ。この街で一番美味しい店に案内なさいな」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「で、どうしてるの？　あいつら」

			「それがどうも国王に謁見を賜るということで……」

			「何よそれっ！」

			　リノアはいきりたってドンとテーブルに掌を叩きつけた。

			　自分は王国を追われ、先祖代々の騎士という地位も失くしたというのに、どうして松田ばかりにそんな栄誉が与えられるのか。

			「なんでも宝石級の探索者として認定を受けたらしいですし、今は王国の迷宮もあんな有様ですしね……」

			　モルガンはゆっくりと頭を振って、激高するリノアをやんわりと止めた。

			「あんな有様ってなによ」

			　松田に対する憤(ふん)懣(まん)は残るものの、ついつい気になる話題にリノアは食いついてしまう。

			「現在王国の誇るフェイドルの迷宮は開店休業状態だということです。急に出現した魔物を駆(く)逐(ちく)できないため、より強力な探索者が求められています」

			「スキャパフロー王国も大したことないわね。あいつが宝石級に認定されるくらいだから、よほど人材不足なのよ」

			　宝石級探索者ともなれば、その扱いは貴族に準ずるほどのものとなる。

			　マクンバでは英雄に近いリンダが金級探索者であることを考えれば、その強さと影響力がわかろうというものだ。

			　その宝石級探索者に松田が認定されたという事実は、リノアにとって不快そのものであった。

			「彼の師匠ドルロイが五槌として、この王国で非常に敬われる立場であることも原因なのでしょうが……」

			　モルガンには珍しく歯切れの悪い口調であった。

			　彼としてもアランの指示とはいえ、松田がこれほど厄(やつ)介(かい)な相手だとは思っていなかったのだ。

			　だからこそ目の前の女(リノア)にリスクを背負ってもらう必要がある。

			　あくまでもモルガンはリノアの協力者でありながら、正体は決して明かさず、いつでもリノアを切ることができる存在でいるつもりであった。

			　そんなことは露(つゆ)とも知らないリノアは、憤(ふん)懣(まん)やるかたなくモルガンに食ってかかった。

			「私はあいつを許すつもりはないわよ？　たとえ国王が庇(かば)おうとしてもね」

			　ただでさえリノアは独善的な傾向があったのが、自分を縛る騎士という地位からも解き放たれてしまった今、もう彼女を止められるものは何もなかった。

			　ひたすら自分の信じる正義のために邪魔なものを排除するだけである。

			　あまりに危険すぎる性格だが、同時に利用するものとしては、これほど操りやすい女もいないであろう。

			「しかし正面から仕掛けるのは得策ではありませんぞ？　彼の味方は多いし、その戦力は決して侮れるものではありません」

			「……あいつの力なんかじゃないわ」

			　リノアとしては直接松田に打ち負かされたという認識はない。か弱い外見のステラを相手に油断しただけ、というのは彼女にとっては真実だ。

			　だがステラ一人とっても強敵である、ということはかろうじてリノアも認めざるを得なかった。

			　実際のところ松田とステラ、ディアナの三人に挑むにはリノアはあまりに弱すぎる。それは素人であるモルガンの目にも一(いち)目(もく)瞭(りよう)然(ぜん)であった。

			　なんの工夫もなくリノア一人で突っ込めば、たちまちのうちに返り討ちにされてリノアは終わる。

			　国外逃亡して後ろ盾もない以上、再起することも不可能に近いはずであった。

			　そうなってはモルガンも協力する意味がない。

			「残る二人の少女も金級と銀級に認定されたようです。油断は禁物ですぞ？」

			「そこをなんとかするために、あなたがいるんでしょ？」

			　ごく当たり前のようにモルガンに面倒を任せる気満々のリノアに、さすがのモルガンもイラッと来るが顔には出さない。

			　目的のためには、リノアがこうして決定権をこちらに委(ゆだ)ねるという過程が必要なのだ。

			「――まずはリノア様にも探索者として登録してもらわなくてはなりません」

			「迷宮に入るにはそうするしかないんでしょ？　わかってるわよ」

			「これはおみそれいたしました」

			　密かに本気でモルガンはリノアがすんなりと受け入れたことに驚愕した。

			　どこまでも自分勝手な女ではあるが、その基準が適用されない部分では存外素直で有能なところがある。ただその基準の線引きが理解できないということが問題だった。

			「我々もあの迷宮に関しては伝手がないというわけではありません」

			　むしろ探索者はモルガンにとって上客であり、豊富に情報が入っている。

			　なかには金で重要な情報を売ってくれる者もいた。

			　モルガンの脳内には利用できそうな情報がすでに二、三ほど思い浮かべられていた。

			「迷宮という場所は特殊な環境でございまして、不測の事態が起きるなどということは日常茶飯事なのですよ。腕のよい探索者が性質の悪い罠(わな)にかかって命を落とすことも多いようです」

			「そう、それはご愁傷様」

			　おおよそモルガンの言いたいことを察してリノアは嫣(きよう)然(ぜん)と微笑んだ。

			「でも覚えておいて。私はあまり我慢強い性格じゃないの」

			　何もかもこちらを頼りきるつもりのくせに大口を叩くな、と心の中で叫びつつ、モルガンはにこやかに笑う。

			「旅館はこちらで手配しております。そこで朗報をお待ちくださいませ」

		

	
		
			　

			第八十四話　フェイドルの迷宮

			　

			「今日もキリがねえな」

			「あの白狐が来ないだけでもよしとしなきゃいけねえだろうよ」

			　うんざりするほど大量の灰色狼を倒しながら、ベテランの探索者である二人は顔を見合わせて苦笑した。

			　すでに長いことフェイドルの迷宮で活躍する金級探索者である二人だが、あの狂気の白狐には勝てる気がしない。

			　そちらは悪いがなんとか騎士団に頑張ってほしいというのが本音である。

			「やりきれねえぜ、まったく」

			　剣を払うようにして、男は無造作に灰色狼を斬り伏せるが、まるで幻であったかのように姿が消えうせるだけで、何の痕(こん)跡(せき)も残さない。

			　魔石を収入源とする探索者にとって、これは思っている以上に精神的にダメージが来るものだ。

			　王国によって日当が保障されているとはいえ、金級探索者の二人にとっては、迷宮が正常であった頃の稼ぎに比べれば収入が半減したに等しかった。

			「いったいいつになったら攻略を進められるんだ……」

			　もしいつまでも攻略のめどが立たないのであれば、最悪迷宮を移ることも視野に入れなくてはならない。

			　このフェイドルの迷宮で一人前になった二人である。できることならそれは避けたい。ここで探索者として攻略を成功させたいという思いはある。

			　しかし探索者としての本懐はあくまでも迷宮の攻略である。

			　忸(じく)怩(じ)たる思いを抱きながら、二人の探索者は剣を振るい続けるのだった。

			　

			「グギギギギギ……トオサナイ、ヌシサマメイレイ」

			「出たな！　白い悪魔め！」

			　明らかに狂気を宿した純白の狐が、全身から橙色の炎を発しながら騎士団に襲いかかる。

			　王国の盾として訓練を積み上げてきた精鋭である彼らも、対人戦闘ではなく魔物が相手となると勝手が違う。

			　すでに幾度となく煮え湯を飲まされてきた彼らであるが、ようやくにして白狐の襲撃に対応しつつある。

			「いつまでも好きにはさせんぞ！」

			　白狐が襲いかかってきたと同時に、騎士たちの頭上に不可視の魔力の網が展開された。

			「いまだ！　槍隊進めえええ！」

			「おうっ！」

			　魔法士の精鋭が念入りに構築した捕獲用魔力網である。わずかな時間であっても白狐の動きを止めることができれば所詮は狐、防御力はないに等しい。

			「アマイ、テンシンドウノオアゲヨリアマイ」

			　愁眉を開いた騎士団をあざ笑うかのように、白狐は甲高くコーンコーンと鳴いた。

			「負け惜しみをっ！」

			「コンナクサイワナニカカルキツネハイナイ」

			　あっと叫んだときにはすでに白狐は魔力網ごと爆発して、まさに槍先をそろえて突撃せんとしていた騎士たちの頭上に炎となって降り注いだ。

		

	
		
			[image: p218.jpg]
		

	
		
			　それは決して致命傷ではなかったが、少なくない混乱を騎士団にもたらした。

			　それを見逃す白狐ではない。

			　後方で罠(わな)を構築していた魔法士の幾人かが白狐の魅了に操られて味方を攻撃し始めた。

			　こうなってはもう収拾がつくはずもなかった。

			　損害がいつもより少ないことが、まるで遊ばれているように感じられるほどであった。

			「くそっ！　悪魔め、地獄に落ちろ！」

			「コンコン！　オトトイオイデ！」

			　白狐は愉快そうに笑い、真っ赤に燃えるような目を細めた。

			「ギギギ……ヌシサマ……メイレイハタス……」

			　首をおかしな方向に傾げた白狐は、一斉に撤退する騎士団を追撃しようとはせず、虚空を見つめていとおしそうに再び甲高く鳴いた。

			　白狐の美しい毛並みは絹のように滑らかな光沢を放っている。しかし注意してみれば、ところどころに痛々しい傷跡が残されていることがわかるだろう。

			　特に下腹部についた傷は深く、このまま放置しておけば白狐の生命すら危うく思える。

			　そんな痛みすら感じられないとばかりに、白狐はどこにともなくコンコンと鳴き続けるのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「またダメだったか」

			　いつものように騎士団の敗北の報告を受けた国王ジョージは怒りを通り越して呆れたかのように呟いた。

			　被害は少ないとはいえ、塵も積もれば山となる。これ以上の損害は王国の戦力低下を招きかねない。

			　かと言って今騎士団を迷宮から撤退させるということは、迷宮の正常化の放棄に等しかった。

			　今回は魔法士を各方面から引き抜き、数をそろえたので、多少なりとも期待する部分もあったが、やはりダメだった。

			　あの化け物が積極的に騎士団を殲(せん)滅(めつ)しようとすれば、はたしてどれほど被害が出るか想像もつかない。

			「報告では化け物は魔力が臭い、と発言していたようです。もし事実なら魔力を用いた罠(わな)は役に立たぬかもしれません」

			「これ以上の犠牲はさすがに看過できんぞ？　騎士団とて無料(ただ)で働かせているわけではないのだ」

			　精鋭として育てた騎士の育成費用、動員する規模に応じた資材、食糧、その他の経費。

			　その費用がなんら得るものなく消費されていくのだ。ジョージが怒るのも当然であった。

			　非常時に公務員が無給でボランティアしていると思ったら大間違いだ。

			　実は手厚い手当が出ていて、蓋を開けてみたら予算を超過するほどの人件費がかかっていたりする。

			　それはともかく、成果が出ないことにいつまでも予算を費やすほど、スキャパフロー王国は潤沢ではなかった。

			「やはり化け物には探索者、ということになりますか」

			「――件(くだん)のエルフだが、マクンバのノリス伯爵には入国者に該当人物はいないと言っておけ」

			「御意」

			　本来なら国際紛争を覚悟してまで、他国の要請をむげにすることはありえない。

			　しかし現状では迷宮の正常化にもっとも期待できそうなのは、「迷宮氾濫の英雄マツダ」であるのは明らかであった。

			　この戦力をみすみす他国に譲り渡すなど思いもよらない。

			　まして松田は五槌ドルロイの弟子。リュッツォー王国などより、よほどスキャパフロー王国に相応しい。

			「さて、どうしたものかな」

			　ジョージに回答を求められていることを察した宰相バッキンガム公は、目を閉じて顎髭を撫ぜる。

			「――実はもうひとつ気になる情報が」

			「どうした？」

			「コパーゲン王国の不審な動き、その原因をようやく掴みかけておりまして」

			　両国の国境で兵を動かし、一触即発の状況に追い込むような原因がはたしてなんなのか。

			「まさか迷宮でも氾濫したか？」

			　隣国のリュッツォー王国で迷宮が氾濫し、今スキャパフロー王国で迷宮が使用不能に追い込まれている。コパーゲン王国でも何かないと不公平というものだ。

			　ジョージはそうした冗談を吐いたつもりであった。

			「当たらずといえど遠からず――ですな。コパーゲン王国の迷宮の下層で大規模な爆発があり、下層の魔物が大幅に増殖して一時閉鎖に追い込まれているという情報が入りまして」

			「余は冗談で言ったのだがな」

			「私も冗談であってほしかったと思っています」

			　ほぼ同時期に三か国で迷宮に異常が発生するなどありえるだろうか。

			　否、断じて否。

			　日々の生活に追われる平民ならいざ知らず、王国を担う為政者がそんな楽観的な希望を持つことなどありえなかった。

			「――その爆発、人為的なものか？」

			「リュッツォー王国が血眼になって探している男で間違いはないかと。その男の名はリアゴッド。黒髪のエルフです」

			「――黒髪のエルフ？」

			「時期的に同一人物であるとは思えませんが、いささか気になりますな」

			「むう……」

			　思ったより面倒なことになった。

			　ジョージは松田を王国の懐に入れることを躊(ちゆう)躇(ちよ)せざるをえなかった。

			　できれば迷宮攻略後はスキャパフロー王国に仕官してくれることを望んでいたのだが。

			「となると迷宮に入れるのもまずくはないか？」

			「――首に鈴をつける必要がありましょうな。場合によっては処分することも検討しなくてはなりますまい」

			「いらぬ敵を作ることは許さんぞ？」

			　ジョージは冷たい視線をバッキンガム公に向けた。

			　後ろ暗い手も必要であることは承知しているが、下手に松田を敵に回してしまうと取り返しのつかないことになる予感がしたのである。

			　疑念があるとはいえ、松田が王国にとって有為の人材となる可能性が消えたわけではないのだ。

			「無論、王国にとって不利益な真似をするつもりはありませんよ？」

			　あくまでも宰相は囁(ささや)くだけでいい。

			　勝手に自分に都合の良いように忖(そん)度(たく)してくれる連中には不自由していないのだから。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　松田が国王に謁見するよう呼びつけられたのは、それから数時間後のことであった。

			「よくぞ参られた。貴殿は我が王国で唯一の宝石級探索者である。期待しておるぞ？」

			「過分なお言葉を賜り恐(きよう)懼(く)の極みにございます」

			　松田の真似をするように、ステラとディアナもペコリと頭を下げた。

			　表情こそ幼いが、二人の愛らしい少女を連れた松田に対する警戒心は大幅に緩和されている。

			　むしろ好感を抱いたと言っても良い。なぜなら――。

			「実に美しい従者を持たれておる。さすがはドルロイの弟子というところかな」

			（おい、おっさん、それはどういう意味だ？）

			　と突っ込みたいのを松田は懸命に我慢した。言葉の内容がどうあれ、相手はこの国の最高権力者なのである。

			「エルフにもドワーフの審美眼がわかる者がいたとは！　そう思わんか？　宰相」

			「まことにお美しい幼女。このバッキンガム感服仕(つかまつ)りました」

			「幼女！　今、幼女って言った！」

			「気のせいでございましょう」

			　ニヤリと目を細めて宰相は明後日の方向を向く。

			　なんということだ。ドワーフというのはロリの巣(そう)窟(くつ)なのか？　絶対に俺は逃げ切って見せるからな！

			　松田がそんな決意を新たにしていることなど露知らず、国王と宰相はしきりと頷き合っていた。

			「さて、知っているとは思うがフェイドルの迷宮は厄(やつ)介(かい)な化け物によって事実上使用不能となっている。探索者にとって旨味の少ないことになろう」

			　事実そのために多くの探索者が離れていった。当初は宝石級の探索者も攻略には参加していたのだ。

			「――が、唯一の宝石級探索者には余としても配慮せざるをえん。ましてそれがマクンバを迷宮氾濫から救った英雄とあってはな。余のできる範囲でなら、なんなりと望みをかなえよう」

			　親し気に話すジョージであるが、その双(そう)眸(ぼう)は油断なく松田の一挙手一投足を観察している。あえてマクンバのことを話したのも、松田の反応を見るための餌(えさ)であった。

			「いえ、特別扱いしていただく必要はありません。フェイドルの迷宮に潜るのは、わが師より賜った恩試を果たすため。お気遣いは無用にございます」

			「ほう……無欲よな」

			　ジョージは松田の反応に内心で唸りたかった。他愛のないような言葉の応酬に見えるが、実は非常に高度な駆け引きがなされている。

			　ジョージは松田を英雄として高く評価し、王国として歓迎すると水を向けたのに対し、松田はドルロイやハーレプストとの絆を強調してジョージから恩を売られることを避けた。

			　どうやら松田を利で釣ることは難しいと悟らせると同時に、師匠の不名誉となる行動はとらないと明言したのである。

			　ジョージは松田の評価を大幅に上方修正した。女性の趣味といい、探索者にしておくにはもったいない人材であった。

			「それでは無理にとは言うまい。貴殿の力でどうかフェイドルの迷宮を解放してほしい。期待しておるぞ」

			　おそらくは松田は信義を重んずるタイプだ。ここで結論を急ぐのは悪手であるとジョージは考えた。関係改善の機会はこの先いくらでも作れるはずであった。

			「――話は変わりますがマツダ殿にお聞きしたいことが」

			　これまで控えていた宰相が口を挟んできたのはそのときである。

			　宰相は国王ほどに松田に対して警戒を解いていない。同時多発的に迷宮で異常が発生しているだけでも怪しいのに、ともにエルフが暗躍しているのが偶然とは思えなかったのである。

			「その件の白狐のことなのだがね。優秀な探索者であるマツダ殿なら、何か心当たりがあるのではと思ってね」

			「なるほど――残念ですが初めて潜る迷宮の魔物ですので正直何とも言えません。ただ、ディアナが白い狐を使い魔とする魔法士を見たことがあるくらいで」

			「使い魔……するとこの異常はさらに黒幕がいると？」

			「件の白狐が使い魔であるならば、そういうことになるでしょう。不確定で申し訳ありませんが」

			「いやいや、貴重なご意見をいただいた。参考にさせてもらうとしよう」

			　重々しく頷く宰相であるが、腹の内ではまったく別のことを考えている。

			　それは松田が何かを隠しているという確信であり、王国の飼い犬にはならないという推定であった。

			　現状を打破するには良いが、松田の思惑が王国に仇(あだ)なすのではないか、と宰相は疑念を抱いたのである。

			（これはやはり手を打っておくべきだな）

			　他国者でエルフである松田など、迷宮が正常化された暁(あかつき)にはどうなっても知ったことではない。

			　王国にとって不利益になる人物なら、消えていなくなってくれたほうがよけいな手間がかからないのだ。

		

	
		
			　

			第八十五話　策動の迷宮

			　

			「よくぞ参られました、マツダ様」

			　フェイドルの迷宮の入り口には、先日迷宮管理所で受付をしていたミネルバが居ずまいを正して待っていた。

			「なんだか感じ、変わってません？」

			「宝石級の探索者に同じ対応はとれません。過日の無礼をお許しください」

			　宝石級以上の探索者は、ある種の特権階級であるらしい。特にこのスキャパフロー王国ではその傾向が顕著なようだ。

			「それでは迷宮に入る前にご説明を申し上げます」

			　こほん、とミネルバは咳払いする。できるキャリアウーマン風なミネルバがやるとなかなかに様になるものだ。

			「まずこのフェイドルの迷宮は平原型、森林型、ダンジョン型で構成されています。最初の百階層までは平原型で広大な空間から長時間の連続戦闘を強いられます」

			　ランクテストでデビットから聞いた通りである。騎士団が力を発揮できているのも平原型だからで、これがダンジョン型であれば騎士団はより消耗を強いられていただろう。

			「攻略した階層は入り口の魔力登録を操作すればスキップすることができます。必ず登録してから攻略を開始してください」

			　なるほど、そのあたりはマクンバとは違うな。ふと松田はマクンバで苦戦したシトリとの対決を思い出した。

			　白狐があれより強敵だとすれば、決して侮れない。それどころか命の危険を覚えるほどであった。

			「現在平原エリアは王国騎士団と探索者がほぼ制圧を完了しております。ですが百階層から先、白狐の壁をどうしても乗り越えることができません」

			「初歩的なことをお聞きしますが、白狐を倒さなくては先に進めないのですか？」

			　エリアボスであればボスを倒さなくては先には進めない。しかしディアナの言う通り白狐が使い魔であるのならば、放っておいても先には進めるはずだ。はたして、ミネルバの答えは松田の想像の通りであった。

			「白狐はイレギュラーで、実際百階層以外にも出現します。おそらくは先に進んでも問題はないでしょう。ですがあの化け物を無視して進むのは無謀です！　騎士団が総がかりでも排除できないんですよ！」

			「ああ、選択肢のひとつとして聞いてみただけだよ」

			　そう言いながらも松田はなんとか白狐を突破して、自分のペースで戦いたいと考えていた。

			　ほぼ間違いなく、王国は松田がマクンバの英雄と知って、その能力を監視しているに違いないからだ。

			　全開のゴーレムマスターの力を彼らに見せるのは危険であると、松田は考えていた。

			「大丈夫！　ステラにお任せなのです！　わふ」

			「お父様！　私が殲(せん)滅(めつ)しますから！」

			　まったく、お前らといると、ことの深刻さを忘れるよ。

			「……これは私の勝手な独り言と認識していただきたいのですが……」

			　ミネルバは視線を明後日のほうに向けて小さく呟いた。

			「――王国も一枚岩ではありません。私の知らないところで動いている勢力がいます」

			　顔を伏せ、声を潜めてミネルバは続ける。

			「実は昨日から管理所内で独自の動きをする者が出始めていて、今日も特例で登録された探索者が複数迷宮入りしています。どの筋かはわかりませんが、十中八九、上の意向が働いているはずです」

			　国王のジョージは比較的温厚で国民の信望も厚いが、宰相のバッキンガム公はリアリストで氷の宰相などと恐れられているし、スペンサー伯をはじめ宰相をよく思わぬ貴族も多い。

			　この騒動を政治的に利用しようとする貴族がどこにいても不思議ではないのだ。

			「ありがとうございます。いずれにしろ誰かの手を借りるつもりはありませんので」

			　騎士団はもちろんのこと、同じ探索者とも共闘するつもりはない。

			　松田はステラとディアナだけでこのフェイドルの迷宮を攻略するつもりであった。

			「ご武運をお祈りいたします」

			「それでは行ってまいります。ミネルバさん」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「オマエタチシツコイ」

			　白狐は昨日よりさらに余裕のない声で、騎士団の前に立ち塞がった。

			「化け物め！　今日はいつものようにはいかん！」

			「グギギギ……オロカ……オマエタチデハムリナハナシダ」

			　心なしか白狐も何か予感めいたものを感じているのか、言葉に勢いがない。

			　それに勇気づけられるようにして騎士団は前進を始める。

			「なんとしても探索者が来る前に倒せ！」

			「騎士団の誇りにかけて！」

			「我が命、戦場に捧げん！」

			　要するに彼らとしては、ここまで犠牲を払った相手をぽっと出の探索者にさらわれたくない。

			　まして軍務卿であるスペンサー伯にも面子というものがある。他国からやってきたエルフに国が救われたなどということになっては、軍の威信に関わる問題だった。

			　そのため、今日の騎士団には次期将軍として将来を嘱望されたアルドバラ侯爵家の嫡男マイルズも参戦している。

			　歴史ある侯爵家の後継ぎとして、これまで投入を見合わせてきた虎の子だ。

			　もし彼が敗れるようなことがあれば、騎士団に残された戦力は将軍しかいない。

			「よいか！　今日という日は撤退の二文字は無きものと思え！」

			「おおおおおおおおおおっ！」

			　もはや損害には目をつぶり、兵の命をすり減らしても白狐を倒す。

			　その覚悟を漲(みなぎ)らせ、マイルズは指揮杖を振り下ろした。

			「――突撃！」

			　なんの工夫も感じられない歩兵の突撃に、白狐は鼻白む。この程度の攻撃が避けられないと思っているのならずいぶんと馬鹿にされたものだ。

			「炎壁(フアイアーウオール)！」

			　白狐を包囲するように巨大な炎の壁が出現する。

			　攻撃魔法を放っても当たらない。罠(わな)を仕掛けても見破られる。となれば最初から行動を封じるよりほかない。

			　費用対効果の悪いやり方だが、実際に白狐は困惑しているように見えた。

			「逃げ場はないぞ？　化け物！」

			「コザカシイ」

			　だが結果から言って、これは悪手であった。

			　白狐は主から与えられた命令を忠実に守っていたにすぎなかった。

			　だからこそ騎士団はこれまで少ない被害で見逃してもらえていたのである。

			　遊ばれていた、と言ってもよい。

			　だがこの瞬間から、白狐にとって騎士団は遊びの相手から、倒すべき明確な敵となった。

			　ようやく敵として認識された騎士団ではあるが、それは必ずしも彼らにとって幸福なことではなかった。

			「さあ年貢の納め時……どわあああああああ？」

			「ユルサヌ、ワガシメイヲオカスコト、ケッシテユルサヌ」

			　白狐がまさに雪のような純白の炎を発していた。その白という色に籠(こ)められた熱量を知っていた魔法士は驚愕に叫んだ。

			「いかんっ！　魔法障壁全開！」

			「ヌルイ」

			　百名近い魔法士が全力で展開する障壁が、白狐の炎の前にまるで紙のように溶かされていく。

			　いかに防御力に定評のある騎士といえど、あの白炎をまともに食らえばただでは済まない。

			「力を振り絞れ！　我々が食い止めなければ騎士団は終わるぞ！」

			「ぐううううっ！　これでもまだ押し負けるのかっ！」

			　かろうじて白炎と障壁は拮(きつ)抗(こう)しているが、障壁を構築する速度よりも溶ける速度のほうがわずかに早い。

			　このままではいずれ障壁は突破され、騎士団に決定的な破局が訪れるであろう。

			「た、対魔法防御！」

			　無駄とは内心で思いつつも、騎士たちは魔力付与された盾を並べ、訪れるであろう障壁の崩壊に備えた。

			　今日こそはこの白狐を倒すのではなかったか？

			　まさかここまで力の差があるなどとは思いもよらなかった。ここで自分たちが全滅してしまったら、王国の守りはどうなる？

			　様々な思いが去来しながらも、彼らは騎士として戦意だけは失わなかった。

			　――まさにそのとき。

			　

			「なんだ、そこで遊んでいるなら俺たちは先に行くぜ？」

			「ナンダト？」

			　

			　グリフォンゴーレムに跨(またが)った松田たちが、風を切って白狐の頭上を追い越していったのである。
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			◆　◆　◆

			　

			　ここで時間は少し遡(さかのぼ)る。

			　ミネルバとの会話の後、フェイドルの迷宮に足を踏み入れた松田は、数百はいるはずの探索者の姿が見当たらないことに気づいた。

			「もう先に行ったのか？」

			「……探査には誰もかかりません。お父様」

			　確かにわざわざ一階層をうろつく探索者もいるまい。そう思ったのだが、七階層まで降りても誰一人として遭遇しない。

			　それどころかまるで誰一人探索者など通らなかったかのように、灰色狼が群れをなして襲ってくるのである。

			　さすがの松田もこれが異常であることはすぐに察した。

			　どうやらこれも、先ほどミネルバが言っていた妨害のひとつなのだろう。

			　当初の予定ではすでに探索者によって灰色狼は排除されていて、松田は最短で白狐のもとへ辿りつけるはずであった。

			　それが現実にはまるで倒された気配のない灰色狼が迷宮内を闊歩している。

			　間違いなく松田に進んでほしくない人間の工作に違いなかった。

			「まあ、俺は別に急がなくても構わないんだが……」

			　松田としては特別スキャパフロー王国に対して義理はない。

			　王国がどんなに苦しんでいようと、松田はこの迷宮を攻略して、そこに隠されているであろう絢(けん)爛(らん)たる七つの秘宝を手に入れることができればよいのだ。

			　あえて嫌がらせのようにゆっくり攻略しても、松田は何一つ困らない。

			「それでも、それはしないのでしょう？　お父様」

			「うん、わかっているなディアナ」

			　社畜であった頃ならば触らぬ神に祟(たた)りなしを通したかもしれないが、この世界では我(われ)がままに生きると誓った松田である。

			　あえてリスクを負うつもりもないが、売られた喧嘩を黙って受け入れる気もない。

			「どうするですか？　ご主人様、わふ」

			「うん、ゴレームマスターをなめるなってところかな」

			　

			「――召喚(サモン)ゴーレム！」

			　

			　不敵に嗤(わら)って、松田はグリフォンゴーレムを召喚した。

			　このフェイドルの迷宮、特に平原型は破格に空間が広い。つまり飛行型の利点を生かす余裕がある。

			　そして決定的なのは灰色狼に空を攻撃する能力はないということだった。

			「さくっとショートカットさせてもらいますか」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ちょっと！　聞いてないわよ！　あんなのズルじゃない！」

			　隠蔽の秘宝(アーテイフアクト)で潜伏していたリノアは憤慨して立ち上がる。

			　通信用らしい秘宝が赤く明滅して言葉を発した。

			「どうした？」

			「あいつ、グリフォンのゴーレムで空を飛んでいっちゃったのよ！」

			「……なるほど、その手がありましたか」

			　盲点であった。

			　飛行の魔法を使う魔法士はそれなりにいるが、魔法士だけで突破しても後衛の魔法士だけでは戦えない。

			　騎士もいっしょに飛行させられるほどの魔法士はほんの一握りということで、これまで無視されていた手法である。

			　巨大なグリフォンを数体（と思われている）同時に制御できる松田であれば、一個小隊ほどは楽に随伴させられるだろう。

			　どこまでも規格外な男であった。

			「とりあえず追ってください。いくらあの男でも、白狐は簡単には突破できますまい」

			「本当に!!　この私が探索者なんてやってるのよ！　もしうまくいかなかったら呪うわよ！」

			「どうかご安心を。必ずやリノア様のご期待に添います」

			　もちろん、その結果リノアがどうなろうと知ったことではないが、少なくともリノアの希望のひとつは叶えられるだろう。

			　通信の秘宝の向こうで、男はうっそりと暗い笑みを浮かべた。

		

	
		
			　

			第八十六話　その名はクスコ

			　

			　次々と階層をグリフォンで飛び越えてきた松田が、騎士団と交戦中の白狐を飛び越えていったのは、まさにそんな瞬間であった。

			　今まさに傲慢な君主のごとく騎士団を蹂(じゆう)躙(りん)しようとしていた白狐ともあろうものが呆気にとられた。

			　空中を猛スピードで突破するという考えがそもそもなかったし、激戦をあっさりスルーされるとも思わなかった。

			「フザケルナ！」

			　侮られた。馬鹿にされた。何より大切な主の命令を一時とはいえ危うくされている。これを許せるはずがなかった。

			「コロスコロスコロス！　ニクヲムイテナベデニテミソデアジツケテクウ！」

			　妙に具体的なことを考えつつ白狐はもう騎士団には見向きもせずに踵(きびす)を返した。

			　それまで必死になって白炎を抑え込んでいた魔法士への負担が一気に消失する。

			　――が、とても追撃できるような状態ではなかった。

			　保有魔力の半ば以上を失っていた魔法士たちは、次々と脱力して膝をつき、またあるものは力尽きたように倒れ伏した。

			　誰もが限界まで力を振り絞っていた。

			　これまで被害が少なかったために、強敵とは思っていても恐怖の対象ではなかった。

			　それがどれほど致命的な誤りであったのか、彼らは身体で思い知らされていた。

			　あの白狐は迷宮の氾濫に匹敵する脅威――国家が総力をあげて対処すべき災厄級の脅威だった。

			　無念ではあるが、現在投入された騎士団の力では到底相手にならない。

			　もっと多くの軍勢と将軍の出馬が不可欠だ。それが軍事的に可能かどうかは別として。

			「――助かったのか？」

			　マイルズは茫然と呟いた。

			　白狐を取り逃がしたのではなく、助かった、と表現していることが、彼の本心を何より雄弁に物語っていた。

			「どうやら件の探索者が上空から白狐を突破していった模様です。そのため白狐が奴を追っていったものと」

			　部下からの報告を受け、マイルズは力のない視線を向ける。

			　騎士団としての役割を思うのであれば、当然白狐の後を追うべきだ。

			　そして探索者と協力して白狐を討伐する。

			　しかし魔法士たちが限界まで疲れ果てた今、騎士単独で戦闘を継続することは自殺行為だ。

			　現実とプライド、その狭間でマイルズは懊(おう)悩(のう)する。正確には懊悩していると自分に言い聞かせた。最初から結論など決まっていた。

			「貴重な騎士を無駄死にはさせられない。一度撤退して善後策を練る」

			「斥(せつ)候(こう)だけでも出しませんか？」

			「あの白狐を相手に戦力を小出しにして、生きて帰れると思うか？」

			「……無理がありますね」

			　どうせ情報を持ち帰れないのなら斥(せつ)候(こう)を出すだけ無意味である。

			「そういうことだ。あれは我々の想定を遥かに超える化け物だった。無策で命を捨てさせるわけにはいかん」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　怒り狂った白狐は松田の背後に追いすがった。

			　グリフォンにも勝る速度は、まさに電光を思わせる。

			　そしてただ追いすがるだけではなく、先ほどから白炎の攻撃を間断なく続けていた。

			「――召喚(サモン)ゴーレム！」

			「……ウザイ」

			　次々と召喚されるグリフォンゴーレムが障害となってなかなか松田に辿(たど)りつかない。

			　かといって無視するにはグリフォンゴーレムは強すぎる。

			　さすがの白狐も放置しておくわけにはいかなかった。

			　大迫力の松田と白狐の空中戦は、迷宮が森林型となった百五階層まで継続した。

			「……このあたりでいいか」

			　百五階層の森林には、ちょうど中央に広い空間がある。何より森林型になってから、空にも魔物が増えてきて地味にきつい。

			　それにここまでくれば騎士団や探索者が追いついてくるまで、かなりの時間が稼げるだろう。

			「――それで、どうだ？」

			　松田は背後で白狐を凝視し続けているディアナに問いかけた。

			「違和感はありますが間違いありません。あれは造物主様の使い魔の一、クスコです」

			　

			　平地へと着地し、新たに盾騎士を十体召喚する。グリフォンゴーレムは引き続き上空の警戒だ。

			　白炎が数発上空から降り注ぐが、盾騎士の巨大な盾がかろうじて凌(しの)ぎきった。

			　それでも魔力耐性の強いミスリル製盾騎士が一体使用不能になり、改めて松田は盾騎士を召喚する。

			「ユユユ、ユルサヌ！　ココデチリトナレ！」

			「待って、クスコ！　どうして貴女がここにいるの？　なぜ口調が変わっているの？　造物主様が亡くなったあと、何があったの？」

			　秘宝でしかなかったディアナたち絢爛たる七つの秘宝(ブリリアント・セブンス・アーテイフアクツ)は、造物主の死後、各国に分配されるまで倉庫で眠らされたままだった。

			　だが使い魔であったクスコたちは違う。

			　その後の情報をその耳で聴き、自らの意思で行動できたはずであった。

			「ググ……ワレヲソノナデヨブキサマハダレダ？」

			「絢爛たる七つの秘宝(ブリリアント・セブンス・アーテイフアクツ)の一、終末の杖(アポカリプス・コーン)ディアスヴィクティナよ！」

			「ディアナハソンナツルペタヨウジョデハナイ」

			「誰がツルペタよ！　誰がああああ！」

			　あっさりと現在の自分を否定されてディアナは泣き叫んだ。クスコの反応はディアナのもっとも痛い部分に突き刺さったのである。

			「氷雪の乱舞(ブリザード・ロンド)！」

			　数え切れぬ鋭利な氷の礫がクスコを襲うが、あっさりと炎の防御壁を築いてクスコはそれを防ぐ。

			「キガミジカク、スグニボウリョクニウッタエルアオリタイセイノナサハ、タシカニディアナニニテイル」

			「誰が煽り耐性がないですってえええええ？」

			「ソックリダ」

			「ディアナはいつもすぐに怒るですよ？　わふ」

			「ホレミロ」

			「お父様！　こいつらにまとめて禁呪の許可を！」

			「いいから落ち着け」

			　涙目で禁呪とかぶっぱなされても困る。ステラにまで煽り耐性のなさを指摘されたのが、そんなにつらかったか。

			　危うく自分も突っ込みそうであった松田は、空気を読んで黙っていてよかったと心底思うのだった。

			「も、もう！　そんなことはいいのです！　それよりどうしてクスコがここにいるんですか？　私たちと同じように旧王国に封印されたのですか？」

			「フウ……イン？　メイレイ？」

			　ディアナの問いにクスコの様子がおかしくなり始めた。正確には、もともとおかしかったものがさらに壊れ始めた。

			「貴女がここにいるのはライドッグ様のご命令ではないのですか？」

			「ヌシサマ……ライドッグ……ユルサナイ、コロスコロスコロスコロスコロス！」

			「洗脳？　いえ、洗脳ならここまではおかしくはならない。いったいクスコに何が……」

			「いいから下がってろっっ！」

			　松田が思索に浸るディアナを突き飛ばし、鋼鉄の壁を錬成する。

			「ソンナモノガッ！」

			　全身に超高熱の光を纏(まと)ったクスコは、鋼鉄の壁をまるで紙のように軽々と貫く。

			　――が。

			「イナイ？」

			　鋼鉄の壁の向こうにはすでにディアナの姿はない。地面を操作して地下から別な場所に運ばれていた。

			　鋼鉄の壁は防御のためではなく、目くらましとして使われたのである。

			「とはいえ、あんな簡単にぶち抜かれるとか、おかしいだろ」

			　松田のこめかみを冷や汗が流れて落ちた。

			　先ほどの白炎はなんとか盾騎士が受け止められたが、今の突撃を受け止められるかとなるとまったく自信がない。

			「クスコは神狐であると同時に火属性を極限まで強化されています。あの熱量を上回るには私でも禁呪を使わないと……」

			「厄(やつ)介(かい)な話だな」

			「シネエエエエエエ！」

			　再び突撃してくるクスコを霜の巨人(ヨツン)ゴーレムを召喚して防御するが、時間稼ぎにしかならない。

			　問題なのは、あの超高熱が攻撃だけではなく防御としても有効だということだ。

			　おそらく騎士ゴーレムのランスアタック程度では、攻撃が届くまでに溶かされて終わりだろう。

			　それでは魔法はどうか、というと松田の魔法は土魔法に特化された物理魔法なので、やはり溶かされて終わりである。

			　同じ理由でステラの白兵戦闘力も無力化された。

			　想像していた以上に凶悪な魔物が、クスコという存在であった。

			「大丈夫です。クスコの弱点は私が知っています」

			　古い盟友にして仇敵のことは、やはりディアナが一番よくわかっていた。

			「本来ここにお揚げがあれば一発なのですが……」

			「なにその下らない弱点？」

			　狐への進物といえば確かにお揚げは定番だが、この異世界でもそうなのか、それともクスコが特別なのか。

			「いかん、もう…か？」

			　早くも霜の巨人が突破されそうなことに松田は驚愕する。対クスコ用の切り札的なゴーレムであっただけに、続くゴーレムが咄(とつ)嗟(さ)に思い浮かばない。

			　残念ながらクスコとの戦闘に限っては、松田得意の物量戦術が通用しないのだ。

			「――召喚(サモン)ゴーレム！」

			　再び霜の巨人を三体召喚して松田はクスコを抑え込む。だがそう長い時間は保たないだろう。

			「お父様、クスコはお父様が土魔法に特化しているのと同じく、火に特化された神狐です。神狐としての身体能力と極限まで強化された狐火による攻撃を得意とします」

			「それは今実感しているよ！」

			　クスコの熱量もさることながら、恐ろしい速度と変幻自在の方向転換が対応を難しくしていた。

			　松田のゴーレムマスタースキルがなければ抑え込むことすら不可能に違いなかった。

			「わふ！　当たれええです！」

			　素手で白兵をするのを諦めたステラが、適当な石を投(とう)擲(てき)しているのが地味に効いている。

			　もしこれがなければ松田のゴーレムでもクスコを抑えることはできなかったかもしれない。

			「ナマイキナ！」

			　高熱で瞬時に石を蒸発させても、衝突の衝撃は完全には消せないようであった。

			　それを実現するステラの膂(りよ)力(りよく)はどれほどのものか、思わず背筋の寒くなる松田である。

			「ヌシサマノメイレイヲジャマスルヤツハシネバイイ！」

			　鬼気迫るクスコの様子にディアナは首をひねった。

			　おそらくはライドッグに秘宝の守護を命令されたのだろうが、これほど理性をなくすことはありえない。

			　もともとクスコは理性的で直情的な傾向のあるディアナにとっては苦手な相手であった。

			　相手に実力を発揮させることなく奇襲で勝つのがクスコの本領であり、今の力押しのような戦い方は彼女の本来のスタイルではない。

			　だからこそ今の限定されたディアナの力でも、クスコに勝てるとも言える。

			「悪く思わないでね」

			　正直なところ、クスコがライドッグの命令を守っているとするならば、それを破らせることに思うところがないわけではなかった。

			　そう考えたとき、いつの間にかディアナにとって、松田がライドッグよりも大事な存在となっていることに気づく。

			　もちろん契約の主であることも大きいのだが、それ以上に松田を優先したいという自分の意思が存在した。

			（だから貴女の望みには答えられないの、クスコ）

			　かつて肩を並べて（といっても当時のディアナに肩はなかったが）ともに戦った戦友に、ディアナは心の中で詫びた。

			「凍てつく聖域(フローズン・サンクチユアリ)」

			　火属性特化の使い魔としても、神狐という種族的にも、水属性は弱点である。

			　しかし現状のディアナの力ではクスコの炎を完封するとまではいかない。

			　だが、今のディアナは一人ではない。かつての仲間たちは誰もいないけれど、新しい仲間がいる。

			　ディアナの視線の意味をはたしてステラは誤解しなかった。

			「わふっ！」

			　初めてディアナが自分を頼ってくれた。

			　その事実にステラは無意識に口元が緩むほどの昂揚を覚える。

			「巨狼の牙(フエンリル・フアング)！」

			　野生の勘というべきか。

			　ステラにはクスコの魔力の源がその大きな尾にあることがわかっていた。

			　狙うはその付け根。

			　ステラは己の持つもっとも貫通力の高いスキルで、勢いよく大地を蹴った。

			「ギャアアアアアアアア！」

			　――耳を塞ぎたくなるような、まるで血を吐いているような絶叫が響き渡った。

			　同時に艶めいた純白の尾が、ゆらゆらと空中を揺れ、とさり、と大地に落ちて静止する。

			　急速に魔力を失ったクスコはそのまま空中を飛ぶことができず、痛みに悶(もだ)えながら地面へと降り立った。

		

	
		
			　

			第八十七話　新たなスキル

			　

			「オノレオノレオノレ！　コノカラダガホロビヨウトモケッシテサキニハススマセヌ！」

			「まだやる気なの？」

			　魔力を失った神狐など、もはや脅威ではない。

			　そもそも神狐の白兵戦闘力はないに等しいからだ。

			　これ以上戦闘を継続することは、クスコにとって自殺行為にほかならない。

			「イカセヌ！　ヌシサマノメイレイ！　オマエハヌシサマデハナイ！　カエレ！」

			「ク、クスコ？」

			　明らかにそこにはいない誰かに向かってクスコは叫んでいた。

			　おそらくはその人物が、クスコがこうなってしまった原因であるに違いなかった。

			「コロスコロスコロスコロスコロス！」

			「や、やめなさい！　そんなことをしたら死んでしまうわ！」

			　外部から魔力を取り込む尾を失くした今、クスコは体内に残留する全魔力を使って戦闘を継続しようとしていた。

			　すなわち、魔力が尽きたときが、クスコの命が尽きるときである。

			「ダレダオマエハ？　オマエナンカヌシサマデハナイ！」

			「私よっ！　終末の杖ディアナよ！　造物主(ライドツグ)様じゃないわ！」

			「ディアナハソンナコムスメミタイニサケバナイ」

			「昔の私はいいのよ！　なんで貴女はそこにだけは反応するの！」

			　人がせっかく心配してあげているというのに。

			　――心配？　私がクスコの命を心配？

			　そう言われてみれば、かつての自分はこんな風に必死になってクスコの心配をしただろうか？

			　もしかしたら変わったのはクスコのほうではなく自分のほうなのかも。

			　そう思ったときにはクスコはギギギ、と歯ぎしりをして再び炎を纏(まと)い始めていた。

			「無理よ！　今の貴女が火獣の衣なんか纏(まと)っちゃ！」

			　火獣の衣は神狐よりもさらに炎と一体になる攻撃型の特殊武装で、クスコにとっては最大の切り札といえる。

			　しかし攻撃力に比例して魔力の消費が甚(はなは)だしく、クスコも滅多に見せない技であった。

			　ディアナも数度、目にしたことがあるくらいである。

			「ヌシサマ、ヌシサマ！　ググググ……」

			「正気に戻りなさいクスコ！　死んでもいいの？」

			「ウルサイ！　ヌシサマデモナイノニメイレイスルナ！」

			　空気が揺らめき、圧縮されているはずの熱量がディアナの頬にまで猛烈な熱さを届けた。

			　あの攻撃を食らえば、古竜の心臓を核とするディアナでさえ塵と化すだろう。

			「そこまでだな。召喚(サモン)ゴーレム！」

			　ディアナの知己ならばなんとか殺さず無力化したかったが、こちらが命の危険を冒してまで助けるつもりはない。

			　相手の武器が熱であるというのなら、それにこちらも対抗するだけだ。

			　松田が召喚したゴーレムは、ほぼ円筒形をしたゴーレムとも呼べぬもので、ミスリルと繊維強化プラスチック(ＦＲＰ)を複合させたような素材で構成されている。

			「こんなゴーレムじゃ無理です！　お父様！」

			「ところがどっこい、溶けなきゃいいってもんじゃないのさ」

			　陽(かげ)炎(ろう)のように空気が揺らめくなかを、クスコは音を切り裂いて突進した。

			　たちまちゴーレムは表面から溶かされていくが、溶けたはしから修復していくので、なかなかクスコはゴーレムを突破できない。

			「あのクスコの熱をどうして……」

			「耐熱セラミックってのも考えたけどな。実は溶けやすい素材のほうが、相手の熱を奪うには向いているのさ」

			　スペースシャトルなどでも、大気圏に再突入するカプセルなどは溶けやすい素材でコーティングして、内部を熱から守る構造になっている。

			　どんどんゴーレムが溶けていくというのは、クスコが発する熱量を急激に奪っているとも言えるのである。

			「グガガガ！」

			　苦しそうにクスコは呻(うめ)いた。

			　魔力が足りない。

			　もうじき体内の魔力が枯(こ)渇(かつ)する。そうなればクスコは魔力切れで気絶、戦い方によっては死ぬだろう。

			　そうなればもう主様との契約も果たせない。

			（――契約？）

			　何かとても大切なことを忘れている気がした。

			（主様の……そう、大切な秘宝を守れと最後の命令を受けた）

			　ぼんやりと脳内に霞(かすみ)がかかっている気がする。

			　その霞の向こうに思い出したい何かがある。クスコは戦っていることも忘れて、それに集中した。

			（主様は臨終の際、絢爛たる七つの秘宝(ブリリアント・セブンス・アーテイフアクツ)の所有権を後継者に譲り渡すことを拒否された。あれは残されし者たちには過ぎたものだということがわかっていたから）

			　しかし絢爛たる七つの秘宝(ブリリアント・セブンス・アーテイフアクツ)はあくまでも無機物である秘宝である。

			　ライドッグの亡き後、たとえ意思があろうとも主体的に行動することはできない。

			　だが使い魔であるクスコには行動の自由があった。

			　使い魔をも道具として父に代わり所有せんとしたセレウコスの手から逃れ、各国が絢(けん)爛(らん)たる七つの秘宝を分割所有することになると、裏から実験の失敗を促し、そのほとんどを封印させることに成功する。

			　それはいつか正当な所有者が現れる。そのときまで秘宝を厳重に封印せよ、という命令のためであった。

			　結果的にその目論見は成功した。

			　クスコは絢(けん)爛(らん)たる七つの秘宝を裏から守護するものとして、千年の長き日を見守ってきた。

			　――ところが。

			　ズキリ、とクスコのこめかみが痛んだ。

			　思い出してはいけないような気がする。しかし思い出さねばならない気もする。

			（ああ、あれは……あの男が、リアゴッドを名乗る頭のおかしい男がライドッグ様の名を騙(かた)ったから――）

			　気づいてみれば実に簡単なアナグラム。ＲＩＡＧＯＤとＲＡＩＤＯＧ。

			　自分こそがライドッグなのだと。

			　お前の本当の主はこのリアゴッドなのだとあの男は言った。

			　――許せなかった。

			　鬱屈した暗い瞳と、憎しみに満ちた醜悪な表情は、決してクスコが忠誠を捧げたライドッグと同一ではありえなかった。

			　だからこそクスコは全力で戦った。

			　この千年というもの、これほど力を尽くして戦ったことはない、というほど戦った。

			　リアゴッドと名乗った身の程知らずな男に重傷を負わせることができた。

			　あんな愉快な気持ちは久しぶりだ。

			　使い魔の私ごときに簡単に傷を負うような軟弱者が、主様でなどあるものか。

			　そう心の中で嗤(わら)った瞬間、ざわざわと鳥肌が立つような不快感がクスコを襲った。

			（――この気持ちはいったい何？）

			　怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い！　思い出したくない！　絶対に思い出してはいけない！

			（あの男はなんと言った？）

			　狂おしいほどの逡(しゆん)巡(じゆん)と葛(かつ)藤(とう)の果てに、ついにクスコは忘れていた記憶の扉を開いた。

			「この出来損ないめ！　もういいっ！　契約を打ち切るから勝手に醜くくたばるがいい！」

			　次の瞬間、クスコにとってライドッグの死後も無くなることのなかった契約の絆が切れた。

			　なぜ？　どうして？　クスコにとって千年以上もの長い時間をともにあり続けた契約が切られなければならないの？

			　疑問はあったが、それ以上に衝撃が激しかった。

			　クスコにとっては半身を無理やり引き裂かれたような感覚であった。

			　それでもリアゴッドはライドッグではない。

			　契約を切られてしまった今でも、クスコは胸を張ってそう言い切れる。

			　だから契約を切られたことを認められなかった。

			　たとえこの命尽きても、死ぬまで契約を守ってみせると心に誓った。

			　――契約を引き裂かれた痛みに、心はどこか狂ってしまったけれど。

			　

			「ダカラシンデモオマエタチハトオサナイ！」

			　

			　残り少ない命を削ってさらに前進するクスコに、ディアナもまた堪忍袋の緒が切れた。

			　

			「このわからずや！」

			　

			　ディアナにクスコの葛(かつ)藤(とう)がわかろうはずがない。

			　だがわからないなりに、クスコが命を捨てようとしていることは理解していた。

			　それがディアナには我慢がならない。

			　かつてはあれほど嫌いな相手だったのに。

			　秘宝と違って自由に動き、造物主の寵愛をねだるクスコに殺意すら抱いていたのに。

			　松田と出会ってから、自分はおかしくなっていくばかりだ。

			　それを好ましいと感じている自分がいる。

			「意地を張るのもいい加減にしなさい！」

			　クスコが命を使い果たす前に彼女を止めなくてはならない。そのためにはディアナが得意とする殲(せん)滅(めつ)系魔法ではダメだ。

			「お父様！　ほんの少しでいいから魔力を分けてください！」

			「お前が望むなら好きなだけ持っていけ！」

			「ありがとうございます！」

			　今のクスコの炎はかつて最強の使い魔を誇った時代のものではない。

			　ライドッグが生きていた頃であれば、とうに松田たちは消し炭になっていてもおかしくなかった。

			　なぜクスコの力が衰えているかはわからないが、これならディアナの力でもなんとか抑え込むことが可能だ。

			　殲(せん)滅(めつ)系の魔法は打てなくとも、クスコの炎をかき消すような衝撃波なら打てる。

			　それでなんとかクスコを戦闘不能に追い込むことだけが、彼女を救う唯一の道であった。

			「凍てつく波濤(フリージング・シーズ)！」

			　万里を隔ててやってきた極北の波が砂浜を埋め尽くすかのように、凍てつく衝撃波がクスコの炎を削り取っていく。

			　薄皮がめくれていくようにして、クスコを覆っていた炎が少しずつ、少しずつ小さくなり、ついには身体を覆うほんのわずかなものに成り果てた。

			「――貴女、本当にディアナなの？」

			「私がわかるの？　クスコ！」

			「ずいぶん色気のないツルペタになったものね」

			「だからそれは置いておきなさいよ！」

			「いつの間に解放されていたの？　私がこの迷宮で狂うまでは、誰も解放されてはいなかったわ」

			「私がお父様に解放されたのは、ついこの間のことよ」

			　いつまで経っても誰も訪れないと思っていたら、ディアナの迷宮が誰にも発見されなかったのは、クスコが陰から守護していたかららしい。

			　彼女も使命を果たそうとしてのことだろうが、恨み言のひとつも言いたいディアナである。

			「そう……残念だけど私は主様の命令を果たせなかった。あの世があるとしたら、お詫びにいくわ」

			「ちょ、待ちなさいよ！」

			　ディアナは慌てた。このままクスコに死なれては、殺さぬよう努力した甲斐がない。

			「気をつけなさいディアナ。主様の名を騙るリアゴッドという男がいるわ」

			「造物主様の名を？」

			「主様ではないことは確かだけれど、なぜかその男は主様の契約執行権を持っているの。私は主様との絆をそいつに断ち切られてこのざまよ」

			　自(じ)嘲(ちよう)気味にクスコは嗤(わら)う。

			「クスコと造物主様の契約を？　いったい何者なの？　そのリアゴッドって男！」

			「わからないわ。わかるのは何らかの手段を使って主様の権限を使っているということだけ」

			　ふう、と重いため息を吐いてクスコは前足に顎(あご)を乗せて目を閉じた。

			　そろそろ限界のときが訪れたようであった。

			「せっかく会えたのに残念だけれど、この辺でお別れさせてもらうわ。さようならディアナ」

			「そんなこと言わないで！　お父様！　お願いだからクスコを助けて！」

			「本当に変わったわね、ディアナ……」

			　血相を変えて松田の袖にすがりつくディアナを見て、クスコは目を丸くして微笑んだ。

			　彼女にとっても好ましいディアナの変化であった。

			　昔、主様(ライドツグ)の道具として破壊の限りを尽くしていた頃のディアナからは想像もできない。

			　ただひたすら主人の命令に従うための道具でしかない、あの頃のディアナがクスコは嫌いだった。

			「貴女はいいご主人に出会えたのね……」

			　そう言ってクスコは満足そうに眼を閉じる。

			　彼女の魔力が尽きかけているのは誰の目にも明らかだった。

			「お父様！　彼女に魔力を！」

			「そんなこと言ったって……！　ディアナみたいに回路(パス)が通っているわけでもなし……」

			　松田は土属性に特化した特殊な魔力をしている。

			　ディアナのように相互に契約関係があればともかく、まったくの他人に魔力を送っても、それを受け入れられるかどうかは相手の意思と相性がものをいう。

			　すでに意識を失っているクスコに魔力を送っても無駄に終わるのは目に見えていた。

			「なんでもします！　もうＤカップにしてとか言わないから！　クスコを助けて！」

			「そりゃ助かるが……ん？　待てよ」

			　早く理想の体形に直せとディアナに急かされずに済むのはありがたい、ではなく、松田の頭に閃(ひらめ)くものがあった。

			　前回のレベルアップで追加されたスキルは、使い魔に関するものであったはずだ。

			「……なんかいつの間にかレベルアップしてるし」

			　ステータスを確認すると、クスコとの激戦のなかで、自分でも気づかないうちにレベルアップしていたようである。

			　

			　松田毅　性別男　年齢十八歳　レベル６

			　種族　エルフ

			　称号　ゴーレムマスター

			　属性　土

			　スキル　ゴーレムマスター・表（ゴーレムを操る消費魔力が百分の一）　秘宝支配（あらゆる秘宝(アーテイフアクト)を使用可能）　並列思考レベル６（六百体のゴーレムを同時制御することができる）　ゴーレムマスター・裏（土魔法の習得速度三倍の代わりに土魔法以外の魔法が使用できなくなる）　錬金術レベル１（素材なしの錬金にかかる消費魔力十分の一　錬金位階中級まで）錬金術レベル２（レシピ理解、レシピさえあればなんでも再現できる。ただし性能はワンランク落ちる。位階中級まで）

			　錬金術レベル３（錬金再現、一度見た錬金を理解し再現することができる）

			　錬金術レベル４（使い魔創造　触媒によって使い魔を創造することができる。使い魔の強さは触媒と魔力に依存する）　錬金術レベル５（使い魔掌(しよう)握(あく)　触媒とした使い魔の記憶と人格を保存する）←今ココ

			　

			「……要するに今のクスコのまま、俺の使い魔として生まれ変わらせるという理解でいいのか？」

			「お父様早く！」

			「くそっ！　考えてる暇はねえ！　使い魔掌握！」

			　今まさに命の火が尽きかけているクスコを前に逡(しゆん)巡(じゆん)している余裕はなかった。

			　いろいろと思うところがあるが、松田は躊(ちゆう)躇(ちよ)をかなぐり捨ててクスコの額に手を当てる。

			　直接触れた手のひらから、クスコの最後の生命の灯が消え去ったのが伝わってきた。

			　同時に眩(まばゆ)いばかりの光がクスコの小さな身体を覆いつくし、彼女の傷ついた身体を修復していく。

			　純白のふさふさとした大きな尾も再生し、襟(えり)巻きのようにクスコの腹に巻きついた。

			　そしてぱっちりと開かれたつぶらな瞳は、理知的で強い生の光を宿していた。

			　はたして自分のスキルはうまくいったのか？

			　ふと心配してのぞき込む松田の視線と、まだぼんやりとしていたクスコの視線がぶつかった。

			「主(ぬし)様(さま)～～～～♪」

			「うわっ！」

			　視線があった瞬間、クスコは親愛の情も露(あら)わに純白の毛並みを松田の胸にこすりつける。

			　ふわふわした尾がしきりと振られ、クスコは松田に抱きつくようにして首筋を舐めた。

			「こら、くすぐったいだろうが！」

			　と言いつつ、松田は反射的に艶(つや)々(つや)したクスコの毛並みを撫でてしまう。もふもふは社畜にとって得難い癒しの存在であり、松田もその衝動には抗(あらが)えなかった。

			「主(ぬし)様(さま)！　助けてくれてありがとうございます！　このクスコ、命果てるまで主様のお役に立ちますわ！」

			「おおおおおおお、お父様から早く離れなさいよ！　このあばずれ！」

			「そうです！　ご主人様はステラのです！　わふ」

			　大胆なスキンシップを目の前で図られていたことに激怒したディアナとステラは、松田の両腕を引いて松田をクスコから引きはがした。

			「あら、いけず。でも私が主様の使い魔であることは紛れもない事実ですわ。この絆は何人にも引き裂くことはできません！」

			「私としたことがっ！　一時の情で判断を誤ったわ！」

			「ずいぶんと可愛らしくなりましたわね、ディアナ。私を助けてくれたのは主様ですけれど、きっかけは貴女だったと感謝しておりますのよ？」

			「……そ、そう？」

			　素直にクスコに頭を下げられて、まんざらでもないのかディアナは照れたように頬を染める。

			「……ちょろいです。わふ」

			　自分は懐柔されないぞ、とばかりにステラは犬歯をむき出しにクスコを睨みつけた。

			「ちっ！　ごまかされなかったか……」

			「今、何か言いました？」

			「いいえ！　なんでもありませんわ！」

			　そう言いながらクスコはちゃっかり松田の膝の上で丸くなりコン、と甘えるように鳴いた。

		

	
		
			　

			第八十八話　交錯する運命

			　

			　それからクスコは松田の首に襟巻きのように巻きつき、左右からクスコを睨みつけるようにしてステラとディアナが松田の腕にしがみついている。

			　特にディアナは同じようにライドッグの寵愛を競い合った記憶が蘇って、どうしてこんな性悪を助けてしまったのか、と後悔しきりであった。

			「……ところでいったい何があったの？」

			　ひとまず落ち着いてみれば、まずその疑問が浮かぶのは当然の帰結であった。

			　今見ればわかる通り、クスコは命令には忠実かもしれないが、性格的には理知的で明るいタイプだ。

			　戦闘時の狂気に満ちた様子とは似ても似つかないし、ディアナはもともとそれを知っている。

			　当然、先ほど語ったライドッグを騙る人物の関与があったのだろう、とディアナは推測したのである。

			「――そうですわね。ここから二階層ほど潜ったところにターミナルがありますから、そこでお話ししましょうか」

			　

			　百七階層、森林型が続くなか、まるで密林に隠れた遺跡のようにターミナルがひっそりと佇(たたず)んでいた。

			「このターミナルは森林型の二百階層までを掌握しています。基本的に私は百階層までは手出しをせず、二百階層を突破されないように注意していました」

			　フェイドルの迷宮は、かつて一度は攻略されたものの、現在はようやく百五十階層あたりをトップパーティーが攻略していた。

			　よほどのことがない限り、早期に二百階層へ辿りつく人間はいないはずであった。

			　――ところが。

			「しばらく迷宮の外に出ていた私はターミナルに戻って愕(がく)然(ぜん)としました。たった一人の男が二百階層をもう少しで突破しようとしていたのです。慌てて駆けつけたそこには、一人の魔法士の男がいました」

			　忘れもしない。暗い瞳に憎悪の染みついた表情(かお)、松田とは真逆の雰囲気を纏(まと)った黒髪のエルフだった。

			「ぞっとするような、凍るような目でした。この世の何もかも憎くてたまらないと言っているような気がして、震えが止まらなかった」

			　そして男はクスコの姿を見て、引き攣(つ)れたように嗤(わら)った。

			「よくぞ来たクスコよ。我が名はリアゴッド、我こそライドッグの名を継ぐ者ぞ。力を貸せ」

			「貴様のような塵(ちり)くずが軽々しくライドッグ様の名を騙るな！」

			　怒りに任せてクスコがその男(リアゴツド)を攻撃すると、リアゴッドはひどく驚いた様子であった。

			「なんだかまるで攻撃されるなんて思ってもみなかった感じで、咄(とつ)嗟(さ)に魔法障壁を張るのが精一杯だったみたいです」

			　結果、リアゴッドは並みの人間なら死んでいてもおかしくないほどの重傷を負った。

			　そのときのリアゴッドの表情は、まさに信じていた人に裏切られたときのそれであったという。

			「……すごく怒ってました。この出来損ないめ！　って叫んで――亡き主(ぬし)様(さま)との契約を断ち切られました」

			「そんなっ！　造物主様との契約を他人が強制的に断ち切ったというの？」

			　クスコの言葉に激しくディアナは動揺した。

			　彼女にとっても契約は神聖なもので、そこに他人が介入できるなど想像したくもなかった。

			　万が一、松田ではない主人に勝手に契約を書き換えられたら、ディアナの心は死んでしまうだろう。

			　あの頃の無機物の静穏な精神でなくては耐えられない。

			「――違う。そんな感じじゃなかったわ。信じられないけれど、正規の権限で契約を破棄されたの。その衝撃が大きすぎて、私は狂ってしまった」

			　無理もない、とディアナは思う。

			　使い魔や秘宝にとって、主人とは全てだ。人間ではない彼らは主人のためにこそ存在する。

			　人の手によって創造された自然物ではない人工物とはそういうものだ。

			　自らの存在理由を否定されて正気でいられる自信はディアナにはなかった。

			「ありえないわ。どうやったら造物主様の権限を代行できるというの？」

			　もしそんなことが実際に可能であるとすれば、ディアナとて危うい。

			　ライドッグの死後、ディアナは主による強制力を無くしたが、契約が破棄されたわけではないからだ。

			　しかし松田との契約はなんの障害もなく、確かに履行されたはずである。

			　いったい何がどうなっているのかディアナは困惑を隠せなかった。

			　ここで松田のスキル、秘宝支配が思い浮かばなかったのは、ディアナも本気で動揺していたということだろう。

			「――きっとあの男は戻ってくる。傷を癒し、力を蓄え、この迷宮に眠る秘宝を手に入れるために」

			　近い未来に、クスコも、ディアナも、松田もそのリアゴッドと相対することになる。

			　はたしてそこで何が起きるのか。嫌な予感が心の奥深いところからじわじわと染み出してくる不快感にディアナは身体を震わせた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「愚か者め。この私が貴様らの思う通りになるものか」

			　コパーゲン王国がその総力を挙げて捜索している男、リアゴッドはうっそりと嗤(わら)った。

			　彼がいるのはすでにスキャパフロー国内である。

			　国境が封鎖されることはわかっていた。

			　だが今の彼にはそれをものともしない秘宝がある。

			　絢(けん)爛(らん)たる七つの秘宝の四、自在なる宝冠(フリーダム・サークレツト)のコリンだ。

			　魔法による結界の存在しない場所であるならば、いかなる場所にも瞬時に移動することができるという伝説の秘宝であった。

			　コパーゲン王国の迷宮で、リアゴッドが手に入れたものである。

			　クスコとの戦いで重傷を負っていた彼は、迷宮の罠(わな)をあえて暴走させることで労せずして秘宝(コリン)へと辿りついたのだった。

			　その後、迷宮が使用不能な無秩序に陥ったのは、リアゴッドの知ったことではない。

			「……っっ！」

			　わき腹に走った疼(とう)痛(つう)にリアゴッドは顔を顰(しか)めた。

			　クスコにやられた傷はまだ完全には回復していなかった。

			　神狐が怒りにまかせた攻撃は、治癒魔法をもってしても容易には回復しない。

			　しかもベルファスト信徒だけが使える神聖魔法(デヴアイントーラー)は、リアゴッドにも使うことはできないため、なりふり構っていられなかったともいえる。

			『おいたわしい。ここにグローリアがいれば……』

			　絢(けん)爛(らん)たる七つの秘宝の二、悠久の癒し(エターナル・コンフオート)グローリアは、無機物である秘宝でありながら治癒魔法を使える世界でただひとつの秘宝であった。

			　彼女がいれば、リアゴッドの治療も容易であったことは間違いない。

			「グローリアの行方はこの俺もわからん。まったく、あの役立たずさえ裏切らなければ……」

			『今でも信じられません。あのクスコが造物主様を裏切るなんて……』

			　互いにライドッグの傍らにあって、その寵愛を競ってきたコリンにとって、クスコの裏切りはいまだ信じがたい話であった。

			「この私を主人と見抜けなかったのだ。所詮は出来損ないだったということよ」

			　腹立たし気にリアゴッドはため息を吐く。

			「それにしても……まさかここまで魔法技術が衰退しているとは思わなかった」

			『造物主様亡き後、いくつか国が滅びて戦争になりましたから、そのせいかと』

			　滅んだ国のなかには絢(けん)爛(らん)たる七つの秘宝を研究しようとした国もあるのだが、コリンはそれを綺麗さっぱりスルーした。

			「まさか私が生まれ変わるのがこれほど遅れるとは……な」

			　そう、リアゴッドはライドッグの生まれ変わりである。

			　完全に同一人物ではないが、その魂(たましい)と権限を引き継いでいる存在であった。

			　正確には、生まれ変わりに記憶を移植するための秘宝をライドッグは用意していたのだ。

			　クスコとの契約を破棄することができたのは、ライドッグの権限を継承することができたおかげだった。

			　だが魂(たましい)はともかく、肉体はライドッグとは似ても似つかぬ別人である。

			　そのためかつての天才魔法士の記憶を所有していながら、いまだリアゴッドの魔力と体力は貧弱なものでしかない。

			　使えるはずの大魔法も大半が魔力不足やスキルが足りず使用不能であった。

			　全盛期の己の力を知るリアゴッドとしては歯がゆいことこのうえなかった。

			『無理はなさらないでください。造物主様』

			「無論、ようやくこうしてこの世界に戻ってきたのだ。無理をして再び冥府に戻るつもりはない」

			　腹立たしいことではあるが、フェイドルの迷宮を再び攻略するのはしばらく先のことになるだろう。

			　少なくとも戦闘に支障のない程度まで回復しなければ、コリンを手に入れた今でもクスコを無傷で圧倒することは難しい。

			「――ままならぬものだな」

			　なかなか痛みの引かぬ腹を押さえて、リアゴッドは仰向けにベッドに身を委ねた。

			　よくよく見れば、その身体にはクスコが負わせたものより遥かに古い傷跡がたくさん残されている。

			　つい先日記憶を取り戻すまで、リアゴッドは奴(ど)隷(れい)に身を落としていた。

			　エルフの里を飛び出し、人間に騙されて奴(ど)隷(れい)の身分に落ちた青年バッカス――。

			　それが今やライドッグの記憶に飲み込まれた青年の名であった。

			　クスコがリアゴッドをライドッグは別人と断じたのは決してゆえないことではなかったのである。

			「早く力を取り戻し、世界を導いてやらなくてはな。才あるものを排除し、才無き者を懐にいれる愚かな世の中は正されなくてはならぬ」

			　証拠はないが、自分(ライドツグ)の死が自然死ではなかっただろうとリアゴッドは考えている。

			　晩年に急激に衰えた体力と魔力は明らかに不審であった。

			　だからこそ、こうして記憶を保存しておくという非常手段を取らざるをえなかった。

			「そのためにも一刻も早く秘宝を手に入れ……そして今度こそ本当の不老不死を達成してみせる。人狼族の隠れ里も見つけなくてはな」

			　リアゴッドの目指す先は、いまだ遥かに遠い。

			　そしてその未来は、確実に松田と交錯し戦うべき運命を描いていた。

		

	
		
			　

			第八十九話　返ってきた因果

			　

			　「まあ、いろいろと考えるところはあるけど、今日はひとまず戻ろうか」

			　リアゴッドについて考えるだけで嫌な予感はするものの、このまま話していても結論は出ない。

			　松田はそう言って立ち上がった。

			　迷宮の攻略は一日八時間まで。残業することは、たとえ神が許しても松田が許さない。

			「……と、クスコはどうしようか？」

			　松田はあくまで迷宮の攻略に来ているだけで、クスコの討伐を王国から依頼されたというわけではない。

			　しかし騎士団を手ひどく痛めつけたクスコを連れて帰ったら、間違いなく王国を敵に回すことになる。

			「ご心配なく、主(ぬし)様(さま)。穏便に外に出る手もありますけれど、今はまだ私はここにいたほうがようございましょう」

			　もしクスコが討伐され、迷宮が正常化されたとなれば、王国は手のひらを返して秘宝の所有を認めないかもしれない。

			　それに松田が秘宝を手に入れるまでは、フェイドルの迷宮に潜る探索者は最小限であることが望ましかった。

			　下手に他国へ行った宝石級の探索者が戻ってきてもらっては困るのである。

			「それは助かるけど、穏便に外に出るって、どうやるつもりだ？」

			「もちろん、こうするのですわ」

			　一瞬にしてクスコの姿が松田の前から掻き消えた。

			「熱を操り、己の姿を消すなど造作もないこと。迷宮管理所を通り抜けることぐらい朝飯前ですわ！」

			　迷宮管理所では探索者の秘宝の持ち出しや不法行為を監視しているが、使い魔が姿を隠して勝手に行動することなど想定していない。

			　そもそも使い魔もゴーレムと同様廃(すた)れた魔法技術で、現在の探索者で使用しているのは、よほどの物好き以外いなかった。

			　ましてクスコほどの破格な性能を持つ使い魔は、ほぼ絶滅したと言っていいだろう。

			「狂う前はこうして他所の迷宮に出向いて管理していたのです。ディアナのいた迷宮にも行っていたのですよ？」

			「……お父様が見つけてくれたときに来なくて助かったわ」

			　心の底からディアナは安(あん)堵(ど)する。

			　まだこの世界に来たばかりの松田では、クスコにあっさり殺されるのがオチであったろう。

			　そうなれば今でもディアナはあの封印に縛られて孤独と戦っていたはずであった。

			「ひとつを除き、秘宝の在処は全て私が承知しております。この迷宮の攻略が終わりましたら、この命果てるまでお傍に――」

			　

			　

			「――あら？　そんな都合よくいくかしら？」

			　

			　

			「この声は……ランカスターの街の地雷女？」

			「誰が地雷女よっ！」

			　即座に反論するあたり、松田から自分がどう評価されているかは的確に承知しているリノアであった。

			「ふん、よくわからないけど化け物と密談しているあたり、私の目に狂いはなかったようね。恥を知りなさい！」

			「最初から最後まで狂いっぱなしだよ！　むしろどこが狂ってないのか教えてほしいくらいだよ！」

			　どこまでもぶれないリノアの地雷っぷりに、思わず松田は突っ込まずにはいられなかった。

			　それがまったく意味のないということは知っていたはずなのに。

			「逃がさないわよ！　そこでたっぷりと私を陥れた反省をしてから地獄に落ちなさい！」

			「どこだ？」

			「――おそらく管制室ですわ。私としたことが、あんな地雷臭漂う女を見過ごすなんて」

			「そこの化け物！　私は地雷臭なんてしないわよ！」

			「頭のてっぺんから足のつま先まで地雷なのです。わふ」

			　お前は何を言ってるんだ？　とばかりに、ステラに無(む)垢(く)な瞳で問いかけられたリノアは激高した。

			「幼女を洗脳してこの私を地雷扱いさせるとは、どこまでも見下げ果てた男ね！」

			「言っても無駄だと思うが、事実無根だと抗議するぞ！」

			「犯罪者はみんなそういうのよ！」

			「やっぱり無駄だった！」

			　そんな無意味な会話を交わしながら、松田はクスコと声は出さずに主人と使い魔だけが交わすことのできる思考で現状を確認していた。

			（あの女がいる管制室までの距離は？）

			（管制室はここから三階ほどターミナルを降りたところですわ！　ただ、ターミナルの中枢ですから魔法結界で保護されていますの！）

			（ゴーレムを向かわせるから俺の思考を誘導してくれ）

			（お任せくださいですわ！）

			　だが意識してか、それとも無意識か、リノアはその時間を与えなかった。

			　どこまでも相手にとって嫌なことをしてくるがゆえに、地雷女は地雷女なのだ。

			「何か余計なことを考えてるでしょう？　そうはいかないわ！　悪はここで滅びるのよ！」

			「くそっ！　悪はどっちだ！」

			「もちろん、あんたが悪で私が正義よ！」

			「知ってた」

			　やっぱりこいつとは会話にならない。

			「こ、これは……捕(ほ)縛(ばく)結界？　いえ、転送結界？」

			　ゴーレムがリノアに辿りつくより遥かに先に、松田たちを鮮血のように紅い結界が包んだ。

			　リノアがターミナルの侵入者排除機構を作動させたのである。

			　その意味に真っ先に気づいたのはディアナだった。

			「お父様！　禁呪の使用許可を！　この結界は普通の魔法では破れません！」

			「そんな暇を与えるつもりはないわ！　さあ、震えなさい！　懺(ざん)悔(げ)しなさい！　正義に歯向かった己の所業を後悔しなさい！」

			「謝ったら許してくれるのか？」

			「許すわけないでしょう！　私の気が収まらないから謝れって言ってんのよ！」

			　くひひひひ、とリノアは愉悦の哄(こう)笑(しよう)をあげた。

			　ランカスターの街にいた頃のリノアは、独善的ではあってもここまで他人の不幸を喜ぶ女ではなかった。

			　彼女もまた、自分が拠(よ)って立つ基盤であった騎士という地位を失い、醜く歪(ゆが)んでしまったのだろう。

			　だからといって同情する気は毛頭ないが。

			「どこに飛ばしてほしい？　溶岩のなか？　それとも竜の巣？　深い深い海の底なんかも捨てがたいわね。あんた変に生き汚そうだし、やっぱり毒の空気が充満した火口かしら」

			「くっ！」

			　一瞬の隙をつき、クスコが身体を白熱させて転送結界に体当たりする。

			「ギャンッ！」

			　しかしあれほどの攻撃力を誇ったクスコの攻撃が、簡単にはじき返されてしまう。クスコが短く悲鳴をあげた。

			「魔法強度が強すぎる。クスコの攻撃は物理よりなので転送結界に穴をあけるには力不足です」

			「構わんから最短でぶっ放せ！」

			　松田はディアナに禁呪の使用を許可すると、焦ったようにディアナは詠(えい)唱(しよう)を開始した。

			「ざまあないわね。さようなら。もう少しあんたたちの断末魔を見ていたかったわ」

			　収束を始めた転送結界を見つめるディアナの瞳が、何かに耐えるように細められた。

			　このメンバーで誰より魔法に精通している彼女は、禁呪の発動が間に合わないことを理解していた。

			「女の子は可哀そうだけど、その男のせいだから諦めてね？」

			「子供を殺すのがお前の正義か？」

			「だって私が騎士でなくなったのは、その子のせいでもあるんだもの。悪事には罰が必要でしょ？」

			「ご高説いたみいるね」

			　信念があるといえば聞こえはいいが、自分に反対する人間を敵か悪かでしか見れない人間はいる。

			　彼らには人間の価値観が相対的であるということが理解できない。

			「つまらないわ。悪党なら悪党らしく泣き叫べばいいのよ」

			　

			　

			「――生憎(あいにく)と彼は悪党ではないから無理な相談だな」

			　

			　

			「誰っ？」

			　今まさに松田の死刑執行ボタンに手をかけようとしていたリノアは慌てて振り返った。

			　管制室が無人であることは確認した。

			　そこにある防衛装置も機能も、リノアがモルガンに聞いた通りだった。

			　もし自分の他に侵入者がいるとすれば――。

			「ご明察だな。隠蔽型秘宝を持つのは、何も貴様だけではない」

			「誰の差し金？　私はあの男を処分するよう、さるお方から命を受けているのよ？」

			　リノア個人の力で、単身松田の裏をかくなどできるはずもない。

			　彼女の背後に巨大な黒幕が存在することは、少し考えれば容易に想像できることであった。

			　リノアの挑発的な態度を、隠蔽を解き、姿を現した女は鼻で嗤(わら)った。

			「愚かな。私は彼を守るよう命を受けている。当然だろう？　利害というのは常に相対的なものなのだから」

			「わかんないわよ！」

			「まあ、一生かけてもわからない人間がいることは私もよく知っているさ」

			　女が自分を嘲笑していることを敏感に察したリノアは、剣に手をかけ、前に進もうとして愕(がく)然(ぜん)とした。

			「何よこれ？」

			　松田たちを拘(こう)束(そく)していたはずの転送結界が、リノアを包むようにして、どんどん収束しようとしている。

			　それが何を意味するのか理解して、リノアは絶叫した。

			「転送の発動地点は私が操作しておいた。参考までに聞きたいのだが、貴様は彼らをどこに送り込むつもりだったのかな？」

			　リノアが松田たちを転送しようとした場所。

			　生還することがまず不可能な地点に飛ばされようとしているのは自分なのだ。

			「冗談じゃないわ！　どうして私が飛ばされなきゃいけないのよ？　頭おかしいんじゃないの？」

			　騎士とは正しさ。法と秩序を守る守護者であり、自分はその理想を正しく行動に移してきた。

			　罰を受けなければならないのはあいつらのはずなのに、どうして正しい自分がこんな理不尽な目にあうのか。

			「世の中は理不尽なことで満ちている。自分が信じる正しさなんて、なんの価値もないことがあるものさ」

			　自(じ)嘲(ちよう)気味に女は嗤(わら)った。自分もまた、一時は正しいと信じたことを後悔した苦い経験があった。

			「ありえない！　そんなことは間違っているわ！」

			「そうだな。だが人は間違う生き物なのさ。もちろん貴様も」

			「私は間違ってなんかいない！　私はいつだって正しいの！　正しくなきゃいけないのよ！」

			　だからこんな間違いは正されなければならない。

			　リノアがさらなる抗議の声をあげる間もなく唐突にそのときはやってきた。

			「いやあああああああああああああああああ！」

			　結界がリノアの身体の形に完全に収束した。と思う間もなくリノアの身体は悲鳴の余韻だけを残して虚空へと消えた。

			　自らが選んだ運命のダイスに吸い寄せられるようにして、彼女は自分がもっとも生還できないと信じた地獄へと去っていったのである。

			「――これで少しは借りを返せたかな？」

			　管制室のマイクから漏れる声に、松田はほっとしたように肩の力を抜いて答えた。

			「ありがとうございます。まさか貴女に助けられるとは思いませんでしたよ。シェリーさん」

			　かつてマクンバの迷宮で行動を共にして、たもとを分かった探索者シェリーの変わらぬ姿がそこにあった。

		

	
		
			[image: p287.jpg]
		

	
		
			　母を助けるために――自分にとって都合の良い現実を言い訳にして、シェリーは松田を裏切った。

			　それでも松田が彼女を殺さなかったのは、その価値すらない存在だったからだとシェリーは信じている。

			　あまりに矮小な自分をもう一度鍛えなおすべく、シェリーはひたすら迷宮での戦闘に没頭した。

			　おかげで今やシェリーはフェイドルの迷宮で上位にランクされる金級探索者となっている。

			　松田たちがあまりに規格外なだけで、探索者としてのシェリーはかなり優秀な部類に入る。

			　宝石級の探索者が去ったスキャパフロー王国では貴重な上位探索者であり、だからこそ――。

			　

			「ところで、シェリーさんは誰の差し金でいらしたのでしょうか？」

			　

			　裏切ったにもかかわらず見逃してくれた松田に、借りを返したかった。

			　感謝もしているし、助けになろうと考えていたのは偽りではない。

			　しかしそれが百パーセント全てであるかと言えば、そうでないことも確かであった。

			　ステラもディアナも突然の再会に感動しているなか、松田はそんな劇的な再会を欠片(かけら)ほども信じられずにいた。

			　状況を考えれば、シェリーがリノアと同様になんらかの隠蔽型秘宝を所有して近づいたことは明らかであったからだ。

			　いかにシェリーが金級の探索者となったからといって、そこまで高性能の秘宝を所有できるほどとは思えない。

			（……わかっていたことだ）

			　こんなことぐらいで償(つぐな)いになるはずがないことも、松田が心を開くことがありえないことも。

			（馬鹿だな私は……）

			　それでも心のどこかで松田に受け入れてもらえることを期待していたのは、シェリーも自覚していない、乙女の埒もないところであるのかもしれなかった。

			「……どうやら複数の宮廷筋が動いている。それを危(き)惧(ぐ)した迷宮管理所長に特命を与えられたのさ」

			「どこの世でも派閥はなくならないものですね」

			「――もし何かあれば遠慮なく頼ってほしい。私もこの程度で全て借りを返せたとは思っていない」

			　はたしてその言葉を松田が額面通りに受け取ったかどうかはわからない。

			　しかしそれは間違いなくシェリーの本心であった。

			「では全てうそ偽りなく報告してください。白狐の魔物は無事退治され、新たな使い魔の素材となった、と」

			「なるほど、確かに嘘ではないな。間違いなく報告しておこう」

			　――新たな使い魔が、かつての記憶や能力を引き継いでいることは黙っておくとして。

			「では先に退散させてもらおう。私は鉄の傘という旅(はた)籠(ご)にいる。時間があれば訪ねてくれ」

			　もう一度パーティーを組まないか、とは言えなかった。

			　言う資格があるとも思わない。

			 

			　何より松田に疑いの目で見られることに耐えられなかったシェリーは、そのまま松田に顔を合わせることなくターミナルを後にしたのである。

		

	
		
			　

			閑話　彼女の事情

			　

			　私の名は小(こ)林(ばやし)真(ま)紀(き)奈(な)です。

			　松田支社長が亡くなり、新任の支社長が退職して支社が閉鎖に追い込まれたのは、もう半年近くも前のことになります。

			　幸い本社に戻ることができた私ですが、支社を閉鎖に追い込んだという風当たりは厳しく、結局退社することになりました。

			　こんなとき、松田支社長がいてくれたら、と何度思ったかわかりません。

			　でも、幸運なことに私はすぐに再就職することができました。

			　同業でも大手に、しかも以前より好待遇で。

			　好況人手不足というのは噂だけじゃなかったんですね。

			　新しい会社は快適です。

			　始業一時間前に出社しなくても、誰も顔色ひとつ変えません。それどころか三十分前に出社するだけで、すごい笑顔で「早いですね！」って言われます。

			　本当に天国のようなところで、松田支社長のように泊まり込むような人は一人もいません。

			　もしここに松田支社長がいたら、今も元気に生きていてくれたのでしょうね。

			　だって、残業がほとんどないんです！

			　びっくりしました！　残業は百時間を超えてからが一人前だって教えられてましたから。

			　それとそれと！　聞いてください松田支社長！　私、昇給したんです！

			　てっきり昇給／ＺＥＲＯがデフォだとばかり思っていたのに。しかも定時昇給で毎年昇給するんだそうですよ！

			　…………なんだか私、変なんです。

			　そんなに信じられないような環境だっていうのに、最近違和感ばかりで仕方ないんです。

			　ここでは仕事の絶対量が少ないせいか、誰も自分以外の仕事を手伝おうとしません（手伝う必要がない少なさ）。

			　四人分の仕事を三人で回していた松田支社長のいたころのような、仲間同士の連帯感みたいなものが感じられないんです。

			　それに残業しないせいか、通勤のラッシュがひどいんです。昔はあんなに空いていたのに（早朝＆深夜だったから）。

			　飲み会に誘われたりもしません。なんでもアルハラとか言うそうです（アルコールで現実逃避する必要がない）。

			　松田支社長に飲みに誘われていたのが懐かしいです。

			　このままでいいのかな、って思います。

			　それにこの会社、コーヒーを淹(い)れていただけるのはうれしいんですけど、甘すぎるんです。やっぱりコーヒーはブラックですよね？

			　私、間違ってるでしょうか？　松田支社長……。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――――一から十まで間違ってるよ！　そんな松田の叫びが聞こえたとか聞こえないとか。
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			高見梁川（たかみりょうせん）

			またまたお会いできてありがとうございます！　元社畜の旅はまだまだ続きます！（二〇一八年四月現在）

			　

			イラストレーション

			吉沢メガネ（よしざわめがね）

			最近子供向けホビーにハマってしまっています。自分が子供だった頃のものが復刻してたりして面白いですね。大人になったからこそ買いまくって思う存分遊んでます。（二〇一八年四月現在）
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